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●●●台見書

世界図書館巡礼
―東西文化交渉の書籍を求めて（4）― 
バチカン図書館・リヨン市立公共図書館

内　田　慶　市

１．バチカン図書館

　バチカン図書館については、前回の「世界図書館
巡礼―東西文化交渉の書籍を求めて（3）」で詳し
く述べたが、今回は、その続編として、関西大学と
バチカン図書館の間でデジタル化に関する「協定」
が結ばれたことについて述べておく。
　バチカン図書館にはヨーロッパの文献だけでなく、
実は中国や日本を中心として、更に、朝鮮、ベトナ
ム、チベット、モンゴル、満洲等他のアジア諸国の
文献資料も多く所蔵されている。このうち、中国関
係の文献資料に関しては、キリスト教関係、西洋科
学関係、中国古籍関係、辞典関係、芸術関係など約
1,300 点余りが所蔵されており、これについては、す
でに北京外国語大学とローマ大学によってほぼデジ
タル化（写真撮影）が完了し、それは「梵蒂岡圖書
館藏明清中西文化交流史文獻叢刊」（大象出版社）と
いう形で 4 輯に分けて出版される（計画では全部で
300 冊）予定であり、すでにその第 1 輯 44 冊が刊行
されている。これらの文献は近代における東西文化
交渉史、キリスト教史、翻訳史、言語史等々の研究
に極めて有益なものである。が、いかんせん、中国
の出版社との契約の関係から、現在は、紙ベースの
ものだけで、ウェブ上での公開には至っておらず（書
籍として全部出版された後で電子版が公開される予
定）、デジタル化の時代にあって誠に残念なことであ
る。
　一方、バチカン図書館所蔵文献資料のデジタル化
については、2014 年から NTT データがバチカンと
契約を結び、とりあえず 3,000 冊の文献を対象とし
たデジタル化プロジェクトをスタートさせており、
現在、順次、バチカン図書館のウェブサイト上に「デ
ジタルバチカン文庫（DigiVatLib）」（図 1）として
公開されている。将来的にはバチカン図書館に所蔵
される約 8 万冊すべてのデジタル化を目指すという
が、すでに 4 年を経た今、規模を縮小するようなこ

とも耳にはしている。この NTT データによるデジ
タル化プロジェクトは日本が世界に誇るべき画期的
な事業といえる。しかしながら、唯一残念なことは、
デジタル画像はアップされているが、その書誌情報

（メタデータ）が不完全ないしは乏しいという点であ
る。

　また、日本や中国以外のアジア関係の文献資料に
関しては、あまりデジタル化は進んではいないとい
う状況である。
　ところで、私たちは 2017 年度文部科学省の私立大
学研究ブランディング事業として「オープン・プラ
ットフォームが開く関大の東アジア文化研究」が採
択され、「関西大学アジア・オープン・リサーチセン
ター：KU－ORCAS」を起ち上げた。本センターは、
関西大学が長い間、培ってきた、研究リソースのデ
ジタル・アーカイブスを基盤として、新しい人文知
の創造を目指し、世界に開かれたアジア研究のハブ
的機能を備えた、オープンプラットフォームを形成
し、世界のアジア研究を牽引していこうという目的
で作られたものであるが、その中の一つの目玉がバ
チカン図書館とのデジタル化に関する協定（「バチカ
ン図書館所蔵アジア関係文献整理・デジタル化に関
する協定」）締結である。
　これは、バチカン図書館と関西大学、ローマ大学、

（図 1）
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北京外国語大学が、今後 10 年間、共同でバチカン図
書館所蔵のアジア関係文献資料をデジタル化し、さ
らにそれらの整理、目録編集、解題（書誌情報等）
を作成していくというものであり、こうした協定は
日本の大学機関としては初めてのものである（図2）。

　協定は 2017 年の 9 月に締結された（図 3－4 ＝バチ
カン図書館副館長、ローマ大学マシーニ教授と）が、

（図 2）

まずは日本関係文献資料のデジタル化から始めてい
く予定である。
　また、本協定に関連して 2018 年の 2 月には筆者が
バチカン図書館館長のもとを訪れて、今後の協定の
円滑化、デジタル化で期待される効果等について単
独インタビューも行った。（図 5）

　バチカン所蔵の日本関係文献資料に関しては、実
は国文学研究資料館によって「マレガ・プロジェク
ト」が進行中である。これは、2011 年にバチカン図
書館で発見された来日宣教師マリオ・マレガ神父の
収集したキリシタン禁制に関する約 1 万数千点の歴
史的資料のデジタル・アーカイブスを目指したもの
であるが、それ以外にも以下のようなものが所蔵さ
れていることが分かっている。

◦Guia do pecador（ぎやどぺかどる＝罪人を善に
導く書）……長崎のイエズス会のコレジオの印
刷による木版（1606）

◦日本語によるキリスト教義書
◦長崎のキリシタンが当時のローマ法王（パウロ

5世）に宛てた手紙
◦Vocabulario de la lengua Japona （1631,  

Madrid）……olladoによる日本語字典
◦Lettera a varie communita cristiane in 

Giappone.（1628）……フランシスコ会のDiego 
de San Francisco神父から日本のキリスト教団
へ宛てた日本語の手紙

◦天正遺欧使節のベネチア共和国宛の手紙（1587）
◦葡日字典（Vocabulario da lingua portugueza）

……17cのイエズス会士によるもの
◦日本の口之津の42人の信者による宣教師を守る

決意書（1613.3.22）（図 4）

（図 3）

（図 5）
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で、非常に助かった（図 7－8）。見たい本は原則全て
見せてくれるし、写真も自由に撮っていい。これが
世界標準、ヨーロッパ標準なのだと今更ながら感心
した。
　さて、今回初めてここを訪れて、ここには特に、
私の研究分野である東西言語文化接触、とりわけ、
イエズス会を中心としたヨーロッパの宣教師たちが
著した漢学関係資料が豊富に残されていることが分
かった。たとえば、Wieger Leon（中国名を戴遂良）
の中国語で書かれた資料がこんなにあるとは思って
もいなかった。また、聖像画に関するものも多く、
今後、詳細な調査が必要となるはずである。
　以下、気がついたものを少し挙げておくこととす
る。

◦キリシタン殉教者名簿……1661－1672までの53
人の名簿

◦大般若波羅密多経古写本、平安・奈良・室町・
鎌倉時代の仏教写本

◦日本の舞踊の水彩画

　他にも、16c－20c の日本文学や民俗関係、芸術作
品なども所蔵されており、今後、こうした文献をデ
ジタル化し、メタデータを作成して、バチカンの電
子文庫に情報を公開していく予定である。また、日
本関係以外のアジア諸国の文献についても徐々に作
業を進めていくつもりである。

2．リヨン市立公共図書館 
（bibliothèque municipale de Lyon ＝ BML）

　フランスではフランス国立図書館（BnF）が有名
であるが、もう一つ忘れてならないのはリヨン市立
図書館である（図 6）。Part－Dieu という駅の真ん前
にある公共図書館であるが、ここには BnF に次ぐ貴

重書が収められている。
　今回はフランスのパリ東洋言語研究所の Joël 
Bellassen（中国名＝白楽桑）教授の案内で訪れるこ
とができたが、図書館の責任者が中国語もできる人

（図 6：図書館の前で）

（図 7：図書館員の説明を受ける）

（図 8）
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⑴　Dictionarium Latino Nankinense（1857）……
いわゆるラテン語－南京官話対訳語彙集である
が、南京官話研究には大いに役立つはずである。

（図9－10）

（図 9）

（図 10）

（図 11）

（図 12）

⑵　Wieger 関係……10数種が所蔵されている。
（図11）

⑶　フランス語版『語言自邇集』（手書き）（図12）
⑷　聖像画関係各種



図書館自己点検・評価について

2017年度

関西大学図書館自己点検・評価委員会

□　目　次　□
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　 1　基礎データ（2017年度）  ⑴

　 2　2017年度図書館自己点検・評価委員会名簿  ⒄

　 3　関西大学図書館自己点検・評価委員会規程  ⒅
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自己点検・評価関係資料

1 　基礎データ（2017 年度）

⑴　入館者に関する統計
ａ　過去 5 年間の館別・月別開館日数

月
館 年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

総合図書館

2013 年度 30 31 30 31 19 25 31 26 25 26 16 20 310
（5） （7） （5） （5） （0） （3） （5） （4） （5） （4） （0） （0） （43）

2014 年度 30 31 30 31 17 27 30 26 26 26 17 19 310
（5） （7） （5） （5） （0） （3） （4） （5） （4） （4） （0） （0） （42）

2015 年度 30 31 30 31 17 27 31 26 25 24 23 23 318
（4） （8） （4） （5） （0） （3） （4） （4） （5） （5） （0） （0） （42）

2016 年度 30 31 29 31 16 25 31 26 24 24 16 21 304
（4） （8） （3） （5） （0） （2） （5） （5） （4） （5） （0） （0） （41）

2017 年度 30 31 30 31 17 26 31 26 25 26 16 22 311
（5） （7） （4） （5） （0） （1） （6） （4） （5） （5） （0） （0） （42）

高槻
キャンパス

図書館

2013 年度 25 24 25 26 15 21 26 22 20 22 16 20 262
2014 年度 25 24 25 26 13 21 26 21 22 22 17 19 261
2015 年度 25 23 26 27 13 20 27 22 21 20 23 23 270
2016 年度 26 23 26 26 16 20 26 22 20 20 22 22 269
2017 年度 25 24 26 26 16 22 25 23 20 20 22 22 271

⑴　入館者に関する統計
　a 過去 5 年間の館別・月別開館日数
　b 館別・所属別入館者数および 1 人当り平均入館回数
　c 館別・月別・資格別入館者数および 1 日当り平均入館回数
　d 時期別・時間帯別総入館者数および 1 日当り平均入館者数（総合図書館）
　e 過去 5 年間の地域市民の図書館利用申請者数（総合図書館・ミューズ大学図書館・堺キャンパス図書館）
⑵　図書資料の利用に関する統計
　a 館別・月別図書利用者数および利用冊数
　b 月別入庫検索者数（総合図書館）
　c グループ閲覧室、ラーニング・コモンズ利用状況（総合図書館）
　d 文献複写サービス
　e 図書館間相互利用件数
　f 参考業務（総合図書館）
　g 利用指導
　h 学内で閲覧利用できるオンラインジャーナル
　i 過去 5 年間の文献・情報データベース検索回数
　j キャンパス間相互利用件数（予約取寄せ）
　k 利用者用パソコン設置台数
⑶　蔵書に関する統計
　①　収書状況
　　a 図書資料の所蔵数（2017 年度末現在）
　　b 過去 5 年間の図書の受入数
　　c 図書資料異動状況
　　d 雑誌・新聞受入種類数
　②　分類別所蔵図書冊数（日本十進分類法による）
　③　分類別所蔵雑誌種類数（日本十進分類法による）
　④　図書費執行額 5 年間の推移
⑷　その他関連統計等
　①　過去 5 年間の図書館職員
　②　学生の閲覧座席数（2018 年 4 月 1 日現在）
　③　10 年間の展示会テーマと会期
　④　資料の出陳・放映（学外からの依頼分）

⑴
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⑵

ミューズ
大学図書館

2013 年度 25 24 25 26 15 21 26 22 20 22 16 20 262
2014 年度 25 24 25 26 13 21 26 21 22 22 17 19 261
2015 年度 25 23 26 27 13 20 27 22 21 20 23 23 270
2016 年度 26 23 26 26 10 16 26 22 20 20 22 22 259
2017 年度 25 24 26 26 16 22 25 23 20 20 22 22 271

堺キャンパス
図書館

2013 年度 25 24 25 26 15 21 26 22 20 22 16 20 262
2014 年度 25 24 25 26 13 21 26 21 22 22 17 19 261
2015 年度 25 23 26 27 13 20 27 22 21 20 23 23 270
2016 年度 26 23 26 26 16 20 26 22 20 20 22 22 269
2017 年度 25 24 26 26 16 22 25 23 20 20 22 22 271

注 1　 総合図書館の下段（　）は内数で、授業期間中の日曜・祝日開館日数を示す。高槻・ミューズ・堺の各図書館は日曜 ･ 祝日は休
館。

注 2　夏季一斉休業期間中の休館　8月 11日～ 8月 20日
注 3　学園祭による臨時休館　11月 2日～ 5日
注 4　冬季一斉休業期間中の休館　12月 26日～ 1月 5日
注 5　入学試験等による休館　2月 1日～ 2月 8日、3月 3日～ 3月 4日
注 6　年度末休館　3月 29日～ 3月 31日

ｂ　館別・所属別入館者数および 1 人当り平均入館回数
館所属 総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館

学
　
部
　
学
　
生

法 学 部 入 館 者 数 110,735 3 346 197
平均入館回数 33.9 0.0 0.1 0.1

文 学 部 入 館 者 数 103,374 5 169 135
平均入館回数 30.5 0.0 0.0 0.0

経 済 学 部 入 館 者 数 95,679 3 44 53
平均入館回数 29.3 0.0 0.0 0.0

商 学 部 入 館 者 数 74,927 2 49 53
平均入館回数 24.1 0.0 0.0 0.0

社 会 学 部 入 館 者 数 69,756 7 115 311
平均入館回数 19.9 0.0 0.0 0.1

政 策 創 造 学 部 入 館 者 数 43,372 0 41 32
平均入館回数 26.8 0.0 0.0 0.0

外 国 語 学 部 入 館 者 数 14,868 0 5 5
平均入館回数 20.5 0.0 0.0 0.0

人 間 健 康 学 部 入 館 者 数 2,455 5 9 29,790
平均入館回数 1.8 0.0 0.0 21.2

総 合 情 報 学 部 入 館 者 数 1,307 25,704 897 34
平均入館回数 0.6 11.5 0.4 0.0

社 会 安 全 学 部 入 館 者 数 1,101 0 17,072 0
平均入館回数 0.9 0.0 13.8 0.0

システム理工学部 入 館 者 数 56,592 2 19 5
平均入館回数 25.1 0.0 0.0 0.0

環境都市工学部 入 館 者 数 33,207 0 57 31
平均入館回数 22.1 0.0 0.0 0.0

化学生命工学部 入 館 者 数 40,969 0 26 30
平均入館回数 26.9 0.0 0.0 0.0

学 部 合 計 入 館 者 数 648,342 25,731 18,849 30,676
平均入館回数 22.3 0.9 0.6 1.1

大 学 院 学 生 入 館 者 数 38,664 843 685 266
平均入館回数 22.1 0.5 0.4 0.2

専 
任 
教 
職 
員

大 学 教 員 入 館 者 数 6,293 332 512 215
平均入館回数 8.5 0.4 0.7 0.3

高 中 小 幼 教 諭 入 館 者 数 46 0 49 0
平均入館回数 0.2 0.0 0.2 0.0

事 務 職 員 入 館 者 数 2,045 85 85 26
平均入館回数 4.2 0.2 0.2 0.1

上記を除く教職員 入 館 者 数 9,386 245 405 146
校　　　友 入 館 者 数 12,824 28 2,269 368
そ　の　他 入 館 者 数 23,191 427 4,996 236
合　　　計 入 館 者 数 740,791 27,691 27,850 31,933

注 1　平均入館回数は、入館者数を利用対象者数（2017年 5月 1日現在）で除した 1人当たりの数値である。
注 2　「その他」は地域市民、科目等履修生、聴講生、留学生別科、協定大学の専任教員・大学院学生、他機関からの利用者。
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⑶

ｃ　館別・月別・資格別入館者数および 1 日当り平均入館回数

館・ 総　　合　　図　　書　　館
資格

月 学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 65,579 4,552 2,087 1,220 2,303 75,741 2,961.20 342.4
5 75,864 4,492 1,930 1,582 2,602 86,470 3,483.50 409.3
6 79,464 4,424 1,900 1,477 2,516 89,781 3,394.90 378.3
7 118,997 4,132 1,657 1,565 2,409 128,760 4,737.10 1,119.20
8 8,447 1,388 768 627 969 12,199 717.6 －
9 25,584 2,728 1,357 1,020 1,735 32,424 1,286.40 264
10 60,466 4,242 1,883 1,216 2,771 70,578 2,749.90 305
11 58,637 3,542 1,672 1,051 2,243 67,145 3,122.10 395
12 51,002 3,389 1,523 877 1,934 58,725 2,846.90 357.6
1 87,389 3,253 1,381 909 1,844 94,776 4,290.00 937.2
2 7,752 1,101 651 490 705 10,699 594.4 －
3 9,161 1,421 961 790 1,160 13,493 613.3 －

合　計 648,342 38,664 17,770 12,824 23,191 740,791 2,662.80 519.9

館・ 高　槻　キ　ャ　ン　パ　ス　図　書　館
資格

月 学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 3,293 81 94 0 27 3,495 139.8 －
5 3,559 95 89 1 24 3,768 157 －
6 3,226 137 93 0 39 3,495 134.4 －
7 4,443 133 72 2 46 4,696 180.6 －
8 59 27 21 3 16 126 8.4 －
9 1,161 64 48 2 42 1,317 59.9 －
10 2,668 108 69 7 45 2,897 111.4 －
11 2,148 64 76 3 38 2,329 105.9 －
12 1,965 23 20 0 36 2,044 102.2 －
1 3,103 69 36 0 55 3,263 163.2 －
2 66 27 18 4 30 145 6.6 －
3 40 15 26 6 29 116 5.3 －

合　計 25,731 843 662 28 427 27,691 108.5 －

館・ ミ　ュ　ー　ズ　大　学　図　書　館
資格

月 学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 2,192 111 134 126 468 3,031 121.2 －
5 2,418 80 111 168 517 3,294 137.3 －
6 2,576 64 110 152 516 3,418 131.5 －
7 3,405 71 105 232 392 4,205 161.7 －
8 175 28 71 128 390 792 52.8 －
9 703 36 88 225 359 1,411 64.1 －
10 1,381 43 83 182 485 2,174 83.6 －
11 1,382 50 82 200 405 2,119 96.3 －
12 1,210 79 79 186 399 1,953 97.7 －
1 2,615 65 84 223 404 3,391 169.6 －
2 488 39 53 234 289 1,103 50.1 －
3 304 19 51 213 372 959 43.6 －

合　計 18,849 685 1,051 2,269 4,996 27,850 109.2 －
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⑷

館・ 堺　キ　ャ　ン　パ　ス　図　書　館
資格

月 学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 2,555 30 44 58 25 2,712 108.5 －
5 3,181 21 48 46 19 3,315 138.1 －
6 3,765 25 66 43 23 3,922 150.8 －
7 6,261 20 54 72 22 6,429 247.3 －
8 129 12 12 6 15 174 11.6 －
9 995 21 28 18 30 1,092 49.6 －
10 2,762 43 39 37 21 2,902 111.6 －
11 2,968 37 24 26 24 3,079 140 －
12 2,842 18 17 14 23 2,914 145.7 －
1 4,439 22 25 16 18 4,520 226 －
2 331 10 14 6 6 367 16.7 －
3 448 7 16 26 10 507 23 －

合　計 30,676 266 387 368 236 31,933 106.2 －
注 1　「その他」は地域市民、科目等履修生、聴講生、留学生別科、協定大学の専任教員・大学院学生、他機関からの利用者。

d　時期別・時間帯別総入館者数および 1 日当り平均入館者数（総合図書館）
区　分 時間帯 9～10 10～11 11～12 12～13 13～14 14～15 15～16 16～17 17～18 18～19 19～20 20～21 21～22 合　計

春
　
　
学
　
　
期

授業期間
総入館者 15,444 35,272 21,279 50,158 29,752 49,489 20,035 36,022 18,345 12,555 7,181 3,654 1,257 300,443
1 日平均 181.7 415 250 590.1 350 582.2 235.7 423.8 215.8 147.7 84.5 43 14.8 3,534.6

試験期間
総入館者 3,950 5,846 5,984 8,631 7,092 9,648 5,606 5,840 4,418 3,227 2,287 1,490 344 64,363
1 日平均 329.2 487.2 499 719.3 591 804 467.2 486.7 368.2 268.9 190.6 124.2 28.7 5,363.6

休暇期間
総入館者 3,733 2,304 3,124 4,058 3,458 2,959 3,170 1,999 1,011 472 26,288
1 日平均 100.9 62 84.4 109.7 93.5 80 85.7 54 27.3 12.8 2,190.7

小　　計
総入館者 19,394 44,851 29,567 61,913 40,902 62,595 28,600 45,032 24,762 16,793 9,940 5,144 1,601 391,094
1 日平均 144.7 334.7 221 462 305.2 467.1 213.4 336.1 184.8 125.3 74.2 38.4 11.9 2,918.6

秋
　
　
学
　
　
期

授業期間
総入館者 10,669 24,120 16,146 41,916 25,405 38,235 17,772 29,875 16,398 10,019 6,086 3,235 1,234 241,110
1 日平均 128.5 290.6 194.5 505 306.1 460.7 214.1 359.9 197.6 120.7 73.3 39 14.9 2,904.9

試験期間
総入館者 3,243 5,216 5,512 8,211 6,777 8,894 5,513 6,345 4,638 3,263 2,480 1,442 404 61,938
1 日平均 249.5 401.2 424 631.6 521.3 684.2 424.1 488.1 356.8 251 190.8 110.9 31.1 4,764.5

休暇期間
総入館者 2,752 2,145 3,123 3,685 3,459 3,052 3,336 1,889 980 394 24,815
1 日平均 67.1 52.3 76.2 89.9 84.4 74.4 81.4 46.1 23.9 9.6 605.2

小　　計
総入館者 13,912 32,088 23,803 53,250 35,867 50,588 26,337 39,556 22,925 14,262 8,960 4,677 1,638 327,863
1 日平均 101.5 234.2 173.7 388.7 261.8 369.3 192.2 288.7 167.3 104.1 65.4 34.1 12 2,393.2

日祝開館
総入館者 3,145 2,301 2,983 3,844 3,477 2,850 2,181 1,053 21,834
1 日平均 74.9 54.8 71 91.5 82.8 67.9 51.9 25.1 519.9

年度合計
総入館者 33,306 80,084 55,671 118,146 80,613 116,660 57,787 86,769 48,740 31,055 18,900 9,821 3,239 740,791
1 日平均 106.4 255.9 177.9 377.5 257.5 372.7 184.6 277.2 155.7 99.2 60.4 31.4 10.3 2,366.7

注 1　 春学期　授業期間：4 月 6 日～ 7 月 22 日、試験期間：7 月 24 日～ 7 月 31 日、休暇期間：4 月 1 日～ 4 月 5 日、8 月 2 日～ 9 月 20 日 
秋学期　授業期間： 9 月 21 日～ 12 月 25 日・1 月 6 日～ 1 月 22 日、試験期間：1 月 23 日～ 1 月 30 日、休暇期間：12 月 26 日～ 1 月

5 日・2 月 1 日～ 3 月 31 日
注 2　授業期間とは、学年歴による授業期間を示す。
注 3　各期間の入館者数には、日祝開館に係る数値を含まない。
注 4　試験期間とは、図書資料の貸出期間を 3 日間に短縮した日から試験終了日（予備日含む）までを示す。
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e　過去 5 年間の地域市民の図書館利用申請者数（総合図書館・ミューズ大学図書館・堺キャンパス図書館）

総合図書館 新　規 再登録 合　計 対　象
2013 年度 52 101 153 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2014 年度 54 99 153 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2015 年度 50 101 151 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2016 年度 45 101 146 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2017 年度 49 101 150 吹田市・池田市・八尾市の在住者

注 1　2017年度の登録者（150名）の内訳は、吹田市 147名、池田市 3名、八尾市 0名。

ミューズ大学図書館 新　規 再登録 合　計 対　象
2013 年度 37 57 94 高槻市在住者
2014 年度 27 64 91 高槻市在住者
2015 年度 18 62 80 高槻市在住者
2016 年度 31 56 87 高槻市在住者
2017 年度 29 54 83 高槻市在住者

堺キャンパス図書館 新　規 再登録 合　計 対　象
2013 年度 11 4 15 堺市在住者
2014 年度 6 7 13 堺市在住者
2015 年度 10 10 20 堺市在住者
2016 年度 4 5 9 堺市在住者
2017 年度 5 3 8 堺市在住者

⑸
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⑵　図書資料の利用に関する統計
ａ　館別・月別図書利用者数および利用冊数

月
利用者区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合　計

総
　
　
　
合
　
　
　
図
　
　
　
書
　
　
　
館

館
　
内
　
閲
　
覧

学部学生 324 464 471 434 114 320 663 602 707 525 34 27 4,685
489 612 667 633 186 488 945 885 1,045 786 61 50 6,847

大学院学生 107 89 80 108 19 68 119 113 110 54 26 23 916
198 134 125 178 31 124 167 181 180 82 34 53 1,487

教 職 員 63 40 43 48 51 65 54 63 57 58 36 29 607
99 63 63 73 80 95 80 100 81 102 56 56 948

そ の 他 268 321 284 373 195 249 207 239 217 172 136 154 2,815
590 629 561 783 388 466 490 464 429 354 305 477 5,936

計 762 914 878 963 379 702 1,043 1,017 1,091 809 232 233 9,023
1,376 1,438 1,416 1,667 685 1,173 1,682 1,630 1,735 1,324 456 636 15,218

館
　
外
　
貸
　
出

学部学生 9,200 11,008 13,160 15,064 2,133 5,792 11,688 10,596 11,455 11,474 1,198 828 103,596
13,955 18,555 21,582 24,471 4,428 9,942 20,056 19,123 21,181 21,179 2,369 1,657 178,498

大学院学生 3,255 3,191 3,056 2,844 1,052 2,064 3,289 2,800 2,935 2,594 759 634 28,473
4,592 4,417 4,315 4,264 1,860 3,220 4,512 3,909 4,124 3,924 1,339 1,409 41,885

教 職 員 1,551 1,248 1,228 1,138 746 1,144 1,359 1,116 1,194 1,063 566 586 12,939
2,443 1,946 1,996 1,698 1,263 1,921 2,169 1,782 1,774 1,695 947 1,142 20,776

そ の 他 1,777 2,449 2,321 2,656 1,110 1,467 1,892 1,803 1,743 1,674 701 730 20,323
2,769 3,111 3,053 3,471 1,985 2,395 2,529 2,429 2,390 2,344 1,590 1,836 29,902

計 15,783 17,896 19,765 21,702 5,041 10,467 18,228 16,315 17,327 16,805 3,224 2,778 165,331
23,759 28,029 30,946 33,904 9,536 17,478 29,266 27,243 29,469 29,142 6,245 6,044 271,061

合　　計 16,545 18,810 20,643 22,665 5,420 11,169 19,271 17,332 18,418 17,614 3,456 3,011 174,354
25,135 29,467 32,362 35,571 10,221 18,651 30,948 28,873 31,204 30,466 6,701 6,680 286,279

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館

館
内
閲
覧
・
館
外
貸
出

学部学生 426 595 557 473 36 166 466 402 391 355 21 14 3,902
617 857 764 731 65 287 686 578 646 595 47 30 5,903

大学院学生 26 47 75 41 21 4 42 10 36 41 11 6 360
50 93 115 65 18 10 82 14 63 91 19 14 634

教 職 員 29 33 28 29 15 19 37 25 18 9 20 12 274
59 63 43 47 27 38 72 35 23 23 37 38 505

そ の 他 10 26 27 30 19 67 43 70 26 24 16 24 382
11 36 36 39 58 117 80 142 49 39 31 40 678

計 491 701 687 573 91 256 588 507 471 429 68 56 4,918
737 1,049 958 882 168 452 920 769 781 748 134 122 7,720

ミ
ュ
ー
ズ
大
学
図
書
館

館
内
閲
覧
・
館
外
貸
出

学部学生 330 280 457 501 70 158 277 284 304 533 84 36 3,314
487 391 701 798 150 285 439 492 508 868 150 64 5,333

大学院学生 71 57 35 37 19 32 24 17 39 24 24 5 384
133 99 53 61 34 70 37 37 74 48 49 7 702

教 職 員 53 30 51 35 24 33 28 21 24 32 8 15 354
82 45 82 59 43 55 42 46 36 48 12 41 591

そ の 他 185 197 117 167 104 123 129 113 96 98 60 61 1,450
287 276 185 253 178 179 223 181 168 153 106 110 2,299

計 639 564 660 740 217 346 458 435 463 687 176 117 5,502
989 811 1,021 1,171 405 589 741 756 786 1,117 317 222 8,925

堺
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館

館
内
閲
覧
・
館
外
貸
出

学部学生 233 398 590 1,135 38 168 389 406 437 592 42 30 4,458
330 582 813 1,753 95 293 591 639 782 1,079 83 57 7,097

大学院学生 17 10 8 6 11 18 23 16 18 8 8 2 145
22 19 12 10 20 25 29 21 26 8 18 4 214

教 職 員 37 30 50 27 9 23 21 24 18 14 10 9 272
70 46 98 50 17 47 46 64 34 20 21 15 528

そ の 他 41 66 86 74 20 40 52 58 62 51 35 25 610
58 104 116 93 36 56 100 139 90 74 50 38 954

計 328 504 734 1,242 78 249 485 504 535 665 95 66 5,485
480 751 1,039 1,906 168 421 766 863 932 1,181 172 114 8,793

注 1　館内閲覧・館外貸出ともに上段は利用者数、下段は利用冊数を示す。
注 2　総合図書館の館内閲覧は、書庫図書の出納・取り寄せによる館内閲覧手続を行なったものを示す。

⑹
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ｂ　月別入庫検索者数（総合図書館）
月

利用区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合　計

総
合
図
書
館

入
庫
検
索

学部学生 512 663 774 783 214 511 952 831 943 562 69 61 6,875
大学院学生 856 976 915 796 332 544 856 725 806 717 247 294 8,064
教 職 員 684 603 591 591 355 473 587 476 537 505 283 360 6,045
そ の 他 57 71 74 97 78 79 82 56 74 54 38 56 816

計 2,109 2,313 2,354 2,267 979 1,607 2,477 2,088 2,360 1,838 637 771 21,800
注 1　入庫検索とは、図書館利用規程第 13 条による書庫図書の利用をいう。
注 2　「その他」とは、特別の事由により入庫を許可された研究員等を示す。

ｃ-1　グループ閲覧室利用状況（総合図書館）
月別

区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均
（日・祝日を除く）

利用コマ数 43 49 34 28 14 27 28 31 29 14 11 12 320 26.6
利用者数 694 838 621 411 144 234 353 438 393 161 103 94 4,484 373.6

注 1　授業時間 90 分をコマ単位としている。

ｃ-2　ラーニング・コモンズ利用状況（総合図書館）
ワーキング・エリア利用状況

月別
区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用件数 320 604 723 780 177 230 576 573 478 447 43 59 5,010
利用者数 1,367 2,694 3,211 3,209 853 1,060 2,685 2,758 1,800 1,692 227 218 21,774

一日あたり
の利用者数 57.0 112.3 123.5 123.4 50.2 48.2 107.4 125.4 90.0 84.6 17.5 12.1 84.7

ワークショップ・エリア利用状況
月別

区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用件数 38 43 23 6 0 2 10 11 4 1 0 0 138
利用者数 1,074 674 521 337 0 79 195 402 110 40 0 0 3,432

ｄ　文献複写サービス
区　分

種別・月別 総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館 小　計

電
子
式
複
写

枚
　
　
　
数

モノクロ 949,964 3,765 4,732 4,865 963,326
カラー 17,435 126 118 26 17,705

マイクロ 6,271 0 0 0 6,271
合　計 973,670 3,891 4,850 4,891 987,302

注 1　「モノクロ」はモノクロ複写とモノクロプリントアウトの合計枚数。
注 2　「カラー」はカラー複写とカラープリントアウトの合計枚数。

ｅ　図書館間相互利用件数
種別

月別

国　　　　　　内 国　　　　　　外
提　　供 依　　頼 提　　供 依　　頼

閲覧 貸出 複写 合計 閲覧 借用 複写 合計 閲覧 貸出 複写 合計 閲覧 借用 複写 合計
4 月 43 64 288 395 6 38 148 192 0 0 3 3 0 3 18 21
5 月 22 42 306 370 9 36 179 224 0 0 0 0 0 0 10 10
6 月 39 59 335 433 12 62 165 239 0 0 1 1 0 0 15 15
7 月 46 87 240 373 14 46 231 291 0 1 6 7 2 0 8 10
8 月 15 62 151 228 17 29 162 208 0 1 1 2 0 0 1 1
9 月 35 66 249 350 10 62 140 212 0 0 1 1 0 0 27 27
10 月 22 58 339 419 17 60 154 231 0 0 0 0 0 0 38 38
11 月 32 66 249 347 9 68 167 244 0 0 5 5 0 0 20 20
12 月 24 59 226 309 12 46 191 249 0 0 4 4 1 0 4 5
1 月 32 52 183 267 3 29 134 166 0 1 0 1 0 0 4 4
2 月 25 45 186 256 10 25 114 149 0 0 0 0 1 0 3 4
3 月 25 52 150 227 12 43 136 191 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 360 712 2,902 3,974 131 544 1,921 2,596 0 3 21 24 4 3 148 155
注 1　提供の貸出と複写、依頼の借用と複写の件数にはキャンセル件数を含む。

⑺
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ｆ　参考業務（総合図書館） （件数）

区　　分 学　内　利　用　者 学　外　利　用　者 合　計教職員 大学院学生 学部学生 その他 校　友 諸機関 その他
調
　
　
査

所　　　蔵 16 15 9 3 1 0 0 44
事　　　項 23 6 8 4 2 0 0 43
そ　の　他 6 3 0 0 0 0 0 9

計 45 24 17 7 3 0 0 96
注 1　総合図書館における申込書の提出により処理した件数。
注 2　学内利用者中の「その他」には、学内他部署からの業務上の問い合わせのほか、科目等履修生、聴講生、留学生別科を含む。

ｇ　利用指導
区　　分

種　　　　別
総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館

件数 クラス 人数 件数 クラス 人数 件数 クラス 人数 件数 クラス 人数
① 入門ガイダンス「蔵書検索を学ぼう」 95 95 1,981 13 13 250 10 10 281 17 17 342

② 活用ガイダンス「文献のさがし方
を学ぼう」 104 136 1,828 11 11 153 17 17 348 4 3 52

③ 上位年次生のための入庫ガイダンス 396 174 2,105 0 0 0 0 0 0 0 0 0
注 1　件数は実施回数、クラス数は参加したクラス数、人数は参加者延べ数である。
注 2　①②はクラス・ゼミ・研究室対象。
注 3　③は各図書館で実施した総合図書館地下書庫ガイダンスで、クラス単位と個人単位の総数。

ｈ　学内で閲覧利用できるオンラインジャーナル

種　　　類 タイトル数
（端数が不明のものは概数） 種　　　類 タイトル数

（端数が不明のものは概数）
ACS（American Chemical Society） 52 Oxford Journals 282
APS（American Physical Society） 11 RSC（Royal Society of Chemistry） 44
beck-online 222 Sage Premier 872
Cambridge Journals Online 384 OECD iLibrary 1,391 
Elsevier ScienceDirect 2,282 SpringerLINK 1,595
Emerald Fulltext 120 Taylor & Francis 2,007 
IEL（IEEE/IET Electronic Library） 495 Wiley Online Library 1,666
JSTOR 115 日経 BP 記事検索サービス 41

その他 3,552
合　　　計 15,131

注 1　2016 年まで取り上げていた CiNii はサイト利用料が無料になり、収載論文が別サイトに移行したため、当統計の対象から外した。

ｉ　過去 5 年間の文献・情報データベース検索回数
種　　　　　　別 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 備　考

1 AFP World Academic Archive ＊ ― 23（4-12 月） 11 86 258 2014 年 4 月～
2 beck-online：プレミアム版（ドイツ法情報データベース）計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 　
3 Bibliography of British and Irish History ＊ 5 9 26 14 8 2011 年 5 月～
4 Business Archives Online 100 183 248 147 133 2013 年 4 月～
5 Business Source Complete（ビジネス関連データベース） 4,989 7,200 8,466 7,568 7,046 2012 年 2 月～
6 CiNii（NII 論文情報ナビゲータ） 264,408 785,831 666,680 598,592 389,476 2005 年 4 月～
7 DBpia ― 805（4-12 月） 2077 1,333 1,595 2014 年 4 月～
8 eBook Collection （EBSCOhost） 6,878 13,614 14,064 7,642 10,503 2011 年 7 月～
9 EconLit with Full Text 3,138 5,091 6,777 1,495 5,587 2012 年 2 月～
10 The Economist Historical Archive 1843-2012 95 60 127 88 72 2012 年 7 月～
11 Eighteenth Century Collections Online 1,229 760 326 79 556 2013 年 4 月～
12 英国王立国際問題研究所（チャタム・ハウス）オンライン・アーカイブ ― 134（4-12 月） 48 24 15 2014 年 4 月～
13 Entertainment Industry Magazine Archive 496 ― ― ― ― 2013 年 4 月～
14 eol（有価証券報告書を含む企業情報データベース） 93,609 139,749 79,064 38,149 128,417 2006 年 4 月～
15 Factiva.com 1,481 1,974 2,592 3,053 3,744 2013 年 4 月～
16 Financial Times Historical Archive 1888-2009 51 54 25（1～3 月） ― ― 2012 年 4 月～

2015 年 3 月
17 Frantext 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 2007 年 10 月～
18 Global Trade Atlas ＊ ― 102（4-12 月） 60 34 23 2014 年 4 月～
19 ゴールドスミス・クレス両文庫所蔵社会科学系学術図書データベース（MOMW I）&MOMW Ⅱ★ 6 91 3 9 5 2013 年 4 月～
20 新・判例解説 Watch ＊ 208 161 209 230 242 2011 年 7 月～
21 HeinOnline 492 758 567 740 1,226 2012 年～
22 法律文献総合 Index ＊ 295 231 260 344 267 2011 年 7 月～
23 法律判例文献情報 （法関連文献索引）＊ 2,549 2,953 2,699 2,721 2,511 2006 年 4 月～
24 18th Century House of Commons, Parliamentary Papers ★ 0 0（4-12 月） 0 0 0 2013 年 4 月～
25 19th & 20th Century House of Commons, Parliamentary Papers ★ 0 12（4-12 月） 6 2 44 2009 年～
26 医中誌 Web ― 2,206（4-12 月） 5,609 3,566 6,671 2014 年 4 月～
27 ICPSR ★ 129 17 337 108 225 2005 年 4 月～
28 The Illustrated London News Historical Archive 1842-2003 41 75 89 93 103 2013 年 4 月～
29 Integrum ★ 666 96 284 194 122 2013 年 4 月～
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30 International Index to Music Periodicals 470 ― ― ― ― 2013 年 4 月～
31 International Medieval Bibliography Online ＊ 10 4 20 14 17 2011 年 5 月～
32 ジャパンナレッジ Lib （百科事典データベース） 2,587 3,507 34,114 39,082 43,839 2005 年 4 月～
33 The Japan Times Archives ― ― 98（4 月～） 69 268 2015 年 4 月～
34 JCIF （国際金融情報センターオンラインサービス） 18 8 187 17 10 2006 年 4 月～
35 JDream Ⅲ （科学技術情報索引） 15,593 41,426 32,691 20,805 14,864 　
36 Journal Citation Reports 3,677 102（1 月 -3 月） 903 526 965 2010 年 4 月～
37 JURIS Online ★（独国法律情報データベース） 1,980 1,548 2,924 2,028 1,572 2004 年 10 月～
38 化学書資料館（国内で発行された化学書データベース） 1,780 2,139 3,626 3,228 1,716 2007 年 4 月～
39 官報情報データベース ▲ 34 13 19 6 7 2006 年 4 月～
40 聞蔵Ⅱビジュアル （朝日新聞記事索引）＊ 15,845 20,752 20,858 40,380 60,518 2006 年 10 月～
41 KISS △ 10,712 6,267 5,666 3,850 2,561 2008 年 8 月～
42 公的判例集データベース＊ 511 408 371 387 469 2011 年 7 月～
43 Kuselit Online ― 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 2014 年 4 月～
44 教保文庫スカラー ― 395（4-12 月） 800 328 546 2014 年 4 月～
45 LearnTechLib ― ― 計数されていない 計数されていない 計数されていない 2015 年～
46 LEX/DB インターネット（法律情報データベース）＊ 5,098 5,683 5,548 5,483 5,135 2003 年 4 月～
47 Lexis Advance （法情報索引） 2,532 2,704 4,047 2,198 1,562 　
48 Magazine Plus （和雑誌記事索引） 14,566 15,499 14,875 21,913 41,859 　
49 毎索　（毎日新聞記事索引） 3,041 26,498 9,187 6,321 6,423 2005 年 4 月～
50 MathSciNet （数学文献データベース） 12,169 9,753 10,363 10,152 11,017 2006 年 11 月～
51 MLA International Bibliography ＊ 498 ― ― ― ― 2011 年 4 月～
52 Mpac （マーケティング情報サービス） 6,360 1,219 1,101 1,081 557 2007 年 10 月～
53 日本文学 web 図書館＊ 598 569 158 236 495 2013 年 4 月～
54 日経 NEEDS-Financial QUEST （社会・地域統計）★ 662 7,727 106,807 4,920 17,903 2002 年 7 月～
55 日経テレコン（日本経済新聞ビジネス情報データベース）☆ 1,157,022 1,426,705 1,555,369 1,512,327 1,545,578 2003 年 10 月～
56 19th Century U.S. Newspapers ― 143（4-12 月） 340 138 122 2014 年 4 月～
57 Oxford English Dictionary ― 535（4-12 月） 650 1,089 791 2014 年 4 月～
58 ProQuest Basic Search（専門分野型データベース） 8,543 5,542 3,397 2,142 2,218 2003 年 11 月～
59 ProQuest Congressional 28 112 91 32 33 　
60 PsycARTICLES（心理学文献データベース） 　 項目なし 2024（4～12 月） 3,872 3,622 2014 年 4 月～
61 PsycINFO（心理学雑誌記事・文献索引） 1,695 ― 2066（4～12 月） 3,835 3,634 2006 年 4 月～
62 Regional Business News（地域ビジネス関連データベース） 2,504 4,033 5,186 863 4,790 2012 年 2 月～
63 The Sankei Archives（産経新聞ニュース検索サービス）＊ ― 1,373（4-12 月） 1,991 2,519 2,527 2014 年 4 月～
64 SciFinder Academic （化学情報データベース） 47,869 55,108 63,334 61,294 57,728 　
65 Super 法令 web ＊ 163 127 145 95 76 2011 年 7 月～
66 The Times Digital Archive 1785-1985 140 129 179 201 203 2012 年 7 月～
67 Translation Studies Bibliography ＊ 8 10 18 6 1 2012 年 4 月～
68 Web of Knowledge（引用・被引用論文索引）＊ 11,793 ― ― ― ― ～ 2013 年 12 月
69 Web of Science （引用・被引用論文索引） 10,007 22,498 31,653 34,908 34,129 2001 年 8 月～
70 Web OYA-bunko （大宅壮一文庫雑誌記事索引）＊ 527 332 297 225 311 2005 年 11 月～
71 Westlaw Next（法情報索引） 3,910 3,793 2,350 3,055 6,912 　
72 World Bank e-Library ― 40（4-12 月） 25 13 16 2014 年 4 月～
73 山一証券株式会社第一期・オンライン版 △ ― 42（4-12 月） 32 9 33 2014 年 4 月～
74 ヨミダス歴史館 （読売新聞記事索引） 13,193 16,685 10,072 11,456 11,312 2005 年 4 月～

注 1　統計算出方法について
　（1） 各統計は、1 月～ 12 月までの検索回数の合計である。統計値については、データベース提供機関が独自の基準で計数した値をそのまま利用してい

るため、それぞれの統計値が必ずしも同じ算出方法であるとは限らない。
　（2） ＊はログイン回数、☆は結果表示件数、★はダウンロード件数、△はページビュー数、▲は利用申込者数を示す。
　（3） 表中の「―」は、当該年度が利用（統計計上）開始前または利用提供終了（提供方法変更）後であること、または別の統計に含まれていることを

示す。
注 2　各データベースに係る注記
　 4 　 Business Archives Online は、2014 年 4 月から有価証券報告書を含む。
　 6 　 CiNii は、CiNii Articles のみの利用統計から、2014 年の統計から CiNii 全体の利用統計に計数の方法が変更になった。NII-ELS の終了に伴い、2017

年 4 月からサイト上での論文提供サービスを終了した。
　13　 2014 年以降の統計は 58 に含まれる。
　19　 ゴールドスミス・クレス両文庫所蔵社会科学系学術図書データベース（MOMW Ⅰ）は、2014 年 4 月以降、The Making of the Modern World, 

Part Ⅱ :1851-1914（MOMW Ⅱ）を含む。2015 年からプラットフォームの変更に伴い検索回数からダウンロード件数へ計数の方法が変更になった。
　21　 HeinOnline は、World Constitutions Illustrated、U.S.Federal Agency Documents, Decisions, and Appeals、History of International Law を含む。
　24・25　 18th Century、19 ＆ 20th Century House of Commons Parliamentary Papers （HCPP）は、2014 年 4 月からプラットフォームの変更に伴い

検索回数からダウンロード件数へ計数の方法が変更になった。
　30　 2014 年以降の統計は 58 に含まれる。
　32　 ジャパンナレッジは、2015 年から計数方式を Counter 形式に改め、ログイン回数から検索回数に計数の方法が変更になった。
　36　 Journal Citation Reports は、2014 年 4 月からのプラットフォーム変更（JCR から Incites へ）に伴い 4 月から 12 月の利用統計が計数されていな

い。なお、2015 年は Visit 数を計数している。
　37　 JURIS Online の統計値には、文書取出件数（文書 < 全文・要約・抄録等 > の閲覧件数）を計上している。
　47　 2017 年 4 月に Lexis.com は、Lexis Advance にバージョンアップした。
　49　 毎索は、2014 年から 2015 年 3 月までの計数方法は、検索ログ件数である。
　51　 2014 年以降の統計は 58 に含まれる。
　52　 Mpac は、2014 年から計数の方法がアクセス総数から検索回数に変更になった。
　58　 ProQuest Basic Search には、ERIC、LISA、LLBA、Worldwide Political Science Abstracts、Sociological Abstracts、PILOTS、Social　Services 

Abstracts、Entertainment Industry Magazine Archive、International Index to Music Periodicals（ IIMP ）、MLA International Bibliography、
PsycARTICLES（2015年3月まで）、2006年4月からはPsycINFO（2015年3月まで）が含まれる。また、2012年10月からはProQuest Dissertations 
& Theses Full Text（2014 年 4 月から ProQuest Dissertations & Theses Global に変更）、2014 年 4 月からは ProQuest Historical Annual Reports
が含まれる。2014 年 4 月から計数の方法が変更になり、統計値には ProQuest が提供する ProQuest Congressional も含まれるようになった。

　60・61　 PsycARTICLES、PsycINFO は提供プラットフォームの変更により 2015 年 4 月から計数できるようになった。
　68　 Web of Knowledge は、2014 年 1 月から Web of Science に統合された。
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j　キャンパス間相互利用件数（予約取寄せ）

提供冊数（受付館）

総合図書館 高槻キャンパス
図書館

ミューズ大学
図書館

堺キャンパス
図書館 合　計

受入冊数
（依頼館）

総合図書館 1,600 855 1,811 4,266

高槻キャンパス図書館 929 95 111 1,135

ミューズ大学図書館 1,739 280 256 2,275

堺キャンパス図書館 627 125 86 838

合　計 3,295 2,005 1,036 2,178

k　利用者用パソコン設置台数

総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館 合　計

137 9 10 16 172

⑶　蔵書に関する統計
①　収書状況
ａ　図書資料の所蔵数（2017 年度末現在）

種　別
区　分

図書の冊数　（冊） 定期刊行物の種類数 視聴覚資料
の 所 蔵 数
（点数）

電子ジャー
ナルの種類
（点数）図書の冊数 開架図書の

冊数（内数） 内国書 外国書

総合図書館 2,163,705 231,413 15,095
（2,177）

8,791
（888） 122,578 15,131

高槻キャンパス図書館 55,283 55,283 271
（165）

244
（59） 457 ―

ミューズ大学図書館 45,161 45,161 409
（146）

72
（18） 210 ―

堺キャンパス図書館 47,415 47,415 179
（154）

44
（23） 134 ―

法学部資料室 31,882 31,882 1,008
（390）

50
（15） 82 ―

経商資料室 32,366 32,366 876
（358）

228
（29） 0 ―

社会学部資料室 41,185 41,185 844
（291）

67
（10） 132 ―

視聴覚資料関係
（メディアライブラリー1・2） 0 0 0 0 19,110 ―

法科大学院ロー・ライブラリー 14,634 14,634 129
（75）

1
（0） 0 ―

会計専門職大学院図書資料室 1,247 1,247 10
（10）

0
（0） 0 ―

東西学術研究所 18,489 0 634
（227）

144
（30） 118 ―

経済・政治研究所 19,824 0 83
（83）

1
（1） 0 ―

法学研究所 15,744 0 96
（96）

0
（0） 438 ―

人権問題研究室 25,770 25,770 79
（79）

2
（2） 825 ―

計 2,512,705 526,356 19,713
（4251）

9,644
（1075） 144,084 15,131

注 1　 図書の冊数には、製本した雑誌等逐次刊行物を含む。
注 2　 視聴覚資料は、マイクロフィルム、マイクロフィッシュが大半を占め、カセットテープ、ビデオテープおよび CD-ROM・DVD-ROM

等を含み、図書の冊数の内数である。
注 3　 定期刊行物の種類数には電子ジャーナルの種類数は含んでいない。下段（　）は内数で、継続して受け入れている種類数。
注 4　 電子ジャーナルの種類数は延べ数で、総合図書館で集中管理をしている。
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ｂ　過去 5 年間の図書の受入数 （単位：冊）
年度

館 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度

総合図書館 31,706 23,407 17,329 21,730 25,369

高槻キャンパス図書館 1,942 983 1,395 1,501 1,672

ミューズ大学図書館 1,659 916 1,094 1,450 1,588

堺キャンパス図書館 6,540 1,208 1,484 1,896 1,998

計 41,847 26,514 21,302 26,577 30,627
注 1　製本した雑誌等逐次刊行物を含む。

ｃ　図書資料異動状況 （単位：点）

種別
区分 和　書 洋　書

マイクロ資料
その他 合　計

フィルム フィッシュ

取
得
内
訳

購　入 16,487 3,915 58 0 18 20,478

受　贈 924 150 0 0 0 1,074

その他 6,082 1,866 72 0 1,055 9,075

合　計 23,493 5,931 130 0 1,073 30,627

除籍抹消 4,997 135 0 0 0 5,132

増減計 18,496 5,796 130 0 1,073 25,495

期末在高 1,365,231 819,465 95,640 24,149 7,079 2,311,564
注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　「種別」の「その他」は AV 資料、CD-ROM、DVD-ROM 等の資料を含む。

ｄ　雑誌・新聞受入種類数

種別
区分

雑誌・新聞

和 洋 合　計

取
得
内
訳

購　入 1,603 918 2,521

受　贈 980 46 1,026

その他 59 24 83

合　計 2,642 988 3,630
注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
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分類 内　　訳 和 洋 合　計
000 総　記 14,865 11,663 26,528
010 図書館 6,587 4,620 11,207
020 図書 . 書誌学 16,860 14,555 31,415
030 百科事典 3,537 3,978 7,515
040 一般論文・講演集 17,741 1,545 19,286
050 逐次刊行物 . 年鑑 22,819 7,889 30,708
060 学会 . 団体 . 調査機関 1,304 464 1,768
070 ジャーナリズム . 新聞 16,776 7,385 24,161
080 叢書 . 全集 55,948 18,522 74,470
090 郷土資料 1,246 2,336 3,582

総記・計 157,683 72,957 230,640
100 哲　学 4,071 5,350 9,421
110 哲学各論 2,455 3,840 6,295
120 東洋思想 18,017 756 18,773
130 西洋哲学 7,615 19,679 27,294
140 心理学 13,239 15,769 29,008
150 倫理学 3,789 1,434 5,223
160 宗　教 5,717 4,131 9,848
170 神　道 2,596 54 2,650
180 仏　教 15,386 1,881 17,267
190 キリスト教 6,396 8,801 15,197

哲学 ・計 79,281 61,695 140,976
200 歴　史 6,455 10,817 17,272
210 日本史 51,712 1,207 52,919
220 アジア史 . 東洋史 31,512 5,085 36,597
230 ヨーロッパ史 . 西洋史 5,199 17,350 22,549
240 アフリカ史 322 1,560 1,882
250 北アメリカ史 729 2,760 3,489
260 南アメリカ史 94 91 185
270 オセアニア史 95 163 258
280 伝　記 21,640 7,074 28,714
290 地理 . 地誌 . 紀行 29,716 6,704 36,420

歴史 ・計 147,474 52,811 200,285
300 社会科学 13,127 8,190 21,317
310 政　治 40,483 48,618 89,101
320 法　律 61,443 87,849 149,292
330 経　済 88,468 95,424 183,892
340 財　政 7,790 6,745 14,535
350 統　計 9,224 5,771 14,995
360 社　会 61,740 52,482 114,222
370 教　育 47,289 13,776 61,065
380 風俗習慣 . 民俗学 17,260 4,379 21,639
390 国防 . 軍事 3,789 1,413 5,202

社会科学 ・計 350,613 324,647 675,260
400 自然科学 7,545 8,900 16,445
410 数　学 9,916 15,192 25,108
420 物理学 5,927 16,413 22,340
430 化　学 6,375 15,509 21,884
440 天文学 . 宇宙科学 2,322 1,052 3,374
450 地球科学 . 地学 . 地質学 7,154 4,503 11,657
460 生物科学 . 一般生物学 6,290 9,132 15,422
470 植物学 1,196 229 1,425
480 動物学 2,227 484 2,711
490 医学 . 薬学 24,091 10,775 34,866

自然科学 ・計 73,043 82,189 155,232
500 技術 . 工学 . 工業 15,700 22,711 38,411
510 建設工学・土木工学 18,635 12,192 30,827
520 建築学 15,682 6,420 22,102
530 機械工学 . 原子力工学 10,350 9,048 19,398
540 電気工学 . 電子工学 23,214 18,454 41,668
550 海洋工学 . 船舶工学 . 兵器 1,488 379 1,867
560 金属工学 . 鉱山工学 5,764 6,634 12,398
570 化学工業 7,059 7,279 14,338
580 製造工業 4,548 1,541 6,089
590 家政学 . 生活科学 1,838 416 2,254

技術 ・計 104,278 85,074 189,352

②　分類別所蔵図書冊数（日本十進分類法による）
分類 内　　訳 和 洋 合　計
600 産　業 5,333 399 5,732
610 農　業 12,406 4,420 16,826
620 園芸 . 造園 1,232 221 1,453
630 蚕糸業 228 1 229
640 畜産業 . 獣医学 954 149 1,103
650 林　業 1,394 237 1,631
660 水産業 1,758 277 2,035
670 商　業 17,175 14,617 31,792
680 運輸 . 交通 9,322 7,062 16,384
690 通信事業 3,457 2,422 5,879

産業 ・計 53,259 29,805 83,064
700 芸　術 13,856 6,570 20,426
710 彫　刻 979 300 1,279
720 絵画 . 書道 17,667 3,936 21,603
730 版　画 834 371 1,205
740 写真 . 印刷 2,056 507 2,563
750 工　芸 4,253 1,372 5,625
760 音楽 . 舞踏 6,623 1,638 8,261
770 演劇 . 映画 14,481 3,524 18,005
780 スポーツ . 体育 9,679 2,986 12,665
790 諸芸 . 娯楽 1,737 228 1,965

芸術 ・計 72,165 21,432 93,597
800 言　語 4,822 15,136 19,958
810 日本語 11,058 293 11,351
820 中国語.東洋の諸言語 9,435 1,087 10,522
830 英　語 6,639 8,862 15,501
840 ドイツ語 1,095 4,425 5,520
850 フランス語 1,069 3,120 4,189
860 スペイン語 478 553 1,031
870 イタリア語 139 405 544
880 ロシア語 393 1,346 1,739
890 その他の諸言語 408 935 1,343

言語 ・計 35,536 36,162 71,698
900 文　学 12,409 11,086 23,495
910 日本文学 99,564 1,614 101,178
920 中国文学 . 東洋文学 29,041 798 29,839
930 英米文学 8,562 24,990 33,552
940 ドイツ文学 3,352 13,500 16,852
950 フランス文学 4,618 12,660 17,278
960 スペイン文学 1,575 10,809 12,384
970 イタリア文学 490 567 1,057
980 ロシア文学 1,885 3,190 5,075
990 その他の諸文学 505 1,434 1,939

文学 ・計 162,001 80,648 242,649
合　計 1,235,333 847,420 2,082,753
その他 228,811

図書館蔵書数 2,311,564
注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　 2014 年度にミューズ大学図書館および堺キャンパス図書館の

資料の移管を受けた。
注 3　「その他」は、個人文庫などの未分類図書を表す。

③　分類別所蔵雑誌種類数（日本十進分類法による）
分類 内　　訳 和 洋 合　計
000 総　　　記 4,760 974 5,734
100 哲　　　学 485 524 1,009
200 歴　　　史 842 337 1,179
300 社 会 科 学 4,008 3,528 7,536
400 自 然 科 学 744 934 1,678
500 技　　　術 1,715 1,611 3,326
600 産　　　業 681 358 1,039
700 芸　　　術 815 168 983
800 言　　　語 262 267 529
900 文　　　学 1,630 449 2,079

その他 12 1 13
合計 15,954 9,151 25,105

注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　 2014 年度にミューズ大学図書館および堺キャンパス図書館の

資料の移管を受けた。
注 3　重複するタイトルは、カウントしていない。

⑿
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④　図書費執行額 5 年間の推移 （単位：円）
2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度

図　書
和 89,904,697 88,473,660 61,906,256 90,865,375 86,294,134
洋 87,409,825 96,161,156 55,116,434 81,407,431 79,951,962

雑　誌
和 25,009,110 31,078,072 36,374,648 30,454,818 29,520,048
洋 241,258,144 295,852,763 334,227,263 365,449,403 330,814,027

電子媒体 61,616,606 2,891,499 5,259,807 629,996 3,420,619

マイクロ資料
和 4,269,195 3,696,387 1,213,056 629,856 1,797,336
洋 21,555,775 491,326 0 833,902 373,554

そ の 他 の 資 料 25,082,713 24,023,571 43,495,542 14,256,315 18,258,932
外部データベース 77,430,343 103,340,427 103,823,214 93,344,220 93,257,202

合　　　計 640,909,387 646,008,861 641,416,220 677,871,316 643,687,814
製　本　費 7,441,140 8,114,010 5,610,075 8,853,744 7,602,663

注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　「電子媒体」は CD-ROM、DVD-ROM 等を含む。
注 3　「その他の資料」には、追録、AV 資料を含む。
注 4　2013 年度以降は、ミューズ大学図書館及び堺キャンパス図書館の図書費執行額を含む。

⑷　その他関連統計等
①　過去 5 年間の図書館職員

2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度
専 任 職 員
〔人　数〕 21（11） 21（11） 21（11） 21（11） 19（10）

定時職員
〔総勤務時間〕 10,754 13,922 11,680 11,680 11,680

備　　　考

収書担当業務に 2 名
の「派遣職員」を採
用。

収書担当業務に 2 名
の「派遣職員」を採
用。

収 書 担 当 業 務 に 2
名、サービス担当業
務に 2 名、計 4 名の

「派遣職員」を採用。

収 書 担 当 業 務 に 2
名、サービス担当業
務に 3 名、システム
担当業務に１名、計
6 名の「派遣職員」
を採用。

収 書 担 当 業 務 に 2
名、サービス担当業
務に 3 名、システム
担当業務に１名、計
6 名の「派遣職員」
を採用。

注 1　専任職員の（　）は内数で、女子の人数を示す。
注 2　定時職員は各人の勤務時間数が異なり、人数での比較が困難なため総予算時間数を記載した。

②　学生の閲覧座席数（2018 年４月１日現在） 

図書館の名称 学生閲覧室
座席数（Ａ）

学生収容定員
（Ｂ）

収容定員に対す
る座席数の割合
A/B*100（％）

その他の学習
室の座席数　

備　考
【学生収容定員内訳】

総 合 図 書 館 2,260 23,487 9.62 ―
（千里山キャンパス）
①　学部　　 21,668 名
②　大学院　　1,819 名

高槻キャンパス図書館 235 2,274 10.33 ―
（高槻キャンパス）
①　学部　　 2,090 名
②　大学院　　 184 名

ミューズ大学図書館 134 1,145 11.70 ―
（高槻ミューズキャンパス）
①　学部　　 1,100 名
②　大学院　　　45 名

堺キャンパス図書館 272 1,349 20.16 ―
（堺キャンパス）
①　学部　　 1,320 名
②　大学院　　　29 名

計 2,901 28,255 10.27 ― ①　学部　　 26,178 名
②　大学院　　2,077 名

⒀
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③　10 年間の展示会テーマと会期
年　　度 展示のテーマと講演会の演題 会　　期

2008 年度

春季特別 「百珍って何？―今に引き継ぐ江戸の食文化―」 2008 年 4 月 1 日～ 5 月 18 日
特別企画展「内藤湖南―近代日本の知の巨匠―」 2008 年 6 月 12 日～ 7 月 12 日

秋季特別 「目で見る江戸俳諧の真髄―芭蕉・蕪村、そして俳諧の美―」
記念講演会　「芭蕉と蕪村の「奧の細道」」

2008 年 10 月 27 日～ 12 月 13 日
2008 年 11 月 17 日

2009 年度
春季特別 「長谷川貞信―大阪の浮世絵師―」 2009 年 4 月１日～ 5 月 17 日

秋季特別 「伊勢物語の世界」
記念講演会　「『伊勢物語』の成立と享受―展示品を中心に―」

2009 年 10 月 1 日～ 10 月 31 日
2009 年 10 月 20 日

2010 年度 特別展 「資料に描かれた象―渡来象を中心に―」 2010 年 4 月１日～ 5 月 16 日

2011 年度
特別展 「大坂文人・学者の世界―江戸時代を中心に―」 2011 年 4 月１日～ 5 月 15 日

EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示「ヨーロッパのメガネ男子」 2011 年 5 月 20 日㈮～ 6 月 3 日㈮

2012 年度 EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示「LOVE LETTER from 
Europe」

2012 年 5 月 28 日㈪～ 6 月 11 日㈪
（6 月 5 日㈫除く）

2013 年度
特別展

「なにわユーモア画譜」展特別企画としての「プレ展覧会　春
爛漫コレクション」 2013 年 4 月 1 日㈪～ 4 月 8 日㈪

大正葵丑蘭亭会百周年（おおさか）記念行事 2013 年 4 月 1 日㈪～ 5 月 19 日㈰
（総合図書館第一会議室及び展示室）

EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示 ｢EU 諸国の言語に翻訳
された日本の小説 ｣ 2013 年 6 月 3 日㈪～ 6 月 14 日㈮

2014 年度

図書館・博物館
連携企画展

関西大学名品万華鏡　―館館選イチオシ！―
（於：関西大学博物館） 2014 年 4 月 1 日㈫～ 5 月 18 日㈰

関西大学図書館
創設 100 周年 

記念展示
関西大学図書館 100 年のあゆみ展 2014 年 4 月 1 日㈫～ 5 月 18 日㈰

EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示「アナザー・ワールド」 2014 年 6 月 30 日㈪～ 7 月 14 日㈪
関西大学創立
130 周年記念

展示
科学と芸術―著名院士学者書法展― 2015 年 3 月 27 日㈮～ 4 月 23 日㈭

2015 年度 EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示「EU の Multilingualism」 2015 年 5 月 8 日㈮～ 5 月 24 日㈰

2016 年度 EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示「ヨーロッパのカフェと
文学」 2016 年 5 月 12 日㈭～ 5 月 26 日㈭

2017 年度 実施せず
注 1　展示会のうち場所を示していない場合は、総合図書館展示室において開催した。講演会はすべて総合図書館のホールで行っている。

⒁
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④　資料の出陳・放映（学外からの依頼分）

依頼機関 展示会・番組等の名称 会期・放映日 掲載・借用依頼資料 請求記号
西宮市大谷記念美術館 「西宮の狩野派　勝部如春斎」 2017 年 4 月 1 日～

5 月 7 日
松鶴図
布袋［図］
富士画
霊照女図
新撰和漢書畫一覽
新撰和漢書画一覧

C2*721.4*Y1*2
C2*721.4*Y1*3
C2*721.4*Y2*1
C2*721.4*Y3*1
L24**21-825
L21**4*2337

吹田市立博物館 「田能村竹田展　なにわ・吹田
を愛した文人画家」

2017 年 4 月 29 日～
6 月 4 日

竹田荘詩話
填詞図譜 2 巻 巻上
填詞図譜 2 巻 巻下
自畫題語 4 巻 巻之 1
自畫題語 4 巻 巻之 2
自畫題語 4 巻 巻之 3
自畫題語 4 巻 巻之 4
春嶽畫山陽題詩紙本横幅
米法山水図巻
塞馬録圖巻
山居溪閣図

L23**900*392
L23**D*1810
L23**D*1811
L24**1-765*1
L24**1-765*2
L24**1-765*3
L24**1-765*4
C2*721.7*K3*2
N8C2*721.7*1
C2*721.7*F3*1
C2*721.7*N1*1

あべのハルカス美術館
島根県立石見美術館
千葉市美術館

「没後 70 年　北野恒富展」 2017 年 6 月 6 日～
7 月 17 日
2017 年 8 月 5 日～
9 月 18 日
2017 年 11 月 3 日～
12 月 17 日

浴後
花の夜
慶長美人
新錦繪帖 浮世繪の顔

C2*721.9*K1*2
C2*721.9*K1*3
C2*721.9*K1*4
LO2*K*28*2

山口県立萩美術館・浦
上記念館

「プリティ♡プリント　江戸の
花鳥版画展」

2017 年 9 月 16 日～
10 月 22 日

運筆麁画，3 巻
運筆麁画，3 巻
運筆麁画，3 巻
押繪手鑑 1 巻
押繪手鑑 2 巻
押繪手鑑 3 巻
明朝紫硯
明朝紫硯
明朝紫硯
花鳥寫真圖會，初編 3 巻，2
編 3 巻
花鳥寫真圖會，初編 3 巻，2
編 3 巻
花鳥寫真圖會，初編 3 巻，2
編 3 巻
花鳥寫真圖會，初編 3 巻，2
編 3 巻
花鳥寫真圖會，初編 3 巻，2
編 3 巻
花鳥寫真圖會，初編 3 巻，2
編 3 巻
畫本鶯宿梅，7 巻 巻之 4
畫本鶯宿梅，7 巻 巻之 5

*721.8*T12*4-1
*721.8*T12*4-2
*721.8*T12*4-3
*594.6*O69*1-1
*594.6*O69*1-2
*594.6*O69*1-3
*721.4*O2*1-1
*721.4*O2*1-2
*721.4*O2*1-3
*721.8*K10*6-1-1

*721.8*K10*6-1-2

*721.8*K10*6-1-3

*721.8*K10*6-2-1

*721.8*K10*6-2-2

*721.8*K10*6-2-3

*721.8*T12*2-4
*721.8*T12*2-5

龍谷大学龍谷ミュージ
アム

「地獄絵ワンダーランド」 2017 年 9 月 23 日～
11 月 12 日

別世界巻
一百三升芋地獄
一百三升芋地獄
稲妻表紙後編本朝醉菩提 8
巻序目 1 巻 品目釋義
稲妻表紙後編本朝醉菩提 8
巻序目 1 巻 巻之 5
小野篁地獄往来
狂伝和尚廊中法語九替十年
色地獄

C2*721.8*M1*4
*913.64*S2*52-1
*913.64*S2*52-2
L24**5-273*0

L24**5-273*5

*913.64*S2*14A  
*913.64*S2*70  

大阪狭山市教育委員会 「行基伝承
 ―受け継がれた記憶―」

2017 年 9 月 30 日～
10 月 29 日

續日本紀，40 巻 巻第 7-8
續日本紀，40 巻 巻第 11-12
續日本紀，40 巻 巻第 15-16
續日本紀，40 巻 巻第 17-18
續日本紀，40 巻 巻第 31-32
河内名所圖會
和泉名所圖會
河内鑑名所記，6 巻

LH2*2.02**40-4
LH2*2.02**40-6
LH2*2.02**40-8
LH2*2.02**40-9
LH2*2.02**40-16
LH2*2.06**43-4
LH2*2.06**44-2
LI2*291.6302*M1*1-2

⒂



図書館自己点検・評価について

21

依頼機関 展示会・番組等の名称 会期・放映日 掲載・借用依頼資料 請求記号
堺市役所広報課 ケーブルテレビJ:COMチャンネ

ル「堺シティレポ」
2017 年 10 月 7 日～
10 月 13 日

婦人画報（1912 年 4 月） M*051*F7

徳島県立博物館 「江戸幕府と徳島藩―幕藩制改
革からみる江戸時代―」

2017 年 10 月 14 日
～ 11 月 19 日

［徳川家康書状］
［徳川吉宗御内書］
［象之繪巻］
享保十四己酉年四月交趾国
象上京之次第記

［象のかわら版］
草茅危言，5 巻 1
草茅危言，5 巻 2
草茅危言，5 巻 3
草茅危言，5 巻 4
草茅危言，5 巻 5

［上方絵師初代長谷川貞信
版画コレクション］
大岡忠相政要實録 10 巻
政談 4 巻 巻 1
政談 4 巻 巻 2
政談 4 巻 巻 3
政談 4 巻 巻 4
武家官位略記御昇進之次第
御撰大坂記，巻 1-4
御撰大坂記，巻 5-8
御撰大坂記，巻 9-12
御撰大坂記，巻 13-16
御撰大坂記，巻 17-19
花月草紙 1 巻
花月草紙 2 巻
花月草紙 3 巻
花月草紙 4 巻
花月草紙 5 巻
花月草紙 6 巻
集古十種 ［1］
集古十種 ［85］
凶荒図録
檄文
万代鑑

C*210.09*T4*1
C*210.09*T8*1
C*721.8*Z1*1
C2*210.56*K1*1

C2*489.7**1
C*121.463**1-1
C*121.463**1-2
C*121.463**1-3
C*121.463**1-4
C*121.463**1-5
N8C2*721.8*17*1-27

L24**14-124
L24**1-696*1
L24**1-696*2
L24**1-696*3
L24**1-696*4
L23**200*7553
L22*210**1052
L22*210**1053
L22*210**1054
L22*210**1055
L22*210**1056
*914.5*M6*1-1
*914.5*M6*1-2
*914.5*M6*1-3
*914.5*M6*1-4
*914.5*M6*1-5
*914.5*M6*1-6
LH2*5**1-1
LH2*5**1-85
E*611.39*O17*1
WAS*210.57*O1*1
L22*210**1163

大阪商業大学商業史博
物館

「なにわ風情を満喫しませう―大
坂四条派の系譜―」

2017 年 10 月 24 日
～ 11 月 25 日

納涼美人図
秋江漁舟図
養蚕図
親子竹筍図
完瑛画譜

［西山完瑛画帳］

C2*721.6*N4*3
N8C2*721.6*10
C2*721.6*N4*1
C2*721.6*N3*2
*721.6*N2*1（M）
N8*721.6*4

堺アルフォンス・ミュ
シャ館

「図案のすすめ　ミュシャとデ
ザイン」

2017 年 11 月 15 日
～2018年3月11日

中學世界 7 巻 2 号
中學世界 8 巻 1 号
中學世界 9 巻 7 号
中學世界 15 巻 7 号
方寸 4 巻 7 号
方寸 2 巻 2 号
ほととぎす 4 巻 1 号復刻版
虞美人草

M*051*C16
M*051*C16
M*051*C16
M*051*C16
M*705*H4
M*705*H4
M*911.4*H2（N）
*913.7*N4*12

高松市歴史資料館 「花鳥画の系譜　東渓と南蘋派」 2018 年 1 月 27 日～
3 月 18 日

米法山水図
花蝶之図
隼攫雄鳧圖
芭蕉図
虎ノ図
蘭斎画譜 蘭部巻 1
蘭斎画譜 蘭部巻 2
蘭斎画譜 蘭部巻 3
蘭斎画譜 蘭部巻 4
蘭斎画譜 竹部巻 1
蘭斎画譜 竹部巻 2
蘭斎画譜 竹部巻 3
蘭斎画譜 竹部巻 4

C2*721.7*K1*2
N8C2*721.7*5
C2*721.6*O1*1
C2*721.6*K2*2
C2*721.4*M1*1
N8*724.1*4*1
N8*724.1*4*2
N8*724.1*4*3
N8*724.1*4*4
N8*724.1*4*5
N8*724.1*4*6
N8*724.1*4*7
N8*724.1*4*8

⒃



図書館フォーラム第23号（2018）

22

⒄

2 　2017 年度　図書館自己点検・評価委員会名簿
氏　　名 備　　考

規程第 5条 1号委員 新　井　泰　彦 委員長・図書館長

規程第 5条 2号委員

広　瀬　義　徳 図書委員会委員（文学部選出）

西　川　知　亨 図書委員会委員（人間健康学部選出）

元　吉　忠　寛 図書委員会委員（社会安全学部選出）

竹　中　俊　英　 図書委員会委員（化学生命工学部選出）

規程第 5条 3号委員 山　﨑　秀　樹 学術情報事務局長

規程第 5条 4号委員

規程第 5条 5号委員

坂　本　　　翼 図書館事務室

古　林　雅　代 図書館事務室

畠　山　勝　代 図書館事務室

【事務局（図書館事務室）】　畠山　勝代
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⒅

3 　関西大学図書館 
　　　　　自己点検・評価委員会規程
 制定　平成 6年 1月 28 日

　（趣　旨）
第 1 条　この規程は、関西大学図書館規程第 7 条第 2 項の
規定に基づき、関西大学図書館自己点検・評価委員会（以
下「委員会」という。）について必要な事項を定めるもの
とする。

　（任　務）
第 2 条　委員会は、図書館における教育研究の支援活動及
び管理運営の自己点検・評価の取り組みを行うため、次
の事項を行う。
　⑴　自己点検・評価の方針の策定並びに点検項目の設定

及び変更
　⑵　データの収集、分析及び検討
　⑶　報告書の作成
　⑷　その他自己点検・評価及び第三者評価に関する事項

　（各機関の協力）
第 3条　委員会は、前条第 2号に規定するデータ収集のため、
それに係わる各機関に対して協力を求めることができる。

　（報　告）
第 4 条　委員会は、自己点検・評価の結果を図書館長に報
告し、図書委員会の議を経て公表することができる。

　（構　成）
第 5条　委員会は、次の者をもって構成する。
　⑴　図書館長
　⑵　図書委員のうちから図書館長が指名する者若干名
　⑶　学術情報事務局長
　⑷　学術情報事務局次長（図書館担当）
　⑸　図書館事務職員から若干名
　 2　図書館長が必要と認めた場合、2名以内に限り、図書
委員会の議を経て大学内外の有識者に委員を委嘱する
ことができる。

　（委員長等）
第 6条　委員会に委員長及び副委員長を置く。
　 2　委員長は図書館長をもって充てる。副委員長は委員
の中から委員長が指名する。

　 3　委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代
行する。

　（委員の任期）
第 7条　第 5条第 2号及び第 5号に規定する委員の任期は 2
年とする。ただし、再任を妨げない。

　 2　前項の委員に欠員が生じたときは、補充しなければ
ならない。この場合において、後任者の任期は前任者
の残任期間とする。

　（運　営）
第 8条　委員会は、委員長が招集し、その議長となる。
　 2　委員会は、委員の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数
の場合は議長が決する。

　 3　委員会は、必要に応じて、委員以外の者に出席を求め、
その意見を聴くことができる。

　（事　務）
第 9条　委員会の事務は、図書館事務室が行う。

附　則
　この規程は、平成 6年 4月 1日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 8年 4月 1日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 13 年 10 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 15 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　 1　この規程（改正）は、平成15年 4月 1日から施行する。
　 2　この規程（改正）施行後最初に第 5条第 3号及び第 4
号の規定により選出された委員の任期は、第 7 条第 1
項本文の規定にかかわらず平成 16 年 3 月 31 日までと
する。

附　則
　この規程（改正）は、平成 18 年 10 月 12 日から施行し、
平成 18 年 8 月 1 日から適用する。

附　則
　この規程（改正）は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。
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古 林 雅 代

平成29年度 大学図書館近畿イニシアティブ
「中級研修」に参加して

1　はじめに

　大学図書館近畿イニシアティブ（近畿イニシア）
とは、近畿地区にこれまでなかった国立・公立・私
立の大学図書館を網羅した協力組織として、2005 年
6 月に発足した大学図書館の地域共同事業組織のこ
とである。当初、国立大学図書館協会近畿地区協会、
公立大学協会図書館協議会近畿地区協議会、私立大
学図書館協会西地区部会京都地区協議会および同阪
神地区協議会の 4 団体が、設置形態の違いを超えて
共同で事業等を実施するために設立し、2009 年 6 月
には私立短期大学図書館協議会近畿地区協議会が加
盟し、関係大学は 170 校に上っている。
　このたび、近畿イニシア主催の中級研修に参加す
る機会を得たので、講義内容を中心に以下のとおり
報告する。
　■実施概要
　日　時：2017 年 5 月 26 日㈮　10：00 ～ 17：15
　会　場：大阪芸術大学スカイキャンパス
　テーマ：誰もが利用できる大学図書館を目指して
　　　　　―「合理的配慮」の考え方と実践―

2　研修会内容

⑴　講　義
講　師：野口　武悟 氏
 （専修大学文学部・大学院法学研究科教授）
①　背　景
　大学を取り巻く社会情勢、利用者を取り巻く情報
環境が変化するなか、大学図書館にはこうした変化
に対応し続けていくことが求められている。その一
つに、2016 年 4 月の「障害を理由とする差別の解消
の推進に関する法律」（障害者差別解消法）の施行に
伴って、障害者（障害のある学生）に対する「合理
的配慮」の提供が、国公立大学には義務、私立大学
には努力義務になったことがある。
　今般の「合理的配慮」の提供に至る経緯、歴史的

背景について簡単に触れておきたい。今日の社会政
策 の 基 本 理 念 の 一 つ に ノー マ ラ イ ゼー ショ ン

（normalization）がある。ノーマライゼーションは、
1960 年代にデンマークの社会運動家バンク‒ミケル
セン（Bank-Mikkelsen, N. E.）らが提唱したもの
で、「障害をもつ人びとが特別のケアを受ける権利を
享有しつつ、個人の生活においても社会の中での活
動においても、可能な限り通常の仕方でその能力を
発揮し、それを通して社会の発展に貢献する道をひ
らく」ということであり、「障害を持つひとを他の市
民と対等・平等に存在させる社会こそノーマルな社
会であるという思想」である。国連により「完全参
加と平等」をスローガンに 1981 年に制定された「国
際障害者年」以降、日本を含む多くの国々でノーマ
ライゼーションは認知度を高め、様々な政策に取り
入れられていった。
　ノーマライゼーションを実現するためには、まず
障害者の障害を個人的な問題のみにとどめる捉え方
から、社会の側のバリアへと捉え方の転換を図る必
要がある。そうすることで、個人にどんな障害があ
っても社会の側のバリアが取り除かれれば、他の人
びとと対等・平等に社会参加できるようになる可能
性が高まるからである。図書館における「障害者サ
ービス」（“図書館利用に障害のある人々へのサービ
ス”）も、ここに位置づけることができる。つまり、
図書館利用上の障害は、図書館側にあるという捉え
方である。主な実践的方法論として、バリアフリー
やユニバーサルデザインという用語が頻繁に使われ
るようになり、社会全般に広まっていくこととなる。
　2000 年代に入り、2006 年 12 月に国連総会で採択
された「障害者の権利に関する条約」（日本政府は
2014 年 1 月に批准）は、ノーマライゼーションの実
現を強力に後押しすることとなった。日本政府は、
条約批准に向けた国内法整備として、2013 年 6 月に

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
（障害者差別解消法）を制定（2016 年 4 月施行）し
たほか、障害者基本法をはじめとする既存法令の改
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正などの対応をとってきた。

②　「合理的配慮」とは何か
　「障害者の権利に関する条約」では、障害に基づく
あらゆる差別の禁止と障害者への「合理的配慮」の
提供などが規定され、以下のように定義づけられて
いる。
　「合理的配慮」とは、「障害者が他の者との平等を
基礎として全ての人権及び基本的自由を享有し、又
は行使することを確保するための必要かつ適当な変
更及び調整であって、特定の場合において必要とさ
れるものであり、かつ、均衡を失した又は過度の負
担を課さないものをいう」（同条約第 2 条）。わかり
やすくいえば、障害者一人ひとりのニーズをもとに、
状況に応じた変更や調整を、体制や費用などの負担
がかかりすぎない範囲（＝合理的な範囲）において
行うことといえる。2016 年 4 月施行の「障害を理由
とする差別の解消の推進に関する法律」では、図書
館を含む行政機関等には障害者に対する「合理的配
慮」の提供を義務づけている。合理的に考えてでき
うるにもかかわらず、配慮を行わなかった場合、「合
理的配慮」の提供義務違反ということになりかねな
い。

③　図書館における「合理的配慮」について
　図書館において、障害者のニーズに応じた直接サ
ービスである「合理的配慮」を的確に提供できるよ
うになるためには、間接サービスである「基礎的環
境整備」を同時に進めなければならない。日本図書
館協会では、2016 年 3 月に「図書館における障害を
理由とする差別の解消の推進に関するガイドライン」
を公表し、図書館で提供すべき「合理的配慮」と、
取り組むべき「基礎的環境整備」について具体的に
示している。

○�「合理的配慮」の考え方（日本図書館協会ガイドライ
ンより抜粋）

　図書館利用上の差別（社会的障壁）を除去する方
法として合理的配慮の提供がある。そして、合理的
配慮の提供が可能であれば、必ず提供しなければな
らない。
　合理的配慮とは、利用者からの依頼により、サー
ビスやルールの必要かつ適当な変更及び調整を行う
ことで図書館の利用を保障しようとするものである。
また、それは過度な負担でないこととされている。

ただし、依頼そのものを出せない・出しにくい障害
者もいることから、家族等関係者からの依頼にも応
じることや、依頼がなくても積極的に合理的配慮を
検討すること等、柔軟な対応が必要である。
　合理的配慮は、個々の障害者の状況（年齢・性別・
障害等）を考え、また、図書館の状況（人員・予算
等）を踏まえ、合理的に考えて提供しうる方法で行
うものである。
　利用者からの依頼どおりに合理的配慮を提供する
ことが難しい場合、代替方法を検討する等、何らか
の方法で図書館利用が保障できるように工夫する。
また、過度な負担であると判断される場合も、利用
者と前向きに対話を行い、代替方法を検討する。
　合理的配慮の提供に当たっては、その依頼が本来
の図書館業務に沿ったものであるかどうかに留意し、
図書館事業の目的・内容・機能の本質的な変更には
及ばないことに注意する。なお、合理的配慮は職員
が直接提供するものであるが、個人の責任で提供す
るものではなく、図書館の組織として判断・対応す
る。

○�「過度な負担」の考え方（日本図書館協会ガイドライ
ンより抜粋）

　過度な負担に当たるかどうかは、以下の要素を参
考に、利用者の状況や図書館の状況により、個別に
客観的に判断する。過度な負担と判断した場合は、
その理由を利用者に説明して理解を求める。
　なお、判断においては、具体的な検討をせずに過
度な負担を拡大解釈する等して、法の趣旨を損なう
ことがあってはならない。また予算人員については、
図書館単独の予算だけではなく地方公共団体の規模
等も考慮し判断する。
　・事務・事業への影響の程度
　・実現可能性の程度
　・費用・負担の程度
　・財政・財務状況

○��図書館における合理的配慮の例
　提供すべき合理的配慮は状況に応じて個別に判断
するものであり、全ての場合においてここに挙げる
配慮が必ずしも提供できるとは限らない。あくまで
参考例である。
　・ 来館、移動支援（近くの駅・バス停からの送迎、

館内の移動補助、車いすの介助等）
　・ 物理的環境への配慮（段差・階段で車いすを持
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ち上げる、高い書棚にある資料を取って渡す、
通路の障害物を取り除く、施設設備の簡易な改
修等）

　・ 意思疎通の配慮（手話、点字、音声・拡大文字、
筆談、実物の展示、身振りサイン等による合図、
触覚による意思伝達等）

　・ 館内設備の使用補助（館内利用端末、視聴ブー
ス、コピー機等）

　・ ルールの変更（貸出期間の延長、貸出点数の緩
和、利用登録方法の拡大、戸籍名以外の公に用
いている氏名の使用等）

　・ サービスそのものの利用支援（登録申込書の代
筆、内容や目次等簡易な読み上げ、代行検索、
自宅に出向いての貸出等）

　・ 催しへの配慮（多様な申し込み方法、座席の事
前確保、配布資料の拡大・音訳・点訳・データ
での提供、手話通訳手配、筆記通訳手配等）

　・ 資料へのアクセスについての配慮（障害者サー
ビス用資料の購入、支援機器の購入等）

④　大学における障害学生の現状
　上述の合理的配慮の対象となる障害学生について、
日本学生支援機構の調査によると、大学生（短大・
高専含む）のうち、障害のある学生は 2016 年度 2.7
万人で、全学生の 0.86％を占めている。5 年ごとに
実施される当調査の推移を見ると、2006 年度：0.5
万人（0.162％）、2011 年度：1.0 万人（0.32％）で、
2006 年度からの 5 年間で倍増し、2011 年度からの 5
年間で 2.7 倍に増加していることがわかる。
　また、障害のある児童・生徒について、文部科学
省の調査では以下のとおりとなっている。
○義務教育段階の全児童生徒数：1,019 万人
○障害のある児童・生徒：3.33％（約 34 万人）
　＊特別支援学校：0.67％（約 6 万 9 千人）　
　＊小学校・中学校
　　・ 特別支援学級：1.84％（約 18 万 7 千人）
　　・ 通 常 の 学 級：0.82％（約 8 万 4 千人）
　障害のある児童・生徒で、通常の学級に通ってい
る約 8 万 4 千人のうち、発達障害（LD、ADHD、高
機能自閉症等）の可能性のある児童生徒の在籍率は
6.5％程度であると捉えられている。発達障害など、
気づかれにくい（＝配慮が後回しになりがちな）障
害者が多数存在しており、こうした児童・生徒の進
学に伴い、大学での対応・対策が急務となっている。
　また現在、発達障害を持つ人たちは全国に約 700

万人（疑いがある人も含めて）とも言われており、
その対応が社会的な課題となっている。

⑤　大学図書館における「合理的配慮」の実践
　合理的配慮に関して、先進的な取り組みを行って
いる主な大学図書館についての事例紹介があった。
○筑波技術大学
　わが国で唯一、聴覚障害者と視覚障害者のための
高等教育機関として 1987 年に創設された国立大学で
あり、在籍学生数は 365 名（大学 HP より）。聴覚障
害系図書館、視覚障害系図書館を有しており、それ
ぞれスクリーンリーダー付パソコンや手話通訳者の
配備など、ハード面・ソフト面での利用者サービス
が充実している。
○北海道大学附属図書館
　図書館資料のデジタル化に力を入れている。デー
タ化の作業は学生アルバイトが担っており、和書：
1 冊あたり 28,000 円、洋書：1 冊あたり 26,000 円で
ある。
○立命館大学図書館
　4 キャンパスに 7 館を置き、障害のある学生・教
職員を対象に、図書館の円滑な利用のために 3 種の
サービス①障害学生支援機器（情報保障機器）の設
置、②複写補助、③図書館資料のデータ化を実施し
ている。また、7 館のうち 4 館に UAR（Universal 
Access Room）を設置している。

　「合理的配慮」の実践におけるポイントは概ね以下
のとおりである。
・ 基礎的環境整備
　施設、設備、職員研修、情報共有など
・ 「著作権法」第 37 条第 3 項にもとづく複製
・ 学内の障害学生支援部署との連携・協力
・ 他館との連携・協力
　 国立国会図書館が提供する、「視覚障害者等用デー

タの収集および送信サービス」の活用など

⑵　グループワーク
テーマ： 大学図書館のマネジメントやサービス提供

に障害学生への対応をどう位置づけ、取り
組んでいくか

　① 現時点で参加者の所属館で取り組んでいる「合
理的配慮」の内容について

　② 参加者の所属館として「合理的配慮」を提供す
る際の悩みや課題について
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　③ 障害学生から図書館に寄せられる要望について　
等

　上記のテーマについて、研修参加者が 5 名ずつ 8
グループに分かれてディスカッションを行い、グル
ープとしてのまとめを行った。私のグループでは、
日常的に直面している問題や課題、取り組み等につ
いて活発な情報交換・意見交換を行ったが、メンバ
ーの所属館の規模が違い過ぎていた点がやや残念で
あった。

3　おわりに

　研修のまとめとして、講師の野口先生から以下の
ようなメッセージをいただいた。
・ 合理的配慮に関しては実態調査さえ実施されてい

ないのが現状であり、まずは大学図書館での実践
事例の蓄積と情報の共有化から取り組んでいかな
ければならない段階である。

・ 利用者から、いつ要望が出されても対処できるよ
う環境作りを心がけておくことが重要である。た
だし、あくまで負担のない範囲でできることから
実績を作り、長期的に取り組む姿勢で臨んでいた
だきたい。

・ 障害を持つ利用者のうち、気づきにくい障害（発
達障害等）を抱える人たちが多数存在するという
現状は、今後、大学図書館にとっての大きな課題
となる点を理解しておく必要がある。

　最後に、本学図書館において 2017 年度に実施した
「合理的配慮」の取り組み事例を紹介しておきたい。

⑴　車いす利用者と介助者の入館方法について
　車いすを利用する学部生とその介助者からの要望
を受け、従来の入館方法について見直しを行い、「介
助者は、本学図書館の利用資格がない場合でも、介
助対象者の介助を目的として入館することができる」
と要領を改定した。

⑵　総合図書館前階段への手すり設置について
　手すりの設置（2017 年 8 月末完成）に際しては、
学生相談・支援センターの担当者及び手すりの利用
を必要とする本学大学院生から聴き取り調査を行い、
その際に得た助言・要望も踏まえ、特に以下の点に
留意した。
　・ 図書館前階段付近でイベントが開催される際の、

図書館利用者の動線を確保しつつ、安全性を高
めること

　・ 手すりを握ることの可能な手が左右どちらか一
方に限られる障害がある場合でも、利用に支障
のないよう配慮すること

　 （写真：巻頭ページ「図書館サ・エ・ラ」に掲載）
 以上

引用・参考文献
・野口武悟・植村八潮　編著『図書館のアクセシビリティ：

「合理的配慮」の提供へ向けて』樹村房、2016

・日本図書館協会「図書館における障害を理由とする差別

の解消の推進に関するガイドライン」（2016 年 3 月）

 （こばやし　まさよ　図書館事務室）
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北 野 正 人

今話題の公共図書館について図書館初心者が考えてみた
～大和市立図書館考～

　大和市立図書館（神奈川県大和市大和南 1 丁目 8
番 1 号）は、芸術文化ホール、生涯学習センター、
屋内こども広場を有する文化複合施設「大和市文化
創造拠点シリウス」（以下はシリウスと表記）の中核
施設として、2016 年 11 月に移転リニューアルされ、
開館から 257 日目には、200 万人をこえる来館者が
訪れている。
　2017 年度から図書館事務室勤務を拝命し、これか
らの図書館のあり方を考えていく中で、ここまで来
館者が訪れる公共図書館を調査してみたいという思
いに至った。幸運なことに本学図書館の整理委託業
務を株式会社図書館流通センターにお願いしており、
シリウスの図書館部分の運営も同社が行っているご
縁から、施設見学を行うとともに、來嶋芙実館長に
インタビューを行うことができた。
　以下、大和市立図書館について述べるが、大和市
には、本館機能を担う大和市立図書館のほかに 4 カ
所（つきみ野・林間・桜丘・渋谷）の学習センター
図書室があるため、1. 概要⑶～⑸の値については、
学習センター図書室を含めた「図書館全体」と大和
市立図書館のみを記した「本館」に区分し明記して
いる。また、2017 年 10 月 1 日現在、年報がシリウ
ス完成前の 2015 年度までしか刊行されていないた
め、その実績数を示すが、インタビューで確認でき
た情報については、※（但し、訪問・調査を行った
2017 年 9 月 5 日時点でのデータ）で記載する。

1　概　要

⑴　立　地
　小田急江ノ島線、相鉄本線大和駅から徒歩 3 分の
場所に位置し、東京、横浜どちらに行くにも利便性
が高い。人口 23 万人の中都市であるが、ベッドタウ
ンであることから子育て世代が多く、出生率も増加
している。

⑵　蔵書数
　図書館全体　525,746 冊（うち本館　362,678 冊）
　※ 現状では、図書館全体で 55 万冊、本館で 39 万

冊に達しているとのこと。

⑶　年間増加数
　図書館全体　21,402 冊（うち本館　15,399 冊）
　※ 行政からは、年間 15,000 冊を目途に本館の蔵書

数を増やすよう要請があるとのこと。

⑷　貸出数
　図書館全体　1,092,781 冊
 （うち本館　482,947 冊）

⑸　業務別職員数
　シリウスは、指定管理会社やまとみらいによって
運営されている。やまとみらいは、株式会社ボーネ
ルンド、横浜ビルシステム株式会社など 6 社からな
るジョイントベンチャー（共同企業体）であり、図
書館については、前述のとおり図書館流通センター
が運営を担っている。2017 年 10 月 1 日現在、本館
には 51 名（うち司書資格保有者 33 名）が業務に従
事しており、欠員が出ればその都度採用している。

⑹　収容座席数
　847 席（有料席含む）

⑺　図書館サービスの種類及び内容
①　貸出・返却
　大和市に在住、在学、在勤もしくは相互利用協定
を締結している市町村に在住していれば利用者登録
が行える。貸出については、2 週間で 10 冊まで可能
であり、申し出（インターネットや電話でも可）に
より 1 回に限り、手続きをした日から 2 週間の延長
ができる。なお、貸出、返却ともに機械で自動手続
きとなる。
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②　閲覧
　シリウスは 6 階建ての建物となっており、そのう
ち 1 ～ 5 階が図書館部分である。しかし、建物内全
てで本の閲覧が可能であり、演奏会などで利用する
1 階のメインホールや 6 階の生涯学習センターにも
持ち出すことができる。書架に大きく番号が表示さ
れており、OPAC で検索した本を探す場合でも、視
覚的に明瞭となるよう配慮されている。
③　予約・リクエスト
　予約については、図書館やインターネットの
OPAC を通じ可能である。予約本が届いた際は、専
用のコーナーに予約資料が置かれ、予約照会機で確
認し、自動貸出機にて貸出を行う。なお、有料とな
るが予約図書の宅配サービスも行っている。
　リクエストについては、他の自治体からの借受け、
もしくは新規購入のうえ提供され、予約を含め一人
15 点まで可能である。
④　レファレンスサービス
　5 階が「調べて学ぶ」というコンセプトのフロア
となっており、レファレンス専門の図書館員が常駐
することで、利用者の調べものをサポートしている。

2　特　徴

　施設、設備面の充実もさることながら、大和市立
図書館の最大の特徴は「健康」に対する取組といえ
る。大和市は、健康を高齢者や病気によるものとと
らえず、すべての世代が健康になるには、家にこも
るのではなく、外に出歩くべきというコンセプトか
ら、健康都市を標榜し、人、町、すべての政策に健
康の視点を取り入れている。4 階を「くつろぎなが
ら本に親しむ健康図書館」と位置付け、幅広い世代
に対し健康に注視した課題解決支援を行っている。
　「健康コーナー」では、健康に関する図書を充実さ
せ、市民の健康づくりや最新の医療情報に寄与する
ほか、様々な展示を行っている。來嶋館長へのイン
タビューによれば、住民の利便性を高めるべく本コ
ーナーのみ NDC を用いた分類を用いず、病気やテ
ーマごとに独自の分類を行っているとのことである。
特に闘病記については、タイトルだけでは病名が判
別しづらいため、背ラベルの上に病名を記したシー
ルを貼付する工夫がされている。
　「健康テラス」では、健康をテーマとした講座を毎
日開催し、「健康度見える化コーナー」では、利用者
が体組成計等を自由に使用し、測定結果を踏まえ、

保健師に相談ができる。文化複合施設の利点を活か
し、他機関と連携した課題解決支援が行われている
　なお、同じフロアにティーンズコーナーも設けら
れており、一定の評価を得た漫画を揃え、シアター
ブースを充実させるなどしてヤングアダルトの来館
を促している。

　また、大和市は神奈川県内 19 市で合計特殊出生率
が第 1 位であり、シリウスの 3 階を「思い切り学ん
で遊ぶこどもの国」と位置付け、多様な子育て支援
を行っている。
　「こども図書館」では、本を探し、取り出しやすい
よう、こどもの発達に応じた書棚の高さが設定され、
床もクッションフロアにすることで、安全面を配慮
している。また、静かな環境で読書ができる「こど
も読書室」、紙芝居や読み聞かせが行える「おはなし
の部屋」を設けている。
　さらに子供の遊び場として、乳幼児が対象の「ち
びっこ広場」、小学校 2 年生までが対象で、専門スタ
ッフが指導する「げんきっこ広場（有料）」を設置し
ている。加えて育児や子育ての悩みを保育士に常時
相談できる「相談室」を設けることで、子育て環境
の充実、課題解決支援に取り組んでいる。

3　意　見

　「健康」と「子育て」という社会的に重要な課題に
対し、文化複合施設の強みを活かした横断的なサー
ビスを展開しているが、地域の課題を踏まえた二つ
の新たなサービスについて意見を提示したい。

　まず「地域産業への支援」を挙げる。大和市は介
護、医療や災害対応に役立てるため、生活支援ロボ
ットの実用化、普及を進める「さがみロボット産業
特区」に加入している。
　本館では、ペッパー（人型ロボット）が来館対応
を担い、4 階のロボットコーナーでは暮らしに役立
つ最新型ロボットが展示されるなど、身近に地域の
産業を感じられる環境にある。ロボット工学は、日
進月歩で進化しており、最新の技術動向を示した専
門書や海外の文献などを揃えることで研究者をバッ
クアップできれば、図書館が産業の一翼を担う重要
な存在となり得るだろう。
　また、健康コーナー同様に「ロボット本コーナー」
を設け、児童やヤングアダルトを対象にロボットを
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題材とした漫画や入門書、さらには研究者が必要と
する専門書までを配架すれば、幅広い世代に訴求し
たサービスが可能となる。

　次に「多文化との共生」を挙げる。公益財団法人　
大和市国際協会（以後は協会と表記）ホームページ
の地域国際化情報によると、大和市には、2016 年 3
月 31 日現在、中国、フィリピン、ペルー、韓国とい
った 76 の国と地域、5,930 人の外国籍住民が登録し
ており、住民の約 40 人に 1 人、およそ 2.5％にあた
る。これは、日本の総人口における外国籍住民の割
合 1.67％（2014 年 10 月 1 日現在）を大きく上回る。
　協会が行った多文化共生会議の提言では「必要な
情報が届かない」、「地域の人たちとの交流があまり
ない」、「こどもたちが日本語や教科の学習をする環
境が整えられていない」という課題が示されている。
　この課題を解決すべく、協会では積極的な活動が
展開されているが、図書館として、館内掲示やホー
ムページ、サイン等を多言語化、日本の学習教材や
生活に有用な資料等を提供し来館を促すことで、側
面支援を行いたい。協会と連携すれば、多言語化、
外国籍住民のニーズ集約は十分可能であろう。
　また、シリウスに設置されているデジタル地球儀
を有効利用するなど、相互の文化を学びあう交流型
の企画を実施することで、外国籍住民との意思疎通、
相互理解、ひいては共生が実現できると考える。

4　おわりに

　大和市立図書館は、シリウスの運営主体の一角を
担う図書館流通センターが蓄積してきたノウハウを
ベースに、様々な公共図書館の成功例や長所を盛り
込んだ「図書館の最前線」といえる。行政において
は、コスト削減に陥りがちな中、受益者負担の観点
の下、付加価値の高い部分は一部有料としながら、
設備、施設やサービスに十分な投資、整備を行い、

質を高めることで来館を促している。
　シリウスには、地域のランドマークとして機能す
るだけでなく、住民の大和市への愛着を高め、地の
拠点として、民意を高める役割を担う存在となって
ほしい。今後、真価が問われるだろうが、来館者を
利用者へと転化し、図書館が地域活性化の重要な要
素となることを証明してほしい。今後の可能性を広
げていく公共図書館のフロントランナーとして、図
書館の新たな形を提示することを願っている。

参考文献
・大和市立図書館「大和市立図書館利用の手引き」2016

・日本図書館協会「日本の図書館：統計と名簿 2015」日本

図書館協会　2015

参考ホームページ
・“大和市文化創造拠点シリウスホームページ「図書館」”

〔参照 2017.10.22〕

 http://www.yamato-bunka.jp/library/

・“内閣府ホームページ「人口をめぐる現状と課題」”〔参照

2017.10.22〕

 http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/

future/sentaku/s3_1_9.html

・“大和市ホームページ「やまとニュース（平成 29 年 1 月

30 日号）」”〔参照 2017.10.22〕

 http://www.city.yamato.lg.jp/web/content/000122 

849.pdf

・“大和市国際協会ホームページ「地域国際化情報」”〔参照

2017.10.22〕

 http://www.yamato-kokusai.or.jp/kokusaika

・“大和市ホームページ「さがみロボット産業特区」”〔参照

2017.10.22〕

 http://www.city.yamato.lg.jp/web/sangyo/pc4_

sangyo01212050.html

 （きたの　まさと　図書館事務室）
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2017年度図書館活動報告
●●●●●●●館 活書図 告報動

1　図書委員会
第 1 回：2017 年 4 月 19 日㈬

・審議事項（2016 年度図書費決算について、2017 年
度図書費予算について）

・報告事項（逐次刊行物、データベースの希望資料調
査について、収集方針について、科学研究費で購入
した設備備品（資産図書）の取り扱いについて、学
習用図書の選書協力について、2016 年度総合図書館
ラーニング・コモンズの利用状況について、2017 年
度市民利用の受付結果について、図書館ミニ・ガイ
ダンス 5 月の実施内容について、その他）

第 2 回：2017 年 5 月 17 日㈬
・審議事項（関西大学図書館資料収集方針（案）につ

いて）
・報告事項（希望資料調査について、総合図書館書庫

狭隘化対策の実行施策「電子資料の優先的提供」に
係る作業対象タイトルについて、図書館ミニ・ガイ
ダンス 6 月の実施内容について、その他）

第 3 回：2017 年 6 月 21 日㈬
・審議事項（津田塾大学図書館と関西大学図書館との

相互利用に関する覚書の締結について、逐次刊行物
（EJ 含む）及びデータベースの新規資料購入ルール
策定について、国家図書館（台湾）との連携協定締
結について）

・報告事項（2017 年度自己点検・評価報告書の作成に
ついて、研究用図書の購入希望について、「 Le 
Doctrinal plus フランス法情報データベース」他の
図書館ウェブサイト掲載について、図書館ミニ・ガ
イダンス 7 月の実施内容について）

第 4 回：2017 年 7 月 19 日㈬
・審議事項（新規資料購入に関する増額申請について）
・報告事項（2017 年度自己点検・評価報告書の提出に

ついて、株式会社栗原製作所からのご寄付について、
高額資料の購入について、飲料自動販売機の設置に
ついて、その他）

・懇談事項（新規資料購入検討の前提について）
第 5 回：2017 年 9 月 27 日㈬

・審議事項（2018 年度図書費予算申請について、逐次
刊行物（EJ 含む）及びデータベースの新規資料導入
ルール策定について）

・報告事項（2017 年度図書費予算執行状況（4 月～ 8
月）について、学認（学術認証フェデレーション）
を利用した学外からの利用について、電子ジャーナ

ル及びデータベースの利用統計について、学園祭期
間中の図書館の休館について、マイクロサーバー撤
去工事にかかる今後の移動対象資料の取扱いについ
て、図書館ミニ・ガイダンス 10 月の実施内容につい
て）

第 6 回：2017 年 10 月 18 日㈬
・報告事項（電子ブックの試読サービスの実施につい

て、SCOAP3 プロジェクトへの参加について、Global 
ILL Framework（グローバル ILL ）の終了につい
て、koaLABO の公開について、総合図書館ラーニ
ング・コモンズの利用状況について、図書館ミニ・
ガイダンス 11 月の実施内容について）

・懇談事項（逐次刊行物（EJ 含む）及びデータベース
の新規資料導入ルール策定について）

第 7 回：2017 年 11 月 15 日㈬
・審議事項（逐次刊行物（EJ 含む）およびデータベー

スの新規資料導入ルール策定について）
・報告事項（人間文化研究機構国文学研究資料館と関

西大学図書館との「日本語の歴史的典籍の国際共同
研究ネットワーク構築事業における内製化実証試験
に関する覚書」締結について、高額資料の購入につ
いて、Metals Abstracts の廃刊への対応について、
Global ILL Framework（グローバル ILL）の終了
に伴う今後の対応について、2018 年度関西大学図書
館市民利用の募集について、図書館ミニ・ガイダン
ス 12 月の実施内容について、「関西大学図書館英語
版パンフレット」について）

第 8 回：2017 年 12 月 20 日㈬
・審議事項（新規資料導入ルール策定について、2018

年度図書館開館日程（案）について）
・報告事項（文献相互利用（ILL）における校費料金

立替処理 3 月分の運用について、2018 年度学部一般
入試期間中の図書館の利用について、高額資料の購
入について、Taylor & Francis 理工学系コレクショ
ン 3 分野の電子ジャーナルバックファイルの利用に
ついて、蔵書検索システム（KOALA）の停止につ
いて、図書館ラーニング・コモンズのコモンズ・カ
ウンター運営体制の変更について、関西大学学術リ
ポジトリコンテンツ倍増計画について、本文閲覧件
数メール通知サービスについて、その他）

第 9 回：2018 年 1 月 30 日㈫
・審議事項（新規資料導入ルール策定について、EU

情報センター（EUi）からの脱退について）
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・報告事項（高額資料の購入について、enjoy ebook 
everyday（電子ブック試読サービス）における資料
の活用について、2017 年度図書費予算執行状況（4
月～ 12 月）について）

第 10 回：2018 年 2 月 21 日㈬
・審議事項（新規資料導入ルール策定について、EU

情報センター（EUi）からの脱退について）
・報告事項（「関西大学図書館図書管理規程」の改正に

ついて、メディアライブラリー所蔵の視聴覚資料の
移管について、Swets Information services B.V. 社

（ Swets 社）の破産に伴う債権の取扱いについて、
2018 年度図書館ガイダンスについて、ラーニング・
コモンズ利用状況について、総合図書館書庫狭隘化
対策の実行施策「電子資料の優先的提供」に係る作
業対象タイトル移動作業について、その他）

2　図書館自己点検・評価委員会
第 1 回：2017 年 6 月 21 日㈬

・審議事項（2017 年度自己点検・評価報告書の作成に
ついて）

・報告事項（関西大学自己点検・評価委員会（大学部
門委員会）事項について）

第 2 回：2017 年 7 月 7 日㈮
メールによる持ち回り審議

・審議事項（2017 年度自己点検・評価報告書（修正
案）について）

3　図書館会議
　図書委員会開催の前週水曜日に図書館長と図書館職員で

「図書館会議」を開催し、次回図書委員会事項等を協議して
いる。

4　関西四大学図書館長会議
・開催日：2017 年 9 月 15 日㈮
・場　所：関西大学（千里山キャンパス）
　　　　　総合図書館　第 1 会議室
・出席者： 関西大学、関西学院大学、同志社大学、立命館

大学
⑴　報告事項
　① 関西四大学図書館連絡会（2017.7.31 開催）について
　② 関西四大学図書館相互利用担当者会（2017.9.15 開

催）について
　③ 関西四大学図書館職員研修会（2017.11.24 開催）に

ついて

⑵　近況報告・情報交換
① 図書館の図書資料費予算
② 電子情報の利用および発信
③利用者サービス
④課題および将来計画
⑤その他

⑶　質疑応答

5　セミナー・講習会等の開催
⑴　館内での講演会①

・開催日：2017 年 6 月 20 日㈫
・演題：「情報技術革新時代の大学図書館」
・講演者：慶應義塾大学名誉教授・元国立公文書館長

　　　　　　　高山　正也氏
⑵　館内での講演会②

・開催日：2017 年 12 月 1 日㈮
・演題：「本当に使われる電子書籍サービスとは？」
・講演者：紀伊國屋書店 ICT 営業本部

　　　　　　　電子書籍営業部　西田　和之氏
⑶　各種ガイダンス
　 　図書館利用者教育の一環として、各種ガイダンスを

実施した。
⃝「入門ガイダンス」

　新入生のクラスを対象に図書館の使い方や蔵書検
索方法を説明した。

　・実施期間：春学期 4 月 6 日㈭～ 6 月 30 日㈮
　　　　　　　　　秋学期 9 月 21 日㈭～ 11 月 30 日㈭

⃝「活用ガイダンス（定型内容による実施）」
　レポートや論文作成に役立つ文献のさがし方およ
び入手までの流れについて説明した。

　・実施期間：春学期 4 月 6 日㈭～ 6 月 30 日㈮
　　　　　　　　　秋学期 9 月 21 日㈭～ 11 月 30 日㈭

⃝「活用ガイダンス（自由選択方式による実施）」
　前述の「定型内容」では取り上げない特定の専門
分野のデータベース（例：判例データベース、理工
系学部向けのデータベース等）について 21 種類のガ
イダンス項目から組み合わせ、カスタマイズできる
ガイダンスを実施した。

　・実施期間：春学期 5 月 1 日㈪～ 6 月 30 日㈮
　　　　　　　　　秋学期 9 月 21 日㈭～ 11 月 30 日㈭

⃝図書ミニ・ガイダンス（自由参加型ガイダンス）
　館内ツアーや蔵書検索方法、各種データベースの
使い方などを少人数の実習形式で学べるガイダンス
を実施した。

　・実施期間：春学期　5 月～ 7 月
　　　　　　　　　秋学期　10 月～ 12 月
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図書館出版物案内
●●●●●●●館 活書図 告報動

1　冊子目録等
○細江文庫目録……450円 ※
　わが国英語学界の重鎮、故細江逸記の旧蔵書目録。

○大阪関係資料目録……650円
　昭和35年1月1 日現在所蔵の大阪府、市関係の図書・地

図・近世文書・堂島文書・芝居番付・明治中期広告の総

合目録。

○生田文庫・頴原文庫目録……非売品 ※
　在野の万葉集研究家故生田耕一の旧蔵書の一部と、故

頴原退蔵旧蔵書の目録。

○吉田文庫目録……1,300円 ※
　元トルコ駐在特命全権大使であった故吉田伊三郎の旧

蔵書目録。

○岩崎美隆文庫・五弓雪窓文庫目録……1,500円 ※
　江戸時代末期の国学者岩崎美隆の旧蔵書目録と、幕末

の漢学者五弓雪窓の旧蔵書目録。

○増田渉文庫目録……6,000円 ※
　わが国魯迅研究の第一人者であった元文学部教授故増

田渉の旧蔵書目録。魯迅の全著作の初版本他。

○矢口文庫目録……2,700円 ※
　本学の元学長で、イギリス経済史学界の重鎮であった

故矢口孝次郎の旧蔵書目録。

○極東国際軍事裁判資料目録……非売品 ※
　極東国際軍事裁判における検察側及び弁護側提出の書

証と関係資料の目録。

○近世文書目録 ※
　その一……1,350円、その二……2,000円
　大阪周辺の庄屋文書を核に、ほぼ全国各地の近世文書

を加えたコレクション。

○大阪文芸資料目録……3,500円 ※
　明治以降の、大阪にゆかりのある作家・画家・芸能人

などの作品や大阪を題材とした作品などの本学所蔵コレ

クションの目録。

○ 内藤文庫漢籍古刊・古鈔目録……2,500円 ※
　内藤湖南・伯健父子旧蔵書の一部善本類の目録。

○ 内藤文庫リスト　№ 1～№ 5…非売品（ただし、№1
は品切）※
○芝居番付目録……8,000円 ※
　大阪を中心とする宝暦から昭和に至る歌舞伎、浄瑠璃

等の芝居番付約6,500点の目録。

○摂津国嶋上郡高浜村西田家文書目録……非売品
○河内国丹北郡六反村谷川家文書目録……非売品
○ 摂津国住吉郡中喜連村佐々木家文書目録……非売
品
○和泉国大鳥郡豊田村小谷家文書目録……非売品
○和泉国大鳥郡岩室村中林家文書目録……非売品

2　CD-ROM版
○内藤文庫目録　KUL-bijou……非売品

3　図書館出版図書
○おおさか文藝書画展　図録……2,000円
　平成 6年 9月、図書館創設80周年記念・文学部創設70

周年記念として開催した「おおさか文藝書画展―近世か

ら近代へ―」の図録

 以上

注　※印は関西大学図書館ウェブサイトの特殊コレクションにて目録を公開している。
　　（http://opac.lib.kansai-u.ac.jp/



『図書館フォーラム』投稿要項
　 　制定　平成 8 年 3 月 31 日　　

　『大学図書館研究』の原稿募集要項に準じて、概要を次の

ように定める。

⑴　原稿執筆者の範囲

　　原則として、依頼記事・寄稿記事いずれの場合も、本学

の教育職員並びに本学図書館所属の職員を執筆者とする。

⑵　原稿の内容

　　次のいずれかで、執筆者自身の未発表原稿とする。

　　　ア　研究論文・研究ノート

　　　イ　図書館に関する調査・意見

　　　ウ　本学所蔵資料の紹介

　　　エ　図書館職員のレポート

　　　オ　その他図書館に関する記事

⑶　収　載

　　寄稿原稿が予定の紙幅を超える件数があったときは、収

載順序を図書館長が決める。

⑷　謝　礼

　　依頼記事の執筆者（図書館職員は除く）には、若干の謝

礼を贈呈する。ただし、抜刷は提供しない。

⑸　投稿先

　　　関西大学図書館事務室（℡ 06 ‒ 6368 ‒ 1157）

　　　電子メール（ lib-ent@ml.kandai.jp）

⑹　執筆要領

　ア　本誌 1ページにつき 2,070 字相当とする。

　イ　原稿は横書き、電子メールまたはフロッピーでの提出

を原則とし、手書き原稿も可とする。

　ウ　電子メールまたはフロッピーで提出する場合は、プレ

インテキスト（ txt）形式もしくはワープロ（Word）形

式を原則とする。

　エ　ワープロを使用の場合は、1 行を 23 字とし 45 行を 1

ページとして設定する。

　オ　本文中に図・表または写真を掲載する場合は、その相

当分の字数を割愛する。

　カ　原稿は次の順に記載する。

　　　①標題、②執筆者名、③本文、④注記、⑤引用文献、

⑥参考文献、および⑦執筆者名の読みがな・職名

　キ　原稿の表記は、次に従うものとする。

　　①漢字は原則として常用漢字を用い、新かなづかいによ

る。書誌学的な理由などから、特に旧字体を使用する

必要がある場合は、原稿用紙の右欄外にその旨を記す。

　　　また、欧文原稿を除き句読点は「。」「、」を用いる。

　　②数字は、引用文および漢語の一部として漢数字が習慣

的となっている場合を除き、原則としてアラビア数字

を用いる。

　　③引用文献、参考文献の記載方法は、次のとおりとする。

　　　ａ．雑誌論文の場合

　　　　　筆者名“論文標題”『雑誌名』巻（号）、年月、ペ

ージ

　　　ｂ．図書の中の一部引用の場合

　　　　　著者名“論文標題”『書名』（図書の著編者名）出

版地、出版者、出版年、ページ

　　　ｃ．図書の場合

　　　　　著者名『書名』出版地、出版者、出版年

　　　ｄ．欧文の場合は、著者名を転置形として、雑誌名ま

たは書名には『　』を付さずにアンダーラインで

示す（印刷では、イタリック体活字になる）。

　　　［例］Downs, Robert B.“How to start ａ library school.”

ALA Bulletin 52（6），1995.6, pp.32 ‒ 48.

　　　ｅ．インターネット上の文献

　　　　　著者名“文献標題”［参照年月日］（ＵＲＬ）

　　　［例］永沼博道“21 世紀の大学図書館に向けて―伝統

と現代化の相克”［参照 2003.1.20］

　　　　　（URL http://web.lib.kansai-u.ac.jp/library/about/

lib_pub/forum/2002_vol7/2002_01.pdf）

　ク　図・表は、図 1 、図 2 、表 1 、表 2 、fig. 1 のように

記す。図または表を電算等で出力したものをそのまま使

用するときは、鮮明なものを用いる。写真は出来るかぎ

りモノクロームを用いる。図、表、写真には、その裏に

執筆者名、標題、図 1、図 2、表 1、表 2のように番号

を鉛筆書きのこと。

　ケ　校正は、初校を執筆者に依頼し、再校以降は図書館が

行うことを原則にするが、必要のある場合は、再校以降

についても執筆者の協力を得るものとする。

⑺　掲載した著作物の電子化と公開許諾について

　　本誌に掲載した著作物の著作権は執筆者に帰属するが、

次の事項について執筆者はあらかじめ了解するものとす

る。

　　ア　関西大学図書館ウェブサイトにて公開されること

　　イ 　国立国会図書館が行う電子メディアに収録されるこ

と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上　

 〈平成 21 年 12 月 1 日改正〉



　　関西大学 図書館フォーラム 第 23 号（2018）
2018 年 6 月 30 日発行

編集・発行　関 西 大 学 図 書 館
〒 564 ‒ 8680 大阪府吹田市山手町 3 ‒ 3 ‒ 35
ＴＥＬ　06－ 6368 － 1157
http://opac.lib.kansai-u.ac.jp/

制　　　作　㈱遊　文　舎
〒 532 ‒ 0012 大阪市淀川区木川東 4 ‒ 17 ‒ 31
ＴＥＬ　06－ 6304 － 9325

編　集　後　記

　この度、図書館フォーラム第 23 号が無事に刊行される運びとなりました。

　何より、ご多忙の折にもかかわらず、快くご執筆いただいた皆様方に心より感謝申し上げます。また、刊行に

あたりご協力いただいた方々に対しましても改めて御礼申し上げます。

　大学事務職員という職業柄、パンフレットや先生方の原稿を校正する機会は幾度となくありました。しかし、

今回、伝統ある「関西大学図書館フォーラム」に編集段階から携わり、一つの冊子を完成させるという貴重な経

験ができました。ましてや、自分が執筆した原稿が、フォーラムに掲載され、学術リポジトリに登録されるなど

思いもよりませんでした。ただただ恐れ多い気持ちでいっぱいです。

　畑違いの場所から、図書館に異動してきて、私が最も思うのは、「図書館の可能性は無限にある」ということで

す。大学図書館の本分は紛れもなく、教育・研究に寄与することですし、それに応えるための数多の資源があり

ます。しかし、その資源が十分に活用されなければ宝の持ち腐れです。純粋培養の図書館人ではないからこそ、

従来とは違った視点で、資源を引き出し、図書館の可能性を広げていきたいと思っています。

　作り手となった立場としては、少しでも多くの方々に目を通していただければと願ってやみません。今後とも、

関西大学図書館を、そして図書館フォーラムをご愛顧いただきますようよろしくお願いいたします。

 （北野）

 
図書館フォーラム編集担当

高橋　真澄・畠山　勝代・北野　正人
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は
、

第
二
十
二
号
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
は
三
十
丁
裏
～
七
十
六
丁
裏
の
最
後
ま

で
を
翻
刻
し
た
。
　

　
な
お
、
関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

森
川 

彰
（
助
言
者
）、
池
尻
孝
子
、
鵜
飼
香
織
、
田
中
純
子
、
中
川
敏
子
、
長
谷
章

子
、
瓢
野
由
美
子
、
福
嶌
真
奈
、
八
尾
奈
緒
美

二
　
凡
例

　
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
従
っ
た
。

◦
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

◦ 

仮
名
は
、原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

◦ 

踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

◦ 

破
損
、
虫
害
、
判
読
不
能
は
□
で
示
し
た
。
推
測
で
き
る
場
合
は
□
の
中
に
字
を
入

れ
た
。

◦ 

難
読
字
は
（
　
）
で
か
な
を
付
し
た
。

◦ 

丁
移
り
は
　
」
で
示
し
、
上
に
丁
数
と
表
（
オ
）、
裏
（
ウ
）
と
明
記
し
た
。

よ
の
ひ
と
の
　
わ
り
な
く
く
も
の
　
い
と
は
れ
て
　
さ
す
か
に
す
め
る
　
月
そ
か
た
ふ
く

 

同

猫

ふ
る
こ
ろ
も
　
つ
み
ゆ
る
さ
れ
ぬ
　
も
の
と
て
や
　
ね
つ
ミ
な
ら
へ
る
　
ね
こ
ま
な
る

ら
む 

同

山
家
秋
興

山
さ
と
の
　
か
き
ほ
に
か
ゝ
る
　
つ
た
か
つ
ら
　
に
ほ
ひ
て
あ
そ
ふ
　
け
ふ
に
も
あ
る
哉

 

同

紫
蓮
尼
の
い
ほ
り
ハ
日
下
の
山
の
な
か
ハ
に
あ
り
て
に
し
き
色
目
路

か
き
り
な
く
海
か
け
て
見
わ
た
さ
れ
た
り
　
松
の
こ
の
間
に
さ
く
ら
か
へ
て

枝
を
か
ハ
し
と
り
の
さ
へ
づ
り
む
し
の
声
ま
て
い
と
あ
ハ
れ
ふ
か
き
所

な
り
け
り
　
お
の
れ
か
つ
ね
に
お
も
ふ
に
か
な
ふ
所
又
ほ
か
に
ハ
あ
ら
し

う
ら
山
し
　
よ
し
の
ゝ
た
け
の
　
お
く
ま
て
と
　
さ
す
か
に
よ
を
ハ
　
お
も
ひ
す
て
ね
ハ

　 

同

お
な
し
庵
に
て
月
を
見
て

な
に
ハ
よ
り
　
は
る
か
な
り
つ
る
　
い
こ
ま
ね
の
　
こ
の
ま
の
月
を
　
か
そ
へ
て
そ
ミ
る

 

同

秋
の
山
に
松
た
て
り 

31
ウ
」

し
か
も
な
き
　
も
み
ち
も
せ
ね
と
　
外
山
な
る
　
松
の
い
ろ
さ
へ
　
あ
き
さ
ひ
に
け
り

 

同

名
所
鶉

声
た
つ
る
　
う
つ
ら
こ
ろ
も
の
　
み
し
か
さ
ニ
　
秋
の
さ
か
の
ゝ
　
つ
ゆ
そ
み
に
し
む

 

同

わ
け
ゆ
け
ハ
　
か
た
の
ゝ
う
づ
ら
　
床
か
へ
て
　
み
ち
な
き
か
た
に
　
今
そ
鳴
な
る

 

同

雨
夜
思
月

あ
や
に
く
に
　
月
の
よ
こ
ろ
を
　
ふ
る
雨
の
　
お
と
の
み
し
け
き
　
ま
と
の
く
れ
た
け

 

同
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二

月
の
た
め
　
あ
た
ら
こ
す
ゑ
を
　
は
ら
ハ
せ
し
　
か
ひ
な
く
そ
ゝ
く
　
よ
は
の
あ
め
哉

 

同

暁
天
渡
雁

つ
ら
〳
〵
に
　
つ
ら
ね
き
に
け
り
　
春
の
雁
　
な
き
て
わ
か
れ
し
　
よ
こ
く
も
の
空

 

同

松
間
月

さ
よ
な
か
と
　
か
け
ハ
ふ
け
て
も
　
軒
ち
か
き
　
松
を
は
な
れ
ぬ
　
あ
き
の
よ
の
月

 

同

月
前
恋

さ
れ
ハ
よ
と
　
お
も
ふ
も
う
れ
し
　
月
い
る
ゝ
　
け
し
き
ハ
か
り
に
　
さ
ゝ
ぬ
ね
や
の
戸

 

同

 

32
オ
」

浦
月

う
ら
の
あ
ま
も
　
か
つ
き
つ
く
さ
て
　
秋
を
へ
て
　
な
み
ま
に
し
づ
く
　
月
の
し
ら
た
ま

 

同

雲
収
月
行
辺

そ
ら
の
海
　
く
も
の
う
き
波
　
し
つ
ま
り
て
　
月
の
ミ
ふ
ね
そ
　
か
け
と
ゝ
め
け
る

 

同

庭
前
月

月
や
と
る
　
つ
ゆ
の
し
け
さ
に
　
庭
ハ
野
と
　
あ
れ
つ
る
あ
き
も
　
う
れ
し
か
り
け
り
　

 
同

月
前
尋
恋

し
を
り
せ
よ
　
月
人
男
　
お
ひ
し
き
て
　
い
る
か
け
見
え
し
　
か
た
た
つ
ね
て
ん

 

同

寄
月
祝

ひ
さ
か
た
の
　
月
の
ひ
か
り
を
　
千
万
に
　
わ
け
て
と
し
あ
る
　
ミ
つ
ほ
た
る
ら
ん

 

同

古
寺
月

し
き
み
た
く
　
け
ふ
り
ハ
そ
ら
ニ
　
さ
は
ら
す
て
　
月
の
光
の
　
ミ
つ
の
お
ほ
て
ら

 

同

花
路
月 

32
ウ
」

を
り
か
た
き
　
月
の
か
つ
ら
の
　
花
陰
に
　
た
ち
う
か
る
ら
ん
　
秋
の
宮
人
　

 

同

山
月

く
も
ゝ
な
く
　
月
あ
か
き
よ
は
　
や
へ
山
と
　
か
さ
な
る
み
ね
も
　
さ
た
か
な
り
け
り

 

同

寄
月
変
恋

は
れ
く
も
る
　
月
の
心
と
　
し
り
な
か
ら
　
く
や
し
く
か
け
て
　
契
り
つ
る
哉

 

同

紅
葉
如
酔

う
ま
さ
け
を
　
ミ
わ
の
こ
の
ま
の
　
も
ミ
ち
葉
ハ
　
う
へ
し
も
ゑ
へ
る
　
い
ろ
に
そ
め

け
り 

同

山
鹿

秋
風
の
　
ふ
く
に
ま
か
せ
て
　
ゆ
く
く
も
ニ
　
ま
し
る
か
ミ
ね
の
　
さ
を
し
か
の
声

 

同

惜
秋

の
こ
り
な
く
　
秋
ハ
来
け
り
　
こ
さ
ま
さ
る
　
も
ミ
ち
を
ゝ
し
む
　
こ
ゝ
ろ
ま
き
れ
ニ

 

同

秋
風
満
野

の
ハ
な
へ
て
　
ひ
と
け
も
ミ
え
す
　
荻
薄
　
声
を
あ
ハ
せ
て
　
秋
風
そ
吹

 

同

隣
家
紅
葉 

33
オ
」

わ
か
な
ら
ぬ
　
と
な
り
の
そ
の
ゝ
　
も
み
ち
は
も
　
心
に
し
み
て
　
を
し
ま
る
ゝ
か
な

 

同

紅
葉
厭
風

も
み
ち
ふ
く
　
か
せ
の
こ
ゝ
ろ
の
　
さ
か
な
さ
は
　
し
く
れ
を
さ
へ
ニ
　
さ
そ
ひ
き
に
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三

け
り 

同

紅
葉
送
秋

も
み
ち
葉
ハ
　
つ
ゆ
し
も
ふ
か
き
　
ミ
山
よ
り
　
く
れ
ゆ
く
あ
き
を
　
ま
つ
お
く
る
ら
ん

 

同

秋
樹

も
ミ
ち
せ
ぬ
　
松
も
も
み
ち
に
　
ま
し
り
て
ハ
　
中
ゝ
あ
き
の
　
い
ろ
を
そ
へ
け
り

 

同

秋
井

あ
き
の
よ
は
　
井
の
へ
の
か
つ
ら
　
つ
ゆ
ち
り
て
　
月
の
ひ
か
り
を
　
た
ゝ
へ
つ
る
哉

 

同

山
路
菊

山
ひ
と
の
　
や
と
ハ
と
ゝ
へ
と
　
し
ら
つ
ゆ
の
　
ミ
た
れ
て
き
く
の
　
に
ほ
ふ
た
に
か
け

 

同

山
ふ
か
く
　
き
く
を
し
を
り
て
　
い
る
ま
ゝ
に
　
そ
て
の
か
さ
へ
も
　
秋
さ
ひ
に
け
り

 

同

待
恋 

　
　
33
ウ
」

わ
す
れ
て
ハ
　
こ
よ
ひ
さ
へ
に
そ
　
ま
た
れ
け
る
　
か
な
ら
す
あ
す
と
　
た
の
め
し
も

の
を

 
同

山
路
時
雨

そ
て
の
つ
ゆ
　
し
ほ
り
て
　
こ
ゝ
に
松
陰
や
　
は
る
れ
ハ
か
ゝ
る
　
ミ
ね
の
し
く
れ
を

 

同

初
冬
暁

さ
を
し
か
も
　
鳴
よ
は
る
ら
し
　
ま
は
き
さ
く
　
あ
き
ハ
ゆ
め
の
ゝ
　
暁
の
霜

 

同

霜
夜
月

あ
し
か
も
ゝ
　
は
ふ
き
な
く
也
　
月
さ
え
て
　
水
の
上
に
も
　
霜
や
お
く
ら
む

 

同

た
か
〳
〵
と
　
を
の
へ
を
か
け
て
　
お
く
し
も
ゝ
　
お
な
し
色
な
る
　
月
そ
し
つ
け
き

 

同

松
の
葉
の
　
月
の
ひ
か
り
ハ
　
そ
れ
な
か
ら
　
か
せ
の
ま
に
〳
〵
　
霜
そ
こ
ほ
る
ゝ

 

同

月
か
け
ハ
　
い
よ
ゝ
さ
や
け
し
　
し
も
な
か
ら
　
こ
の
は
し
く
る
ゝ
　
よ
は
の
山
か
せ

 

同

水
郷
眺
望

夕
け
ふ
り
　
薄
く
く
れ
け
り
　
海
士
の
刈
　
ミ
る
め
ハ
お
ひ
ぬ
　
し
ほ
づ
す
か
う
ら

 

同

東
宮 

　
　
34
オ
」

わ
か
や
か
に
　
た
も
と
つ
ら
ね
て
　
出
入
も
　
の
と
け
き
は
る
の
　
ミ
や
の
う
ち
か
な

 

同

大
臣

か
け
ひ
ろ
く
　
む
ら
さ
き
に
ほ
ふ
　
ふ
ち
な
ミ
ハ
　
あ
ふ
く
も
た
か
き
　
つ
か
さ
な
り

け
り 

同

殿
上
人

ゆ
る
さ
れ
て
　
み
は
し
を
の
ほ
る
　
う
れ
し
さ
ハ
　
つ
ゝ
む
た
も
と
の
　
い
ろ
に
見
え

け
り 

同

名
所
時
雨

さ
た
め
な
き
　
し
く
れ
の
あ
め
の
　
あ
し
ほ
山
　
て
る
か
た
わ
く
る
　
ゆ
ふ
つ
く
日
か
な

 

同

寄
衣
恋

う
ま
ひ
と
の
　
あ
や
の
み
け
し
の
　
み
に
お
ハ
ぬ
　
こ
ひ
を
ハ
こ
ひ
ぬ
　
た
め
し
な
ら

め
や 

同

雨
後
遠
山

ふ
り
そ
ゝ
く
　
あ
め
の
な
こ
り
の
　
ふ
か
ミ
と
り
　
と
ほ
や
ま
ち
か
く
　
は
れ
わ
た
り

け
り 

同

時
雨
晴
陰 

34
ウ
」
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四

か
さ
や
と
り
　
た
ち
い
て
は
や
と
　
お
も
ふ
ま
に
　
ま
た
か
き
く
ら
す
　
む
ら
し
く
れ
哉

 

同

夢
逢
恋

あ
ハ
れ
と
ハ
　
わ
か
中
神
も
　
お
も
ふ
ら
ん
　
さ
す
か
に
ゆ
る
す
　
ゆ
め
の
か
よ
ひ
ち

 

同

庭
空
草

わ
か
や
と
の
　
か
け
に
も
せ
ん
と
　
た
の
ミ
し
を
　
霜
さ
や
く
な
り
　
庭
の
枯
荻

 

同

落
葉
帯
霜

お
く
霜
の
　
あ
さ
ひ
に
ゝ
ほ
ふ
　
ぬ
れ
色
ハ
　
ち
り
て
も
こ
さ
の
　
ま
さ
る
も
み
ち
葉

 

同

寄
海
恋

い
へ
と
〳
〵
　
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
ハ
　
い
さ
な
と
り
　
海
さ
へ
あ
さ
き
　
わ
か
お
も
ひ
か
な

 

同

海
辺
千
鳥

お
き
な
ミ
の
　
う
へ
よ
り
風
に
あ
ら
ハ
れ
て
　
い
そ
つ
た
ひ
し
て
　
ち
と
り
鳴
な
り

 

同

寄
衣
恋

よ
に
し
の
ふ
　
下
の
に
ほ
ひ
も
　
あ
ら
は
れ
て
　
う
き
ま
つ
ハ
し
の
　
う
へ
の
き
ぬ
か
な

 
同

 

35
オ
」

依
忍
稀
恋

か
す
な
ら
ぬ
　
吾
名
ハ
あ
れ
と
　
き
み
か
名
の
　
を
し
の
け
こ
ろ
も
　
ま
れ
に
き
に
け
り

 

同

山
家
雪

春
こ
ハ
く
　
あ
ら
ま
し
こ
と
も
　
い
た
つ
ら
に
　
つ
も
る
ミ
や
ま
の
　
雪
の
下
い
ほ

 

同

露

お
き
い
て
て
　
く
さ
の
た
も
と
に
　
く
ら
へ
見
む
　
か
た
し
く
そ
て
の
　
暁
の
つ
ゆ

 

同

名
所
霞

は
ゝ
き
ゝ
の
　
お
も
か
け
き
え
て
　
そ
の
ハ
ら
や
　
ふ
せ
や
も
わ
か
ぬ
　
夕
か
す
ミ
か
な

 

同

五
月
雨
晴

め
づ
ら
し
く
　
そ
ら
い
ろ
見
え
て
　
か
り
こ
も
の
　
さ
ミ
た
れ
は
る
ゝ
　
よ
と
の
沢
水

 

同

薄
の
う
へ
よ
り
　
け
ふ
り
た
ち
た
る
か
た

う
ら
や
ま
し
　
む
ろ
の
や
し
ま
の
　
夕
け
ふ
り
　
ひ
と
に
お
も
ひ
を
　
し
の
ハ
さ
り
け
り

 

同

田
残
雁 

　
35
ウ
」

お
ハ
れ
し
と
　
お
も
ひ
の
と
め
て
　
刈
果
し
　
冬
田
に
か
り
の
　
わ
た
り
き
ぬ
ら
む

 

同

俄
逢
恋

に
ハ
た
つ
ミ
　
に
は
か
に
あ
め
の
　
ふ
り
い
て
て
　
な
か
れ
あ
ふ
せ
そ
　
う
れ
し
か
り

け
る 

同

な
か
れ
て
ハ
　
又
ゆ
く
り
な
く
　
あ
へ
り
け
り
　
は
や
く
わ
か
れ
し
　
川
島
の
ミ
つ

 

同

初
冬

い
ろ
ふ
か
き
　
も
ミ
ち
も
き
く
も
　
そ
れ
な
か
ら
　
そ
ら
よ
り
冬
の
　
け
し
き
た
ち
け
り

 

同

寒
閨
聞
霰

か
き
お
こ
し
　
ふ
け
ゆ
く
ね
や
の
　
埋
火
の
　
お
も
ひ
く
た
く
る
　
た
ま
あ
ら
れ
か
な

 

同

来
不
留

お
も
荷
つ
む
　
さ
か
ち
の
く
る
ま
　
と
ゝ
め
て
も
　
お
し
て
も
は
や
く
　
か
へ
る
関
か
な

 

同
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五

春
日
山
鹿

か
す
か
や
ま
　
ミ
ね
の
さ
を
し
か
　
鳴
な
へ
に
　
に
ほ
ふ
ゝ
も
と
の
　
ゝ
へ
の
秋
萩

 

同

か
ん
き
く
は
し
は
み
　
物
名 

36
オ
」

い
さ
ゆ
か
む
　
き
く
の
ミ
な
ら
て
　
よ
し
の
河
　
し
は
見
て
こ
そ
ハ
　
よ
し
と
も
い
は
め

 

同

遠
山
時
雨

ミ
ね
わ
き
て
　
ふ
る
ほ
と
ミ
ゆ
る
　
む
ら
し
く
れ
　
は
や
く
お
ひ
し
く
　
う
き
く
も
ゝ

な
し 

同

す
ミ
か
ま
の
　
ミ
ね
の
け
ふ
り
を
　
か
き
け
ち
て
　
い
く
た
ひ
け
ふ
ハ
　
う
ち
し
く
る

ら
む 

同

し
ゝ
ま
ひ

ひ
と
さ
ハ
に
　
お
と
り
た
ち
ま
ひ
　
の
ゝ
し
る
を
　
し
ゝ
ま
ひ
み
よ
と
　
い
か
て
い
ふ

ら
む 

同

橋
上
霜

も
と
つ
葉
ハ
　
つ
み
の
こ
し
た
る
　
か
し
は
葉
の
　
か
れ
は
の
し
も
の
　
つ
ゆ
そ
し
つ

け
き 

同

片
恋

こ
ゝ
ろ
か
ら
　
な
け
き
そ
し
け
る
　
と
し
を
へ
て
　
つ
れ
な
き
ひ
と
を
　
片
恋
の
岡

 
同

載
安
道
故
事
　
　
冬
遠
情

か
ら
ひ
と
の
　
あ
と
を
そ
お
も
ふ
　
山
陰
や
　
ほ
そ
た
に
河
の
　
雪
の
あ
け
ほ
の

 

同

名
所
炭
竈 

36
ウ
」

す
ミ
か
ま
の
　
け
ふ
り
に
見
え
て
　
つ
く
は
山
　
こ
の
も
か
の
も
の
　
風
そ
ミ
た
る
ゝ

 

同

冬
雨

つ
ね
に
ふ
る
　
あ
め
の
お
と
さ
へ
　
け
ふ
〳
〵
と
　
う
つ
れ
ハ
か
は
る
　
冬
の
よ
は
か
な

 

同

待
花

は
な
ハ
よ
の
　
つ
ね
な
る
も
の
と
　
し
り
な
か
ら
　
こ
ゝ
ろ
も
と
な
く
　
日
を
か
そ
へ

つ
ゝ 

同

さ
く
こ
と
ハ
　
春
に
ま
か
せ
て
　
さ
く
ら
花
　
ま
た
し
と
お
も
へ
ハ
　
あ
め
そ
か
す
め
る

 

同

夕
郭
公

ほ
と
ゝ
き
す
　
あ
す
は
た
い
か
に
　
ま
た
す
ら
む
　
い
ま
き
ゝ
そ
む
る
　
夕
く
れ
の
声

 

そ
ら
4

4

 

同

お
な
し
く
ハ
　
ち
か
く
な
か
な
む
　
三
日
月
の
　
ひ
か
り
ほ
の
め
く
　
山
ほ
と
ゝ
き
す

 

同

名
所
雪

ミ
る
ひ
と
も
　
な
く
て
き
え
け
り
　
お
ほ
ハ
ら
の
　
ふ
り
に
し
さ
と
の
　
け
さ
の
し
ら
雪

 

同

忍
恋

し
の
ふ
に
も
　
あ
ま
り
て
お
つ
る
　
な
ミ
た
哉
　
ま
き
れ
も
は
て
ぬ
　
ゆ
め
の
な
こ
り
に

 

同

川
な
ミ
の
　
水
の
し
ら
波
　
お
と
も
な
く
　
わ
れ
て
あ
ひ
み
る
　
よ
し
も
あ
ら
な
む

 

同

 

37
オ
」

羇
旅

さ
め
か
た
き
　
ゆ
め
の
ま
く
ら
の
　
朝
あ
ら
し
　
み
つ
る
ミ
や
こ
の
　
つ
ゆ
は
ら
ふ
也

 

同

み
や
こ
を
ハ
　
そ
ゝ
ろ
に
い
て
て
　
た
ひ
こ
ろ
も
　
ま
よ
ひ
ゆ
く
な
る
　
か
た
そ
は
る

け
き 

同

社
頭
祝

み
つ
か
き
に
　
か
く
る
し
め
な
ハ
　
う
ち
は
へ
て
　
よ
ハ
の
と
か
な
る
　
は
つ
風
そ
ふ
く
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同

も
ろ
ひ
と
の
　
よ
む
こ
と
の
葉
も
　
ひ
か
り
あ
る
　
い
ほ
つ
ゝ
と
ひ
の
　
た
ま
つ
し
ま
山

 

同

遠
炭
竈

山
つ
ミ
の
　
た
つ
る
み
つ
き
と
　
た
か
〳
〵
に
　
け
ふ
り
た
え
せ
ぬ
　
を
の
ゝ
炭
竈

 

同

松
雪

つ
く
し
わ
た
　
あ
た
ゝ
か
け
に
も
　
み
ゆ
る
か
な
　
風
ハ
そ
ら
ふ
く
　
松
の
し
ら
雪

 

同

春
こ
と
に
　
き
ゆ
と
ハ
す
れ
と
　
松
か
え
の
　
ち
よ
つ
む
も
の
ハ
　
雪
に
そ
あ
り
け
る

 

同

寒
日
経
詹
短

ふ
ゆ
の
ひ
の
　
の
き
は
の
柳
　
ち
り
は
て
ゝ
　
い
と
も
ミ
し
か
く
　
く
れ
か
ゝ
り
け
り
　

 

同

行
路
氷 

　
37
ウ
」

を
く
る
ま
の
　
か
よ
ふ
市
路
の
　
朝
氷
　
く
た
け
な
か
ら
に
　
ま
た
む
す
ひ
つ
ゝ

 

同

松
霜

わ
か
さ
と
の
　
岡
へ
の
ま
つ
の
　
朝
嵐
　
し
も
ゝ
お
か
し
と
　
吹
は
ら
ふ
ら
む

 
同

関
時
雨

あ
つ
ま
ち
の
　
せ
き
の
ゆ
き
か
ひ
　
い
と
ま
な
く
　
う
ま
や
の
す
ゝ
の
　
ふ
る
し
く
れ

か
な 

同

山
亭
冬
到

も
ミ
ち
葉
は
　
さ
そ
ひ
も
は
て
す
　
冬
ハ
ま
た
　
た
つ
と
は
か
り
の
　
軒
の
山
風

 

同

朝
霜

む
く
ら
ふ
ハ
　
朝
し
も
き
え
ぬ
　
よ
ひ
〳
〵
の
　
月
の
ひ
か
り
を
　
つ
ゆ
に
と
ゝ
め
て

 

同

閑
庭
紅
葉

も
ミ
ち
葉
の
　
し
た
て
る
庭
の
　
こ
け
し
ミ
つ
　
い
ろ
あ
た
ら
し
と
　
く
む
ひ
と
も
な
し

 

同

冬
野 

　
　
38
オ
」

く
れ
な
ゐ
も
　
ミ
と
り
も
か
れ
て
　
お
く
し
も
の
　
し
ろ
き
に
か
へ
る
　
冬
の
ゝ
へ
か
な

 

同

冬
動
物

す
さ
ま
し
ミ
　
見
す
て
ゝ
と
さ
す
　
月
更
て
　
よ
を
も
る
い
ぬ
の
　
声
そ
ひ
ま
な
き

 

同

に
こ
ふ
す
ま
　
か
つ
き
ふ
し
た
る
　
埋
火
の
　
あ
る
か
な
き
か
の
　
声
さ
へ
も
う
き

 

同

閑
庭
落
葉

冬
く
れ
ハ
　
こ
の
は
み
た
れ
て
　
中
ゝ
に
　
も
の
さ
わ
か
し
き
　
に
は
の
ゆ
ふ
風

 

同

人
伝
恨
恋

ま
く
す
葉
の
　
う
ら
見
ん
と
お
も
ふ
　
折
こ
そ
あ
れ
　
た
よ
り
う
れ
し
き
　
山
こ
し
の
風

 

同

冬
莚

さ
ら
ぬ
た
に
　
よ
は
の
あ
ら
し
の
　
さ
む
し
ろ
に
　
ま
き
の
葉
し
の
き
　
あ
ら
れ
ふ
る

な
り 

同

冬
苔

か
せ
を
い
た
ミ
　
い
は
ほ
の
か
た
の
　
こ
け
の
う
へ
に
　
こ
の
は
こ
ろ
も
を
　
か
さ
ね

て
そ
き
る 

同

初
冬
日 

　
38
ウ
」

冬
の
日
ハ
　
の
こ
る
も
ミ
ち
も
　
な
に
は
か
た
　
か
り
跡
の
あ
し
の
　
み
し
か
ゝ
り
け
り

 

同

初
冬
衣
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七

か
せ
さ
む
き
　
冬
の
け
し
き
も
　
し
ら
れ
け
り
　
く
ち
葉
か
さ
ね
の
　
衣
手
の
杜

 

同

冬
野

か
く
れ
た
る
　
み
ち
ハ
か
た
〳
〵
　
あ
ら
は
れ
て
　
ひ
と
か
け
も
な
き
　
か
れ
の
原
か
な

 

同

落
葉
満
流

い
ま
も
な
ほ
　
あ
き
の
な
こ
り
の
　
あ
り
て
ゆ
く
　
お
ち
葉
か
下
の
　
あ
さ
川
の
ミ
つ

 

同

鳥
さ
し
と
い
ふ
も
の
ゝ
絵
に

の
か
れ
き
て
　
す
む
か
ひ
も
な
し
　
も
ち
と
り
の
　
か
ゝ
る
う
き
よ
の
　
さ
か
の
山
さ
と

 

同

未
不
言
恋

ひ
と
や
り
の
　
な
け
き
な
ら
め
や
　
我
心
　
う
し
と
や
さ
し
と
　
い
ひ
も
や
ら
ね
ハ
　

 

同

初
恋

こ
と
に
て
ゝ
　
な
に
ゝ
た
と
へ
む
　
か
ら
こ
ろ
も
　
む
ね
あ
ひ
そ
む
る
　
よ
は
の
こ
ゝ

ろ
を 

同

月
前
水
鳥 

39
オ
」

を
し
か
も
ハ
　
い
ま
も
む
れ
ゐ
て
　
か
け
こ
ほ
る
　
月
や
む
か
し
の
　
は
り
や
す
の
池

 
同

む
か
し
を
お
も
ふ
恋

通
い
に
し
　
そ
の
か
た
し
ろ
も
　
な
き
さ
は
の
　
も
り
し
う
き
名
そ
　
お
も
ひ
い
て
な
る

 

同

と
し
こ
ろ
も
　
お
も
ひ
た
ゆ
と
ハ
　
な
か
り
し
を
　
な
に
い
ま
さ
ら
の
　
な
み
た
な
る

ら
む 

同

寄
催
馬
楽
恋

ま
れ
に
し
も
　
な
に
た
ゝ
く
ら
む
　
お
し
あ
け
て
　
き
ま
せ
わ
か
せ
こ
　
さ
ゝ
ぬ
い
た

戸
を 

同

寒
松

た
ま
く
し
け
　
あ
く
る
ミ
や
ま
の
　
風
さ
え
て
　
霜
吹
こ
ほ
す
　
松
の
下
陰 

同

秋
を
へ
て
　
み
さ
を
ミ
た
さ
す
　
吹
か
せ
の
　
さ
ゆ
る
や
松
の
　
こ
ゝ
ろ
な
る
ら
む

 

同

冬
夜
難
明

そ
は
た
つ
る
　
ね
さ
め
の
ま
く
ら
　
い
く
た
ひ
か
　
し
も
に
声
あ
る
　
か
ね
そ
よ
ふ
か
き

 

同

筆
墨
紙
　
物
名

む
す
ふ
て
の
　
雫
も
こ
ほ
る
　
あ
さ
川
そ
　
け
さ
ハ
ま
す
ミ
の
　
か
ゝ
み
な
し
け
る

 

同

寄
水
恋 

　
39
ウ
」

つ
れ
な
し
と
　
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
　
な
く
さ
め
に
　
ひ
と
り
か
す
か
く
　
み
つ
く
き
の
跡

 

同

霜
夜
月

ひ
さ
か
た
の
　
そ
ら
ゆ
く
月
も
　
お
く
し
も
に
　
ひ
か
り
し
み
つ
く
　
庭
の
く
ま
さ
ゝ

 

同

後
朝
切
恋

わ
か
れ
し
ハ
　
こ
の
あ
か
つ
き
の
　
つ
ゆ
の
ま
の
　
お
ほ
つ
か
な
さ
に
　
み
こ
そ
や
せ

け
れ 

同

片
恋

つ
る
き
た
ち
　
も
ろ
ハ
な
ら
ね
と
　
身
に
そ
ひ
て
　
忘
ら
れ
か
た
き
　
ひ
と
の
う
へ
か
な

 

同

あ
ら
れ

冬
こ
も
り
　
た
れ
ま
つ
と
し
も
　
な
き
や
と
に
　
風
の
し
き
た
る
　
た
ま
あ
ら
れ
か
な

 

同

道
堪
か
家
に
て
冬
至
の
日

も
の
ゝ
音
も
　
こ
よ
ひ
ハ
わ
さ
と
　
あ
ら
玉
の
　
は
る
の
こ
ゝ
ろ
を
　
吹
か
へ
す
ら
ん

 

同
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川
千
鳥

む
ら
ち
と
り
　
ミ
た
れ
な
く
な
り
　
と
き
つ
風
　
ふ
く
や
な
ミ
こ
す
　
野
田
の
玉
川

 

同

 

40
オ
」

忍
て
こ
ゝ
ろ
を
か
よ
ハ
す
こ
ひ

し
の
ひ
つ
ゝ
　
こ
け
の
下
ゆ
く
　
ミ
つ
く
き
の
　
あ
と
み
る
の
ミ
そ
　
い
の
ち
な
り
け
る

 

同

い
と
は
る
ゝ
恋

い
と
へ
た
ゝ
　
い
と
へ
ハ
と
て
も
　
死
か
ハ
り
　
お
も
ひ
や
む
へ
き
　
吾
こ
ゝ
ろ
か
は

 

同

聞
恋

お
と
に
の
ミ
　
き
く
の
浜
風
　
よ
る
な
ミ
の
　
ぬ
れ
き
ぬ
を
た
に
　
ひ
と
に
き
せ
は
や

 

同

夜
水
鳥

あ
ら
し
ふ
く
　
よ
は
に
さ
わ
き
て
　
水
と
り
の
　
こ
ほ
ら
ぬ
か
た
に
　
し
ろ
や
か
ふ
ら
む

 

同

冬
野
鹿

あ
ら
は
な
る
　
冬
の
ゝ
原
に
　
さ
を
し
か
の
　
つ
の
ふ
り
た
つ
る
　
む
ら
し
く
れ
か
な

 

同

冬
市

た
て
ま
つ
る
　
弓
弭
の
ミ
つ
き
　
あ
ま
り
あ
る
　
御
代
の
い
ち
ち
の
　
冬
そ
に
き
は
ふ

 

同

し
も
ふ
ミ
て
　
あ
し
と
き
駒
ハ
　
あ
き
ひ
と
の
　
う
り
か
ふ
い
ち
の
　
ひ
ま
や
ゆ
く
ら
む

 

同

芦
花
似
雪 

40
ウ
」

名
に
し
お
ふ
　
ゆ
き
の
し
ま
風
　
ふ
く
ま
ゝ
に
　
あ
し
の
花
こ
そ
　
そ
ら
に
ミ
た
る
れ

 

同

刈
の
こ
す
　
た
ゝ
ひ
と
も
と
の
　
あ
し
の
ほ
の
　
ほ
の
に
ゆ
き
ち
る
　
夕
か
せ
そ
吹

 

同

梅
に
鶯
の
き
ゐ
る
か
た

梅
あ
れ
ハ
　
か
な
ら
す
来
ゐ
る
　
鶯
ハ
　
た
か
い
さ
め
を
か
　
わ
す
れ
さ
る
ら
む

 

同

し
ほ
か
ま
の
か
た

あ
ま
の
た
く
　
う
ら
の
し
ほ
や
の
　
け
ふ
り
よ
り
　
沖
浪
か
け
て
　
か
す
ミ
そ
む
ら
ん

 

同

喜
里
川
の
さ
と
に
て
ふ
み
よ
み
と
け
る
つ
い
て
に
と
し
の
く
れ
と

い
ふ
こ
と
を
ひ
と
〳
〵
と
ゝ
も
に
よ
み
た
る
に
こ
ゝ
に
か
よ
ひ
そ
め
し
よ
り

は
や
く
と
し
へ
た
る
こ
と
を
お
も
ひ
て
よ
め
る
つ
ら
ね
う
た

こ
と
の
葉
の
　
み
ち
の
し
を
り
の
　
あ
と
ゝ
め
て
　
か
よ
ふ
ミ
と
せ
も
　
い
ま
ハ
く
れ

け
り 

同

く
れ
ぬ
と
も
　
さ
の
ミ
な
け
か
し
　
う
つ
せ
ミ
の
　
ひ
と
の
よ
ハ
た
ゝ
　
か
く
こ
そ
ハ

あ
れ 

同

か
く
こ
そ
ハ
　
あ
れ
と
お
も
へ
と
　
い
た
つ
ら
に
　
つ
も
る
月
日
そ
　
く
や
し
か
り
け
る

 

同

く
や
し
さ
を
　
お
も
ひ
は
る
く
る
　
こ
と
の
は
も
　
め
つ
ら
し
け
な
く
　
つ
も
る
と
し

か
な 

同

つ
も
り
た
る
　
わ
か
ミ
の
と
し
の
　
か
す
を
の
ミ
　
ほ
こ
ら
ハ
し
け
に
　
か
き
か
そ
へ

つ
ゝ 

同

寄
笛
恋 

　
41
オ
」

つ
ま
琴
に
　
ふ
き
あ
ハ
す
め
る
　
ふ
え
た
け
の
　
も
と
す
ゑ
と
ほ
る
　
契
り
と
も
か
な

 

同

吾
せ
こ
か
　
の
る
こ
ま
ふ
え
の
　
こ
ま
ほ
し
く
　
お
も
ふ
ゆ
ふ
へ
に
　
声
そ
き
こ
ゆ
る

 

同

池
氷

日
も
か
ゝ
ミ
　
か
た
く
む
す
ひ
て
　
た
か
た
め
に
　
い
け
の
こ
ゝ
ろ
の
　
と
け
ぬ
な
る

ら
ん 

同
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芦
花
似
雪

を
り
か
さ
し
　
ミ
せ
は
や
ひ
と
に
　
あ
し
の
ほ
の
　
ゆ
き
と
ミ
た
る
ゝ
　
そ
て
の
け
し

き
を 

同

風
の
む
た
　
雪
か
な
か
ら
ふ
　
い
な
を
か
も
　
長
江
の
岸
に
　
あ
し
か
花
ち
る 

同

河
水
鳥

も
ミ
ち
葉
ハ
　
庭
に
く
ち
ゆ
く
　
谷
川
に
　
な
ほ
い
ろ
見
ゆ
る
　
を
し
の
む
ら
と
り

 

同

冬
の
日
も
　
の
と
か
に
う
つ
る
　
玉
し
ま
や
　
な
ゝ
せ
の
よ
と
に
　
う
か
ふ
ミ
づ
と
り

 

同

窓
前
雪

し
た
を
れ
ハ
　
い
と
ふ
も
の
か
ら
　
お
も
し
ろ
く
　
雪
こ
そ
つ
も
れ
　
ま
と
の
く
れ
た
け

 

同

雪
ふ
か
く
　
ふ
り
し
も
し
る
く
　
さ
よ
な
か
に
　
ま
と
の
い
た
と
の
　
ひ
ま
し
ら
み
け
り

 

同

 

41
ウ
」

嶋
雪

た
く
ひ
な
き
　
ミ
る
め
な
り
け
り
　
あ
さ
ひ
か
け
　
た
ゝ
さ
す
し
ま
に
　
つ
も
る
し
ら
雪

 

同

な
み
の
ゆ
ふ
　
あ
は
ち
し
ま
山
　
し
ろ
た
へ
の
　
ゆ
き
の
こ
ろ
も
を
　
か
さ
ね
き
に
け
り

 
同

ち
か
の
う
ら
や
　
ち
か
き
笆
の
　
し
ま
さ
へ
も
　
と
ほ
く
ミ
る
ま
て
　
雪
そ
つ
も
れ
る

 

同

寒
山
月

ゆ
き
も
よ
ふ
　
あ
ら
し
ハ
た
え
て
　
ミ
山
木
の
　
こ
す
ゑ
に
こ
ほ
る
　
有
明
の
月 

同

山
さ
と
ハ
　
雪
も
こ
ほ
り
も
　
て
る
月
も
　
ひ
と
つ
に
さ
ゆ
る
　
軒
の
よ
あ
ら
し

 

同

遠
山
雪

お
ほ
ひ
ら
や
　
を
ひ
え
に
か
ゝ
る
　
雲
は
れ
て
　
け
さ
み
そ
め
け
り
　
ミ
ね
の
し
ら
雪

 

同

あ
り
ま
山
　
ミ
ね
の
し
ら
雪
　
を
り
〳
〵
ハ
　
あ
ら
し
の
庭
の
　
花
と
ち
り
な
む

 

同

都
雪

小
車
の
　
ワ
た
ち
も
見
え
す
　
白
雪
の
　
け
さ
こ
ゝ
の
へ
に
　
ふ
り
つ
も
り
て
ハ

 

同

ふ
り
に
き
と
　
と
も
の
み
や
つ
こ
　
ま
を
す
ら
し
　
雪
の
花
さ
く
　
あ
け
か
た
の
そ
ら

 

同

 

42
オ
」

椎
柴

こ
り
つ
み
て
　
冬
こ
も
り
す
る
　
山
さ
と
ハ
　
よ
に
ゆ
た
か
な
る
　
軒
の
し
ひ
し
は

 

同

花
も
み
ち
　
さ
そ
ひ
つ
く
せ
し
　
山
風
の
　
つ
ひ
の
よ
る
へ
の
　
ミ
ね
の
し
ひ
柴

 

同

人
の
も
と
よ
り
色
よ
き
き
ぬ
を
お
く
り
け
る
よ
ろ
こ
ひ
に

山
ひ
め
の
　
心
つ
く
し
て
　
こ
れ
そ
こ
の
　
秋
へ
て
お
れ
る
　
に
し
き
な
る
ら
む

 

同

寄
魚
恋

川
よ
と
の
　
こ
ひ
の
い
ろ
こ
の
　
か
す
〳
〵
に
　
お
も
ひ
し
づ
め
る
　
我
ミ
な
り
け
り

 

同

あ
ゆ
さ
へ
も
　
時
を
し
く
れ
ハ
　
山
河
の
　
う
れ
し
き
せ
を
も
　
の
ほ
ら
す
や
あ
る

 

同

井
岡
春
蔭
か
を
と
の
こ
う
ま
せ
た
る
を
い
は
ひ
て

た
ち
な
ら
ふ
　
松
の
と
き
は
の
　
か
け
こ
そ
ハ
　
よ
こ
も
る
か
め
の
　
す
ミ
と
こ
ろ
な
れ

 

同

氷

冬
な
か
ら
　
日
の
さ
す
か
た
ハ
　
あ
つ
氷
　
さ
す
か
に
と
く
る
　
お
と
の
さ
ひ
し
さ

 

同
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一
〇

水
た
ま
る
　
い
け
の
下
ひ
も
　
ふ
ゆ
の
日
ハ
　
こ
ほ
り
の
く
さ
ひ
　
さ
し
か
た
め
け
り

 

同

立
春 

　
　
42
ウ
」

な
に
は
江
の
　
あ
ま
た
と
し
な
ミ
　
た
ち
か
へ
り
　
た
ち
か
へ
り
つ
ゝ
　
春
そ
た
の
し
き

 

同

と
し
の
く
れ
ニ

月
も
日
も
　
け
ふ
と
く
れ
て
ハ
　
こ
む
春
を
　
ま
つ
よ
り
ほ
か
の
　
な
く
さ
め
も
な
し

 

同

年
内
立
春

と
し
の
う
ち
に
　
か
す
ミ
も
な
に
も
　
と
り
あ
へ
す
　
い
か
て
か
春
の
　
い
そ
き
立
ら
む

 

同

初
春
水
辺

柳
か
ハ
　
は
る
か
せ
わ
た
る
　
み
し
ま
え
や
　
や
ゝ
あ
を
み
ゆ
く
　
な
ミ
の
下
草

 

同

風
光
日
ゝ
新

は
る
た
つ
と
　
か
す
ミ
そ
め
し
も
　
け
さ
よ
り
ハ
　
き
の
ふ
ハ
ち
か
き
　
ミ
ね
の
し
ら
雪

 

同

登
梅

冬
か
け
て
　
さ
き
つ
る
梅
の
　
花
な
か
ら
　
ミ
る
ひ
と
た
れ
か
　
花
に
あ
く
へ
き

 
同

早
春
待
花

さ
く
ら
色
に
　
か
す
ミ
の
こ
ろ
も
　
そ
め
て
き
む
　
と
き
そ
ま
た
る
ゝ
　
い
つ
し
か
と

の
ミ 

同

早
春 

43
オ
」

花
か
さ
し
　
わ
か
な
つ
ま
む
を
　
い
ま
よ
り
ハ
　
の
へ
の
し
ら
ゆ
き
　
は
や
も
け
な
ら
む

 

同

鶯
声
隔
樹

の
と
か
な
る
　
春
の
ひ
か
り
の
　
さ
し
柳
　
な
ひ
く
そ
な
た
に
　
鶯
の
な
く

 

同

霞

は
れ
わ
た
る
　
沖
の
し
ら
な
ミ
　
ほ
の
〳
〵
と
　
か
す
む
も
け
さ
や
　
う
ら
の
は
つ
し
ま

 

同

は
る
の
は
し
め
に

山
か
ら
す
　
ね
く
ら
た
ち
て
ゝ
　
な
く
声
も
　
と
し
の
は
し
め
ハ
　
こ
と
に
し
あ
り
け
り

 

同

あ
け
に
け
り
　
と
や
ま
の
松
の
　
し
ら
雪
も
　
い
つ
し
か
け
さ
ハ
　
か
す
ミ
そ
め
つ
ゝ

 

同

む
ら
山
の
　
雪
の
ひ
か
り
も
　
ほ
の
〳
〵
と
　
か
す
む
か
う
す
く
　
け
さ
ハ
見
え
け
り

 

同

里
鶯

う
く
ひ
す
ハ
　
こ
す
ゑ
春
め
く
　
さ
と
ゝ
ひ
て
　
お
の
か
古
巣
を
　
あ
こ
か
ら
す
ら
ん

 

同

雪
の
ゝ
ち
月
あ
か
き
よ
梅
の
か
を
り
け
れ
ハ

あ
や
ま
た
す
　
風
こ
そ
か
を
れ
　
月
雪
も
　
お
な
し
い
ろ
な
る
　
う
め
の
初
花

 

同

 

43
ウ
」

む
月
の
三
日
四
日
う
ち
つ
ゝ
き
雪
の
ふ
り
け
れ
ハ

こ
ほ
り
ゐ
し
　
た
か
ね
の
ミ
ゆ
き
　
吹
と
き
て
　
さ
そ
ひ
き
ぬ
ら
む
　
は
る
の
は
つ
風

 

同

ふ
り
つ
も
る
　
ミ
ゆ
き
ハ
冬
の
　
も
の
な
か
ら
　
し
つ
く
そ
は
る
の
　
お
と
を
た
て
け
る

 

同

夕
鶯

鶯
ハ
　
声
さ
や
か
な
り
　
ミ
ね
も
を
も
　
か
す
ミ
は
て
た
る
　
春
の
夕
く
れ

 

同

正
月
七
日
き
の
え
子
の
日
な
り
け
れ
ハ

青
柳
の
　
え
た
と
ひ
く
ゝ
る
　
う
く
ひ
す
の
　
は
つ
ね
の
と
け
き
　
け
ふ
ニ
も
あ
る
か
な
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一

 

同

は
る
か
す
み
　
た
な
ひ
き
わ
た
る
　
小
松
原
　
う
へ
こ
そ
け
ふ
ハ
　
は
つ
ね
な
り
け
れ

 

同

ち
つ
こ
か
こ
と
し
も
若
菜
を
う
つ
く
し
き
ひ
け
こ
に
い
れ
て

お
く
り
け
れ
ハ

こ
と
の
葉
の
　
其
色
か
へ
す
　
は
つ
わ
か
な
　
か
た
ミ
に
春
を
　
つ
む
そ
う
れ
し
き

 

同

山
霞

春
霞
　
ふ
か
く
な
る
ら
し
　
日
に
そ
へ
て
　
と
ほ
く
な
り
ゆ
く
　
む
こ
の
山
の
は

 

同

賭
弓 

44
オ
」

あ
つ
さ
ゆ
ミ
　
は
る
の
か
す
ミ
の
　
た
ち
い
て
て
　
こ
ゝ
ろ
い
ら
る
ゝ
　
け
ふ
の
も
ろ
人

 

同

あ
や
ま
た
ぬ
　
け
ふ
の
も
ろ
や
の
　
か
ち
さ
ひ
に
　
春
の
し
ら
へ
を
　
吹
か
へ
す
ら
む

 

同

梓
弓
　
と
り
て
な
ら
へ
る
　
と
ね
り
ら
か
　
そ
て
も
ゆ
た
か
に
　
春
か
せ
そ
吹

 

同

お
ほ
き
ミ
の
　
ち
か
き
ま
も
り
と
　
と
る
ゆ
ミ
の
　
と
も
の
お
と
た
か
き
　
く
も
の
う

へ
か
な 
同

は
な
つ
や
に
　
お
の
か
心
も
　
の
り
ゆ
ミ
の
　
か
へ
り
あ
る
し
そ
　
ゆ
た
け
か
り
け
る

 

同

春
氷

春
の
日
の
　
光
に
と
け
ぬ
　
つ
れ
な
し
と
　
ふ
ゆ
ハ
み
え
つ
る
　
い
け
の
こ
ゝ
ろ
も

 

同

こ
ほ
り
ゐ
し
　
春
の
下
根
の
　
忘
れ
水
　
さ
す
か
に
春
は
　
お
と
を
た
て
け
り

 

同

魚
始
躍

山
河
の
　
な
ひ
く
う
き
も
に
　
ふ
す
鮒
も
　
は
る
の
ひ
か
り
を
　
け
ふ
や
し
る
ら
む

 

同

紅
梅
映
日

春
ふ
か
き
　
梅
の
さ
か
り
ハ
　
こ
と
さ
ら
に
　
朝
日
夕
日
そ
　
こ
そ
め
な
り
け
る
　

 

同

く
も
は
る
ゝ
　
あ
め
の
な
こ
り
の
　
つ
ゆ
さ
へ
も
　
夕
栄
ふ
か
く
　
に
ほ
ふ
う
め
か
な

 

同

閑
中
春
曙 

44
ウ
」

し
つ
け
さ
ハ
　
ま
く
ら
に
ち
か
く
　
百
千
鳥
　
ち
と
り
さ
へ
つ
る
　
春
の
あ
け
ほ
の

 

同

し
は
の
戸
ハ
　
風
も
た
ゝ
か
て
　
は
な
と
り
の
　
い
ろ
ね
に
あ
く
る
　
春
の
よ
の
ゆ
め

 

同

谷
早
蕨

い
か
に
し
て
　
を
り
し
り
ぬ
ら
む
　
春
の
日
の
　
ひ
か
り
も
う
す
き
　
谷
の
さ
わ
ら
ひ

 

同

も
え
い
て
し
　
か
ひ
ハ
な
に
な
り
　
ひ
と
し
れ
す
　
春
も
た
け
ゆ
く
　
た
に
の
さ
わ
ら
ひ

 

同

梅
薫
風
　
　
　
　
　
　
以
下
丗
首
文
政
三
年
正
月
廿
二
日
夜
詠

春
風
の
　
か
つ
吹
さ
そ
ふ
　
梅
か
ゝ
も
　
つ
ね
に
こ
と
な
る
　
あ
け
ほ
の
ゝ
そ
ら

 

同

あ
た
ら
し
と
　
を
し
む
か
き
つ
の
　
梅
か
ゝ
を
　
心
の
ま
ゝ
に
　
さ
そ
ふ
は
る
か
せ

 

同

梅
か
ゝ
と
　
と
も
に
つ
た
へ
る
　
春
風
は
　
み
せ
は
や
人
に
と
　
お
も
ふ
心
を

 

同

お
ほ
つ
か
な
　
た
か
す
む
さ
と
の
　
梅
な
ら
ん
　
か
を
り
来
に
け
り
　
よ
は
の
春
風

 

同

さ
と
〳
〵
の
　
梅
さ
く
こ
ろ
の
　
春
風
は
　
庭
の
た
ま
さ
ゝ
　
か
に
ゝ
ほ
ふ
ま
て

 

同

お
ひ
し
か
む
　
よ
し
た
に
も
な
く
　
吹
過
ぬ
　
い
か
に
か
せ
ま
し
　
梅
の
春
風
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二

 

同

こ
の
あ
さ
け
　
風
か
を
り
け
り
　
鶯
の
　
声
す
る
岡
の
　
梅
や
さ
く
ら
む

 

同

梅
か
ゝ
を
　
ほ
の
か
を
り
と
て
　
た
ま
た
れ
の
　
を
し
む
か
ひ
な
く
　
過
る
は
る
風

 

同

 

45
オ
」

か
を
さ
そ
ふ
　
風
を
し
る
へ
に
　
梅
の
花
　
ゆ
き
て
や
見
ま
し
　
道
と
ほ
く
と
も

 

同

う
め
の
花
　
こ
ゝ
ろ
に
し
ミ
て
　
お
も
へ
と
も
　
か
ハ
は
る
か
せ
に
　
ま
か
せ
て
そ
や
る

 

同

余
寒
月

ま
き
の
葉
に
　
し
も
や
お
く
ら
む
　
春
の
よ
の
　
月
か
け
し
ろ
く
　
さ
え
か
へ
り
け
り

 

同

月
か
け
も
　
さ
ら
に
氷
て
　
山
の
は
の
　
か
す
ミ
吹
と
く
　
春
の
よ
あ
ら
し

 

同

さ
し
な
か
ら
　
月
そ
は
る
な
る
　
山
河
の
　
岩
こ
す
な
み
ハ
　
さ
え
か
へ
り
て
も

　
え・・ 

同

ふ
り
つ
み
し
　
雪
ハ
さ
そ
へ
と
　
春
の
よ
の
　
月
ハ
く
も
ら
ぬ
　
ミ
ね
の
よ
あ
ら
し

 

同

月
さ
え
ぬ
　
ま
た
や
ハ
そ
ら
に
　
冬
を
し
も
　
春
の
山
風
　
ふ
き
か
へ
す
ら
む

 
同

春
や
ゆ
め
　
冬
や
う
つ
ゝ
と
　
こ
と
ゝ
へ
と
　
こ
た
へ
ぬ
月
そ
　
そ
て
に
こ
ほ
れ
る

 

同

さ
ら
に
ま
た
　
か
く
し
も
月
の
　
さ
え
ぬ
ら
ん
　
か
す
ミ
そ
め
し
ハ
　
ゆ
め
な
ら
な
く
ニ

 

同

梅
か
ゝ
ハ
　
春
の
も
の
と
て
　
か
を
れ
と
も
　
ま
た
さ
え
か
へ
る
　
よ
は
の
月
か
な

 

同

川
風
ハ
　
な
ほ
さ
え
な
か
ら
　
柳
原
　
け
ふ
る
か
月
の
　
か
け
か
す
か
也

 

同

あ
ら
た
ま
る
　
ひ
と
の
け
し
き
も
　
お
も
ハ
す
て
　
い
か
て
か
月
の
　
さ
え
か
へ
る
ら
ん

 

同

初
逢
恋 

　
45
ウ
」

と
こ
な
め
の
　
あ
や
う
き
せ
を
も
　
初
瀬
河
　
お
も
へ
ハ
こ
そ
ハ
　
わ
た
り
そ
め
け
れ

 

同

く
さ
ま
く
ら
　
む
す
ひ
そ
め
け
り
　
草
つ
ゆ
に
　
ぬ
れ
て
の
後
の
　
心
し
ら
ね
と

 

同

き
の
ふ
ま
て
　
あ
ふ
に
か
へ
む
の
　
あ
ら
ま
し
も
　
お
も
へ
ハ
あ
さ
き
　
吾
こ
ゝ
ろ
哉

 

同

こ
よ
ひ
し
も
　
ゆ
る
し
そ
め
た
る
　
た
ま
く
ら
の
　
か
ひ
あ
る
末
の
　
ち
き
り
と
も
か
な

 

同

な
み
た
河
　
わ
た
り
そ
め
て
ハ
　
な
か
〳
〵
に
　
う
き
せ
に
た
て
る
　
み
を
つ
く
し
か
な

 

同

春
の
よ
の
　
は
か
な
き
ゆ
め
を
　
見
て
し
よ
り
　
こ
ゝ
ろ
の
外
に
　
ミ
た
れ
そ
め
つ
ゝ

 

同

か
き
く
つ
し
　
見
せ
は
や
こ
よ
ひ
　
か
す
〳
〵
に
　
つ
も
る
お
も
ひ
の
　
か
た
は
し
を
た
に

　
ら4 

同

あ
ら
か
し
め
　
い
ま
ゆ
く
す
ゑ
の
　
よ
か
れ
を
も
　
か
こ
ち
そ
め
た
る
　
ね
や
の
た
ま

く
ら 

同

う
ら
ワ
か
き
　
の
き
は
の
を
き
ハ
　
吹
風
の
　
か
た
ゝ
か
へ
と
も
　
お
も
ハ
さ
る
ら
む

 

同

け
ふ
よ
り
ハ
　
ひ
と
を
ま
つ
に
や
　
か
ゝ
ら
ま
し
　
あ
ハ
ぬ
ほ
と
こ
そ
　
さ
て
も
あ
り

し
か 

同

を
み
な
の
春
駒
と
い
ふ
ま
ひ
ま
ふ
か
た

は
る
の
よ
の
　
ゆ
め
に
み
て
た
に
　
よ
し
と
い
ふ
　
そ
の
ワ
か
こ
ま
の
　
声
そ
い
さ
め
る

 

同

東
大
寺
晩
鐘
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ひ
む
か
し
の
　
み
て
ら
の
か
ね
の
　
声
の
う
ち
に
　
ゆ
ふ
日
い
さ
よ
ふ
　
山
の
は
の
く
も

 

同

 

46
オ
」

国

山
と
ほ
く
　
か
へ
す
た
と
こ
ろ
　
う
ち
は
れ
て
　
た
み
ゆ
た
か
な
る
　
ひ
た
か
み
の
国

 

同

な
か
の
は
る

こ
も
り
の
ミ
　
を
る
へ
き
時
か
　
は
る
か
す
ミ
　
た
ち
て
て
の
へ
の
　
す
み
れ
つ
ま
ゝ
し

 

同

翠
之
池
塘
柳

か
け
見
え
て
　
ふ
か
き
み
と
り
の
　
水
た
ま
る
　
い
け
の
つ
ゝ
み
に
　
な
ひ
く
青
柳

 

同

つ
ゝ
み
な
る
　
柳
な
ひ
き
て
　
は
ら
の
い
け
　
の
か
も
の
あ
を
は
も
　
は
る
風
そ
吹

 

同

風
わ
た
る
　
い
け
の
つ
ゝ
み
の
　
古
柳
　
は
る
の
み
と
り
ハ
　
な
ミ
や
そ
む
ら
ん

 

同

か
し
の
や
の
つ
と
ひ
に
翠
之
池
塘
柳
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま
れ
た
る

う
た
と
も
を
か
き
て
と
こ
ひ
た
る
に
お
の
〳
〵
か
ゝ
れ
た
る
を
見

め
て
ゝ

こ
と
の
葉
の
　
ミ
と
り
も
そ
ひ
て
　
な
ひ
き
あ
ふ
　
い
け
の
つ
ゝ
ミ
の
　
柳
ハ
ら
か
な

 

同

賭
弓

た
ち
ま
ひ
て
　
か
よ
る
た
も
と
も
　
梓
弓
　
か
へ
り
あ
る
し
の
　
よ
そ
ほ
し
き
か
な

 

同

 

46
ウ
」

梓
弓
　
お
た
し
き
み
よ
は
　
く
も
の
上
の
　
春
の
ミ
も
の
と
　
け
ふ
や
ひ
く
ら
む

 

同

春
日
望
山

あ
さ
日
か
け
　
か
す
ミ
て
に
ほ
ふ
　
ひ
き
ま
ゆ
の
　
み
と
り
も
う
す
き
　
を
ち
の
山
の
は

 

同

列
見

あ
き
の
い
ろ
を
　
心
に
か
け
て
　
た
ち
い
つ
る
　
そ
て
の
み
と
り
に
　
は
る
風
そ
ふ
く

 

同

国

山
の
は
の
　
ひ
か
り
の
と
か
に
　
く
に
ハ
ら
ハ
　
け
ふ
り
た
ち
た
つ
　
夕
く
れ
の
そ
ら

 

同

鼯
鼠
　

山
さ
と
の
　
し
の
吹
さ
わ
く
　
よ
あ
ら
し
に
　
み
ね
よ
り
お
つ
る
　
む
さ
ゝ
ひ
の
声

 

同

松
残
雪

け
ふ
も
な
ほ
　
く
も
た
ち
ま
よ
ひ
　
山
さ
と
ハ
　
友
ま
つ
か
え
に
　
の
こ
る
あ
わ
ゆ
き

 

同

晩
風
催
恋

た
ま
た
れ
の
　
を
ち
か
た
ひ
と
を
　
こ
ひ
を
れ
ハ
　
心
う
こ
か
し
　
ゆ
ふ
風
そ
ふ
く

 

同

晩
霞
隔
浦
　

す
ま
あ
か
し
　
か
す
ミ
へ
た
て
ゝ
　
く
れ
に
け
り
　
し
ほ
や
き
こ
ろ
も
　
ま
と
ほ
な
ら

ね
と 

同

 

47
オ
」

帰
雁

春
風
や
　
吹
お
く
る
ら
ん
　
こ
の
朝
け
　
す
ゝ
ろ
に
な
き
て
　
か
へ
る
か
り
か
ね

 

同

寄
嶋
恋

は
る
か
な
る
　
え
そ
か
ち
し
ま
の
　
か
す
〳
〵
に
　
お
も
ひ
わ
た
れ
と
　
そ
の
か
ひ
も

な
し 

同

水
郷
柳
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四

老
に
け
り
　
さ
ほ
の
さ
と
ひ
と
　
青
柳
の
　
は
る
ハ
わ
か
ゆ
る
　
か
け
を
む
す
へ
と

 

同

野
菫

す
ミ
れ
さ
く
　
の
へ
の
あ
ハ
れ
を
　
し
り
か
ほ
に
　
つ
む
も
や
さ
し
き
　
は
な
の
色
か
な

 

同

燕
来

つ
は
く
ら
め
　
な
ら
ふ
軒
は
の
　
春
霞
　
た
ち
も
ま
よ
は
す
　
け
さ
そ
き
に
け
る

 

同

亀
の
ゑ
に

　
　
え4

山
川
の
　
と
こ
な
め
き
よ
き
　
な
か
れ
こ
そ
　
か
め
の
よ
を
へ
む
　
と
こ
ろ
な
り
け
れ

 

同

お
の
か
へ
ん
　
よ
ろ
つ
よ
し
め
て
　
岩
淵
の
　
水
の
み
と
り
の
　
か
め
そ
あ
そ
へ
る

 

同

河
内
国
鷲
尾
山
の
花
見
に
行
け
る
に
や
う
〳
〵
う
つ
ろ
ひ
て 

47
ウ
」

い
ま
ハ
の
こ
り
す
く
な
ゝ
る
に
あ
め
も
を
り
〳
〵
ふ
り
あ
ら
れ
さ
へ

ま
し
り
た
り
け
れ
ハ

な
こ
り
な
き
　
ミ
や
ま
の
花
の
　
こ
の
ま
よ
り
　
も
の
お
も
は
せ
に
　
ち
る
あ
ら
れ
か
な

 

同

花
見
ん
と
　
け
ふ
分
の
ほ
る
　
山
吹
の
　
ミ
の
な
き
も
の
を
　
あ
め
さ
へ
そ
ふ
る

 
同

雲
雪
と
　
ミ
ね
の
さ
く
ら
に
　
春
雨
の
　
ふ
り
ぬ
る
こ
と
も
　
め
づ
ら
し
き
か
な

 

同

お
も
ほ
え
す
　
あ
ら
れ
ふ
り
き
ぬ
　
山
さ
く
ら
　
く
も
と
見
つ
る
ハ
　
そ
ら
め
な
ら
す
て

 

同

蛙
声
幽

か
は
つ
鳴
　
声
も
お
ほ
ろ
に
　
き
こ
ゆ
也
　
さ
く
山
吹
の
　
花
か
け
に
し
て

 

同

遅
日

小
田
か
へ
す
　
牛
の
あ
ゆ
ミ
の
　
お
そ
き
ひ
も
　
な
ほ
く
れ
を
し
き
　
春
の
ゝ
と
け
さ

 

同

深
夜
帰
恋

と
も
と
も
に
　
な
き
て
わ
か
る
ゝ
　
さ
よ
な
か
の
　
そ
ら
う
ら
め
し
き
　
ち
き
り
也
け
り

 

同

竹
裏
鶯

梅
う
ゑ
て
　
吾
ま
つ
と
し
も
　
し
ら
さ
ら
む
　
う
く
ひ
す
き
な
く
　
よ
そ
の
た
か
む
ら

 

同

 

48
オ
」

仏
光
寺
の
い
ま
の
君
の
よ
ろ
こ
ひ
し
た
ま
ひ
た
る
に
青
松
千
年

と
い
ふ
こ
と
を

み
ほ
と
け
の
　
ひ
か
り
も
そ
ひ
て
　
わ
か
み
と
り
　
や
ち
よ
の
春
の
　
松
そ
さ
か
ゆ
る

 

同

山
吹
を
う
ゑ
て

井
出
へ
と
ハ
　
お
も
ふ
も
の
か
ら
　
道
と
ほ
ミ
　
う
ゑ
て
吾
見
る
　
山
吹
の
は
な

 

同

春
暁
夜
帰
雁
変
恋
の
う
た
を
あ
ハ
せ
て
便
し
け
る
に

返
し
つ
か
ハ
す
と
て
三
題
を
ひ
と
つ
に
よ
め
る

あ
け
ほ
の
に
　
か
へ
る
か
か
り
の
　
春
秋
と
　
か
は
る
こ
ゝ
ろ
は
　
う
ら
み
ら
れ
け
る

 

同

寄
花
無
常

山
風
を
　
う
ら
む
も
あ
や
な
　
お
ほ
か
た
も
　
花
ハ
こ
て
ふ
の
　
ゆ
め
の
よ
の
中

 

同

満
ち
子
か
む
つ
き
廿
日
あ
ま
り
二
日
の
ひ
身
ま
か
り
け
る
に
去
年

河
内
集
と
い
ふ
も
の
え
ら
ひ
つ
る
に
は
や
く
そ
の
名
の
ミ
と
ゝ
め
し
こ
と
の

は
か
な
く
て

あ
わ
ゆ
き
の
　
は
か
な
く
き
え
し
　
春
の
ゝ
の
　
か
た
み
の
な
こ
そ
　
つ
ゆ
け
か
り
け
れ
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一
五

 

同

 

48
ウ
」

弥
生
の
廿
日
あ
ま
り
一
日
や
う
〳
〵
雨
は
れ
て
そ
ら
の
と
か
な
り

け
れ
ハ
き
り
川
の
さ
と
に
ゆ
き
て
や
と
り
け
る
に
つ
と
め
て
又

し
も
か
き
く
ら
し
あ
め
の
ふ
り
い
て
け
れ
ハ

若
葉
さ
す
　
え
た
の
か
ハ
つ
ハ
　
ふ
り
つ
ゝ
く
　
あ
め
に
も
あ
か
て
　
な
ほ
も
こ
ふ
ら
ん

 

同

と
く
お
そ
き
　
花
の
さ
か
り
も
　
こ
の
は
る
ハ
　
お
ほ
か
た
あ
め
の
　
吹
さ
ひ
は
て
け
り

 

同

浜
臣
か
と
ふ
ら
ひ
来
け
る
と
き

ま
ち
え
て
も
　
か
ひ
な
き
や
と
ハ
　
な
か
〳
〵
に
　
た
ま
し
か
む
と
も
　
お
も
ハ
さ
り

け
り 

同

お
な
し
と
き
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
あ
り
て
よ
め
る

な
に
は
え
に
　
な
ま
り
も
を
し
て
　
あ
し
か
に
の
　
よ
に
は
ひ
わ
た
る
　
こ
と
そ
や
さ

し
き 

同

つ
ゝ
し

か
け
ろ
ふ
の
　
ほ
の
か
に
見
え
て
　
朝
附
日
　
む
か
ひ
の
岡
の
　
に
つ
ゝ
し
の
は
な

 

同

幽
栖
花

い
き
た
な
く
　
ぬ
る
こ
て
ふ
か
な
　
ゆ
め
の
ま
も
　
を
し
き
の
き
は
の
　
花
の
さ
か
り
を

 

同

ま
と
の
と
の
　
花
か
け
さ
ら
ぬ
　
て
ふ
と
り
そ
　
お
な
し
こ
ゝ
ろ
の
　
と
も
に
ハ
あ
り

け
る 

同

山
吹

 

　
　
49
オ
」

う
ち
し
な
ひ
　
や
へ
山
吹
の
花
咲
て
　
ほ
と
〳
〵
春
も
　
く
れ
ん
と
そ
す
る

 

同

曲
水
宴

み
そ
の
ふ
の
　
も
ゝ
の
し
た
て
る
　
水
か
ゝ
み
　
う
つ
る
お
も
わ
も
　
に
ほ
ふ
け
ふ
か
な

 

同

書

は
し
た
て
の
　
た
か
き
ほ
く
ら
の
　
む
な
き
に
も
　
つ
み
あ
ま
り
た
る
　
く
に
つ
ふ
み

か
な 

同

虫

音
す
也
　
月
毛
の
こ
ま
の
　
く
つ
は
む
し
　
あ
ハ
れ
よ
ふ
か
き
　
山
陰
に
し
て

 

同

琴

と
し
へ
て
も
　
わ
す
ら
れ
か
た
く
　
吾
お
も
ふ
　
あ
つ
ま
の
こ
と
を
　
け
ふ
そ
き
ゝ
つ
る

 

同

重
孝
主
一
日
百
首
よ
ま
ん
と
催
さ
れ
け
る
に
　
ひ
と
〳
〵
い
と
ま
ち
と
ほ

な
る
ほ
と
　
か
め
に
さ
し
た
る
芍
薬
を

こ
と
の
葉
の
　
花
に
た
は
る
ゝ
　
て
ふ
を
け
さ
　
く
や
く
や
と
の
ミ
　
ま
た
れ
け
る
哉

 

同

新
樹
妨
月 

49
ウ
」

し
け
り
て
ハ
　
か
せ
の
た
よ
り
そ
　
た
の
ミ
な
る
　
は
な
の
か
な
ら
ぬ
　
月
の
光
も

 

同

匠

ひ
と
す
ち
も
　
や
ひ
ろ
に
お
よ
ふ
　
す
ミ
な
は
の
　
心
た
く
ミ
そ
　
か
し
こ
か
り
け
る

 

同

野
外
雲
雀

な
く
ひ
ハ
リ
　
か
す
み
に
き
え
ぬ
　
あ
め
な
る
や
　
さ
く
ら
の
を
の
に
　
ゆ
き
か
よ
ふ

ら
む 

同

羇
中
恋

な
ほ
さ
り
の
　
心
な
く
さ
の
　
ひ
と
ふ
し
も
　
た
ひ
か
さ
な
れ
ハ
　
わ
り
な
さ
そ
そ
ふ

 

同

雨
中
新
樹
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一
六

な
か
め
ふ
る
　
春
ハ
き
の
ふ
の
　
枝
そ
ゝ
く
　
つ
ゆ
う
つ
く
し
き
　
さ
く
ら
ゐ
の
さ
と

 

同

立
な
ら
ふ
　
か
へ
て
も
か
し
も
　
か
き
く
ら
し
　
水
枝
を
し
ほ
る
　
あ
め
そ
さ
ひ
し
き

 

同

首
夏
小
集

さ
く
は
な
に
　
つ
と
ひ
な
れ
た
る
　
こ
の
も
と
ハ
　
な
つ
き
て
も
な
ほ
　
立
う
か
り
け
り

 

同

ほ
と
ゝ
き
す
　
お
な
し
こ
ゝ
ろ
に
　
待
友
の
　
つ
と
ふ
と
た
に
も
　
そ
ら
に
し
ら
な
ん

 

同

山
さ
と
の
　
あ
ろ
し
の
心
　
つ
く
し
な
る
　
め
づ
ら
の
魚
と
　
こ
れ
も
い
は
ま
し

 

同

か
き
ほ
な
る
　
卯
花
く
た
し
　
し
め
や
か
に
　
か
た
り
も
あ
か
ぬ
　
つ
と
ひ
な
り
け
り

 

同

 

50
オ
」

女
の
う
た
か
は
し
と
い
ひ
け
れ
ハ

朝
夕
に
　
よ
り
も
そ
ハ
な
む
　
う
こ
く
や
と
　
こ
ゝ
ろ
ミ
か
て
ら
　
ま
き
の
は
し
ら
に

 

同

名
所
山
吹

さ
き
に
ほ
ふ
　
い
ろ
に
そ
む
き
て
　
か
は
つ
な
く
　
あ
か
た
の
ゐ
と
の
　
山
ふ
き
の
は
な

 
同

首
夏
水

お
ほ
ゐ
河
　
な
か
る
ゝ
ミ
づ
も
　
ふ
か
み
と
り
　
あ
と
な
き
花
の
　
か
す
ゑ
の
み
か
は

 

同

更
衣

花
の
色
に
　
を
り
し
か
す
み
の
　
た
て
よ
こ
も
　
う
す
く
な
り
ゆ
く
　
な
つ
こ
ろ
も
か
な

 

同

匠

ミ
や
ま
き
を
　
ひ
た
の
た
く
ミ
か
　
と
る
斧
の
　
お
と
に
き
は
し
き
　
と
の
つ
く
り
か
な

 

同

新
樹
妨
月

は
る
ゝ
よ
も
　
こ
の
下
や
ミ
ハ
　
い
た
づ
ら
に
　
月
に
や
と
さ
ぬ
　
こ
け
の
う
へ
の
つ
ゆ

 

同

富
士

ふ
し
の
ね
ハ
　
国
の
御
は
し
ら
　
お
ほ
か
ミ
の
　
ほ
め
て
い
は
ひ
て
　
み
た
て
ま
し
け
む

 

同

 

50
ウ
」

言
和
不
逢
恋

こ
と
の
葉
ハ
　
み
や
ま
の
こ
す
け
　
や
は
ら
か
に
　
な
ひ
き
ハ
す
れ
と
　
ね
を
も
見
ぬ

か
な 

同

春
の
よ
ふ
ね
に
の
り
て
よ
と
河
を
の
ほ
り
け
る
に

春
の
よ
の
　
ふ
な
ち
の
と
け
き
　
ゆ
め
の
ま
に
　
ミ
や
こ
に
ち
か
き
　
山
そ
明
ゆ
く

 

同

春
山
さ
と
に
人
ゝ
な
か
め
ゐ
た
る
に

春
の
日
に
　
も
ゆ
る
わ
ら
ひ
の
　
夕
け
ふ
り
　
し
つ
か
に
け
ふ
も
　
く
れ
ん
と
そ
す
る

 

同

首
夏
木

さ
し
か
は
す
　
ミ
つ
え
の
つ
ゆ
も
　
ふ
り
ま
さ
る
　
に
は
と
な
り
た
る
　
夏
こ
た
ち
か
な

 

同

旬

夏
衣
　
け
ふ
あ
ら
た
め
て
　
お
ほ
君
の
　
あ
つ
き
め
く
み
そ
　
み
に
お
ほ
え
け
る

 

同

た
か
と
の
も
　
み
な
ミ
に
む
か
ふ
　
お
ほ
き
ミ
の
　
風
心
よ
き
　
あ
ふ
き
な
り
け
り

 

同

た
ま
ハ
れ
る
　
あ
ふ
き
の
風
ハ
　
な
つ
衣
　
す
ゝ
し
の
あ
や
に
　
か
し
こ
か
り
け
り

 

同

富
士
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一
七

と
き
し
ら
ぬ
　
不
二
の
真
雪
に
　
ち
は
や
ふ
る
　
か
み
よ
の
あ
と
ハ
　
い
ま
も
見
え
け
り

 

同

夏
草 

　
　
51
オ
」

う
も
れ
て
も
　
か
と
の
ま
し
ミ
つ
　
す
み
な
れ
て
　
い
ふ
せ
さ
し
ら
ぬ
　
い
ほ
の
夏
く
さ

 

同

な
つ
は
た
ゝ
　
む
く
ら
そ
し
け
る
　
門
さ
し
て
　
な
し
と
い
ふ
へ
き
　
わ
か
こ
ゝ
ろ
か
は

 

同

を
り
〳
〵
ハ
　
き
つ
ね
の
よ
こ
ゑ
　
き
こ
ゆ
ま
て
　
し
け
く
な
り
け
り
　
庭
の
夏
く
さ

 

同

蛍

は
し
居
し
て
　
夕
な
か
め
す
る
　
そ
て
の
か
に
　
な
れ
ぬ
ほ
た
る
そ
　
よ
そ
に
な
り
ゆ
く

 

同

夕
つ
ゝ
の
　
ひ
か
り
も
み
え
ぬ
　
こ
の
く
れ
に
　
す
か
る
ほ
た
る
の
　
さ
を
に
見
え
け
り

 

同

旬

さ
な
へ
と
る
　
な
つ
は
し
つ
め
の
　
ま
つ
り
こ
と
　
け
ふ
を
と
き
と
て
　
き
こ
し
め
す

ら
む 

同

首
夏
鶯

う
く
ひ
す
の
　
声
お
い
な
か
ら
　
夏
き
て
も
　
し
つ
け
き
庭
は
　
た
ち
も
は
な
れ
す

 
同

幽
栖
夏
来

あ
さ
風
に
　
わ
か
葉
そ
よ
き
て
　
わ
か
こ
ゝ
ろ
　
夏
に
う
つ
ろ
ふ
　
に
は
そ
し
つ
け
き

 

同

わ
か
や
と
の
　
う
ゑ
木
の
ミ
つ
え
　
つ
ゆ
ち
り
て
　
こ
け
の
花
さ
く
　
夏
ハ
き
に
け
り

 

同

海
部

う
か
ひ
い
つ
る
　
お
き
つ
し
ほ
合
　
か
ひ
な
く
ハ
　
か
ら
き
世
を
し
も
　
い
か
て
わ
た

ら
ん 

同

 

51
ウ
」

む
か
し
あ
へ
る
女
に

お
な
し
よ
に
　
あ
り
と
ハ
か
り
の
　
な
く
さ
め
も
　
は
か
な
や
ひ
と
は
　
よ
そ
に
き
く

ら
む 

同

対
樹
恋
春
花

春
花
を
　
い
ま
も
し
た
ひ
て
　
わ
か
葉
か
け
　
と
ひ
か
ふ
て
ふ
そ
　
吾
こ
ゝ
ろ
な
る

 

同

お
ひ
し
け
る
　
梢
動
か
し
　
夕
か
せ
ハ
　
ふ
け
と
も
ち
ら
ぬ
　
は
な
の
お
も
か
け

 

同

水
鶏
驚
夢

う
き
ひ
と
の
　
そ
も
な
に
な
れ
や
　
お
も
ひ
ね
の
　
ゆ
め
さ
ま
た
け
る
　
た
ゝ
く
く
ひ

な
ハ 

同

こ
と
な
ら
ハ
　
う
き
よ
の
ゆ
め
も
　
さ
ま
さ
な
む
　
た
ゝ
き
も
や
ま
ぬ
　
よ
は
の
く
ひ

な
ハ 

同

ま
く
ら

ミ
つ
の
と
も
　
い
ま
は
も
の
う
く
　
老
ぬ
れ
ハ
　
枕
ハ
か
り
そ
　
う
れ
し
か
り
け
る

 

同

待
郭
公

ほ
と
ゝ
き
す
　
こ
よ
ひ
か
な
ら
す
　
ふ
り
い
て
ゝ
　
な
き
と
な
か
な
む
　
あ
め
も
よ
ふ
也

 

同

市

よ
の
ち
り
の
　
た
ち
さ
わ
く
な
る
　
い
ち
な
か
も
　
心
か
ら
こ
そ
　
や
す
く
す
み
け
れ

 

同

 

52
オ
」

稀
逢
恋

か
ら
い
と
の
　
つ
ま
は
ほ
と
〳
〵
　
た
ゆ
へ
し
と
　
み
え
て
あ
ふ
よ
も
　
あ
れ
ハ
あ
り

け
り 

同

野
川
に
舟
ハ
あ
り
な
か
ら
棹
な
か
り
け
れ
ハ
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一
八

わ
た
り
も
り
　
い
か
な
る
ゆ
め
か
　
む
す
ふ
ら
む
　
つ
な
き
す
て
た
る
　
の
ち
の
川
船

 

同

わ
た
せ
を
と
　
よ
ふ
に
こ
た
へ
も
　
な
ミ
の
上
に
　
わ
か
こ
ゝ
ろ
さ
へ
　
た
ゝ
よ
へ
り

け
り 

同

す
ゝ
め
の
こ
の
す
た
ち
た
る
を
見
て

あ
さ
る
と
て
　
た
ち
ゆ
く
お
や
を
　
し
た
ふ
な
る
　
こ
ゝ
ろ
う
つ
く
し
き
　
ひ
な
す
ゝ

め
か
な 

同

す
ゝ
め
こ
の
　
ま
た
か
た
よ
わ
き
　
は
風
に
も
　
な
ひ
く
わ
か
葉
の
　
か
け
そ
す
ゝ
し
き

 

同

新
竹

わ
か
た
け
の
　
も
と
つ
葉
す
ゑ
葉
　
し
け
り
け
り
　
あ
さ
ゆ
ふ
風
の
　
ふ
く
と
せ
し
ま
に

 

同

お
ひ
そ
め
て
　
い
く
か
な
ら
ぬ
に
　
夏
か
け
の
　
う
れ
し
き
い
ろ
を
　
み
す
る
た
け
か
な

 

同

石
堪
か
前
栽
の
と
こ
夏
に
　
ち
り
も
は
ら
ハ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を

さ
し
て
お
く
り
け
れ
ハ

う
る
ハ
し
き
　
き
み
か
め
つ
な
る
　
床
夏
に
　
ち
り
て
ふ
こ
と
は
　
い
か
て
か
く
へ
き

 

同

 
52
ウ
」

船
中
見
花

さ
し
て
ゆ
く
　
か
た
ハ
た
か
へ
と
　
吾
ふ
ね
の
　
さ
を
と
り
な
ほ
し
　
花
を
し
そ
ミ
る

 

同

か
け
て
ほ
す
　
岸
こ
き
は
な
れ
　
ゆ
く
船
の
　
あ
と
な
き
花
の
　
浪
の
ぬ
れ
き
ぬ

 

同

詞
和
悲

い
つ
も
た
ゝ
　
め
づ
ら
し
け
な
き
　
こ
と
よ
さ
に
　
た
ゝ
よ
ハ
し
く
て
　
よ
を
わ
た
る

か
な 

同

立
よ
り
て
　
ひ
か
ハ
よ
り
つ
く
　
見
え
な
か
ら
　
岸
か
け
た
か
き
　
青
柳
の
い
と

 

同

山
残
雪

雪
な
か
ら
　
か
す
む
た
か
ね
の
　
あ
け
ほ
の
ハ
　
心
に
う
か
ふ
　
花
の
い
ろ
か
な

 

同

い
つ
し
か
と
　
花
ま
ち
わ
た
る
　
春
の
日
に
　
つ
れ
な
く
み
ゆ
る
　
山
の
し
ら
雪

 

同

み
ね
の
雪
　
な
と
ゝ
け
さ
ら
ん
　
吾
や
と
の
　
松
ハ
の
と
け
き
　
春
風
そ
ふ
く

 

同

は
る
か
す
ミ
　
す
て
に
あ
ま
ね
き
　
八
重
山
の
　
あ
な
た
の
ミ
ね
に
　
の
こ
る
白
雪

 

同

分
ぬ
と
は
　
ミ
え
ぬ
も
の
か
ら
　
春
の
日
の
　
光
に
そ
む
く
　
ミ
ね
の
し
ら
雪

 

同

お
く
山
の
　
真
木
の
下
根
ハ
　
い
つ
と
け
む
　
も
の
と
も
な
し
ニ
　
の
こ
る
し
ら
雪

 

同

 

53
オ
」

い
は
か
ね
の
　
な
み
の
音
た
か
く
　
な
り
ゆ
く
を
　
雪
な
ほ
ふ
か
し
　
水
上
の
山

 

同

か
け
ろ
ふ
の
　
も
ゆ
る
春
へ
を
　
い
つ
と
ち
る
　
な
ほ
き
え
さ
ら
む
　
嶺
の
し
ら
ゆ
き

 

同

い
ま
い
く
か
　
あ
り
な
ハ
つ
き
む
　
け
ふ
〳
〵
と
　
ミ
と
り
そ
ひ
ゆ
く
　
み
ね
の
し
ら

雪

 

同

山
さ
く
ら
　
は
や
も
咲
め
と
　
か
り
か
ね
も
　
あ
や
し
む
ハ
か
り
　
の
こ
る
し
ら
雪

 

同

野
春
草

お
も
か
け
に
　
あ
き
の
に
し
き
も
　
春
霞
　
あ
さ
ミ
と
り
な
る
　
の
へ
の
は
き
ハ
ら

 

同

青
柳
の
　
え
た
も
し
つ
け
き
　
は
る
風
の
　
ゆ
く
へ
し
ら
る
ゝ
　
の
へ
の
若
草
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一
九

 

同

か
す
ミ
た
つ
　
の
も
り
か
い
ほ
を
　
春
草
の
　
花
つ
ミ
か
て
ら
　
け
ふ
や
と
ハ
ま
し

 

同

つ
み
て
皆
　
か
へ
る
を
見
れ
ハ
　
春
の
ゝ
に
　
す
ミ
れ
て
ふ
名
そ
　
こ
と
に
し
有
け
る

 

同

か
す
み
た
つ
　
の
へ
ゆ
き
か
へ
り
　
若
く
さ
の
　
あ
を
き
を
ふ
ミ
て
　
あ
そ
ふ
の
と
け
さ

 

同

は
つ
わ
か
な
　
つ
ミ
し
や
い
つ
ら
　
春
ふ
か
く
　
い
く
田
の
を
の
ゝ
　
を
く
さ
お
ひ
け
り

 

同

春
の
ゝ
に
　
さ
く
や
あ
さ
ミ
の
　
あ
さ
ま
し
く
　
あ
さ
み
は
つ
へ
き
　
く
さ
の
は
も
な
し

 

同

た
て
よ
こ
に
　
春
の
大
野
を
　
と
ひ
か
ひ
て
　
わ
か
く
さ
む
し
ろ
　
て
ふ
や
お
る
ら
む

 

同

う
つ
く
し
く
　
春
の
小
草
の
　
う
ち
な
ひ
き
　
霜
の
な
こ
り
も
　
見
え
ぬ
の
へ
か
な

 

同

 

53
ウ
」

あ
さ
ミ
と
り
　
か
す
む
お
ほ
の
に
　
う
ち
な
ひ
く
　
く
さ
の
色
こ
そ
　
春
の
も
の
な
れ

 

同

望
遠
帆

松
か
け
ハ
　
や
ゝ
く
れ
行
て
　
沖
わ
た
る
　
ほ
の
か
に
の
こ
る
　
夕
ひ
か
け
か
な

 

同

つ
く
し
ふ
ね
　
い
ま
や
は
る
か
に
　
よ
せ
つ
ら
ん
　
ほ
か
け
つ
ら
ね
て
　
み
え
わ
た
り

け
り 

同

あ
さ
あ
ら
し
　
ほ
と
よ
く
お
ち
て
　
も
ゝ
ふ
ね
の
　
ほ
か
け
つ
ら
な
る
　
青
海
の
原

 

同

む
ら
さ
き
の
　
わ
た
る
と
見
し
も
　
と
き
の
ま
に
　
お
き
つ
ほ
た
か
く
　
あ
ら
ハ
れ
に

け
り 

同

い
り
日
さ
す
　
と
よ
は
た
く
も
と
　
見
え
つ
る
ハ
　
な
に
は
に
よ
す
る
　
真
帆
に
そ
有

け
る 

同

な
み
風
の
　
お
と
も
し
つ
か
に
　
お
ほ
ふ
ね
の
　
ほ
の
見
え
そ
め
て
　
あ
く
る
海
ハ
ら

 

同

夕
日
さ
す
　
し
ま
ね
ハ
は
や
く
　
く
れ
は
て
て
　
お
き
つ
ほ
か
け
そ
　
雲
に
ま
き
る
ゝ

 

同

つ
く
し
か
た
　
西
や
ふ
く
ら
ん
　
朝
ふ
ね
の
　
ほ
の
か
に
見
え
て
　
あ
く
る
う
ら
波

 

同

う
ち
わ
た
す
　
あ
か
し
の
と
な
み
　
た
か
ゝ
ら
し
　
ま
ほ
に
か
た
ほ
に
　
ふ
ね
の
ゆ
く

見
ゆ 

同

ま
ほ
た
か
く
　
吹
上
の
は
ま
の
　
こ
の
ま
よ
り
　
見
え
て
な
に
は
に
　
は
つ
る
百
船

 

同

お
き
つ
風
　
お
ひ
て
吹
ら
む
　
あ
り
そ
波
　
ほ
の
か
に
み
ゆ
る
　
な
た
の
う
ら
風

 

同

故
郷
花 

　
54
オ
」

あ
れ
ぬ
れ
と
　
軒
場
の
花
は
　
つ
は
く
ら
め
　
い
く
は
る
か
よ
ふ
　
栞
な
る
ら
ん

 

同

牛
は
な
つ
　
野
と
な
り
ゆ
か
ハ
　
此
は
な
や
　
お
の
か
ゝ
き
つ
の
　
名
を
の
こ
す
ら
ん

 

以
下
同

い
る
ひ
と
も
　
な
く
て
の
と
け
く
　
花
見
る
そ
　
よ
も
き
か
そ
ま
の
　
か
ひ
に
ハ
あ
り

け
る

ふ
る
さ
と
に
　
か
く
て
わ
か
よ
ハ
　
つ
く
さ
な
ん
　
の
き
は
の
は
な
の
　
か
れ
ぬ
か
き

り
ハ

ふ
り
ぬ
と
て
　
こ
の
さ
と
を
し
も
　
い
て
ゝ
い
な
ハ
　
心
か
ろ
し
と
　
は
な
や
お
も
は
む

そ
の
か
ミ
の
　
さ
か
え
し
ら
れ
て
　
風
か
を
る
　
た
き
の
ミ
や
こ
の
　
山
さ
く
ら
は
な

さ
く
花
の
　
い
ろ
そ
ふ
り
せ
ぬ
　
か
す
み
た
つ
　
お
ほ
ミ
や
と
こ
ろ
　
さ
た
か
な
ら
ね
と

み
や
ひ
と
の
　
か
さ
し
の
さ
く
ら
　
は
な
さ
き
ぬ
　
し
か
の
山
も
り
　
い
ま
は
お
か
ね
と

い
た
づ
ら
に
　
花
な
ち
ら
し
そ
　
あ
す
か
風
　
お
ほ
ミ
や
ひ
と
ハ
　
よ
し
め
て
す
と
も

あ
ふ
ミ
の
や
　
ミ
や
き
ハ
ふ
り
て
　
咲
に
け
り
　
い
ま
も
そ
の
よ
の
　
は
な
の
さ
ゝ
な
み
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二
〇

暮
春
雨

つ
ゆ
お
も
く
　
こ
す
ゑ
し
け
り
て
　
は
な
の
く
も
　
い
ま
ハ
あ
と
な
き
　
に
は
の
は
る
雨

う
ち
し
め
り
　
さ
め
〳
〵
と
の
ミ
　
さ
ほ
ひ
め
や
　
春
の
わ
か
れ
の
　
そ
て
し
ほ
る
ら
ん

降
雨
に
　
ミ
か
さ
ま
さ
れ
と
　
は
る
ハ
今
　
い
つ
ち
い
く
た
の
　
川
の
し
ら
な
ミ

 

54
ウ
」

さ
の
ミ
な
と
　
あ
め
ハ
ふ
る
ら
ん
　
ち
り
の
こ
る
　
は
な
を
ゝ
し
め
る
　
ひ
と
に
そ
む

き
て

ふ
り
そ
ゝ
く
　
雨
の
ま
か
ひ
に
　
ゆ
く
春
ハ
　
う
め
の
ミ
の
を
や
　
と
り
て
き
つ
ら
む

春
雨
の
　
け
ふ
さ
へ
ふ
り
て
　
う
の
は
な
の
　
か
き
ね
の
雪
と
　
日
か
す
つ
み
け
り

ゆ
く
春
に
　
は
ひ
ま
つ
ハ
れ
る
　
ふ
ち
な
み
の
　
い
ろ
さ
へ
夏
に
　
う
つ
る
あ
め
か
な

け
ふ
も
ま
た
　
あ
め
の
ふ
る
え
の
　
も
ろ
蛙
　
な
き
て
を
し
め
と
　
春
そ
く
れ
ゆ
く

か
き
く
ら
し
　
あ
め
ハ
な
ふ
り
そ
　
と
ゝ
ま
ら
ぬ
　
よ
の
こ
と
わ
り
の
　
は
る
の
わ
か

れ
を

あ
め
そ
ゝ
く
　
わ
か
葉
の
つ
ゆ
に
　
ぬ
れ
な
か
ら
　
老
ハ
か
く
れ
ぬ
　
う
く
ひ
す
の
声

惜
別
恋

む
つ
ま
し
く
　
つ
は
さ
な
ら
ふ
る
　
ね
く
ら
と
り
　
な
か
て
わ
か
る
ゝ
　
あ
か
つ
き
や

あ
る

お
ほ
か
た
ハ
　
ゆ
ふ
へ
を
う
し
と
　
い
ふ
め
れ
と
　
あ
ひ
て
わ
か
る
ゝ
　
あ
か
つ
き
の

そ
ら

を
し
み
つ
る
　
そ
の
暁
の
　
お
も
か
け
ハ
　
ま
き
の
は
し
ら
を
　
た
ち
も
は
な
れ
す

ふ
し
の
ま
に
　
あ
け
ん
と
そ
す
る
　
な
に
は
え
や
　
み
し
か
き
あ
し
の
　
よ
を
ハ
た
の

め
ハ

わ
か
ゝ
け
を
　
ひ
と
に
見
え
む
ハ
　
う
き
も
の
ゝ
　
さ
ら
に
わ
か
れ
ん
　
こ
ゝ
ち
社
（
こ
そ
）せ
ね

玉
な
ら
ハ
　
涙
を
ぬ
き
て
　
き
ぬ
〳
〵
の
　
そ
て
の
か
た
み
に
　
と
り
か
へ
て
ま
し

 

55
オ
」

あ
ひ
見
つ
ゝ
　
は
る
る
こ
ゝ
ろ
ハ
　
し
は
し
に
て
　
ま
た
た
ち
か
は
る
　
む
ね
の
朝
霧

か
り
そ
め
の
　
わ
か
れ
も
う
し
や
　
し
の
ふ
く
さ
　
わ
れ
に
の
き
は
の
　
つ

ゆ
な
ら
ね
と
も
　

よ
こ
く
も
の
　
わ
か
る
ゝ
と
き
は
　
ふ
た
な
ミ
の
　
つ
く
ハ
の
山
の
　
名
さ
へ
う
ら
め
し

ゆ
く
す
ゑ
を
　
お
も
へ
ハ
こ
そ
ハ
　
下
の
お
ひ
の
　
け
さ
ハ
か
た
〳
〵
　
た
ち
も
わ
か

る
れ

晴
後
青
山

ぬ
れ
い
ろ
の
　
ミ
と
り
う
つ
く
し
　
し
ら
く
も
の
　
は
る
ゝ
き
の
ふ
の
　
あ
め
の
か
く
山

五
日
節
会

た
め
し
と
て
　
あ
や
め
の
つ
ゆ
の
　
た
ま
か
き
に
　
う
か
ふ
ち
と
せ
を
　
き
こ
し
め
す

ら
む

ゆ
く
ミ
つ
の
　
よ
と
の
ゝ
あ
や
め
　
ひ
か
れ
て
ハ
　
く
も
の
う
へ
に
そ
　
け
ふ
ハ
か
を

れ
る

お
ほ
庭
に
　
た
ち
つ
ら
な
り
て
　
た
ち
は
な
を
　
ち
か
き
ま
も
り
の
　
そ
て
に
か
く
ら
む

葵

あ
ふ
ひ
く
さ
　
か
さ
ゝ
ぬ
そ
て
も
　
な
か
り
け
り
　
か
も
の
ミ
や
ち
に
　
つ
と
ふ
も
ろ
人

な
に
そ
と
ハ
　
お
も
ひ
や
り
な
き
　
さ
と
の
こ
も
　
か
さ
す
こ
と
ゝ
て
　
あ
ふ
ひ
ひ
く

ら
む

遅
桜 

　
　
55
ウ
」

春
は
よ
の
　
は
な
〳
〵
し
と
て
　
山
か
け
に
　
ひ
と
り
お
く
れ
て
　
け
ふ
や
さ
く
ら
む

詞
和
恋

た
ち
よ
り
て
　
ひ
か
ハ
よ
る
へ
く
　
見
え
な
か
ら
　
き
し
か
け
た
か
き
　
あ
を
や
き
の

い
と

百
合

お
く
つ
ゆ
の
　
い
ろ
う
つ
く
し
き
　
さ
ゆ
り
葉
の
　
ミ
つ
は
よ
つ
は
に
　
花
も
咲
け
り

夏
月
涼

い
か
て
か
く
　
す
ゝ
し
か
る
ら
ん
　
て
る
月
ハ
　
な
つ
の
ほ
か
な
る
　
そ
ら
ハ
ゆ
か
し
を

聞
声
恋

ひ
さ
の
上
に
　
な
ら
す
も
は
か
な
　
か
ら
ね
こ
の
　
声
き
く
の
ミ
を
　
な
く
さ
め
に
し
て

も
の
こ
し
に
　
そ
な
ら
ぬ
声
を
　
き
く
に
た
に
　
ま
つ
う
ち
さ
わ
く
　
む
ね
そ
く
る
し
き

乍
臥
無
実
恋
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一

な
よ
ゝ
か
に
　
そ
の
く
ろ
か
ミ
ハ
　
う
ち
な
ひ
き
　
ふ
す
と
ハ
か
り
に
　
明
は
て
に
け
り

よ
り
そ
ひ
し
　
な
か
の
衣
の
　
い
か
な
れ
ハ
　
こ
よ
ひ
た
に
猶
　
へ
た
て
は
つ
ら
む

 

56
オ
」

渡
五
月
雨

お
ほ
か
た
の
　
わ
た
り
も
い
ま
や
　
絶
ぬ
ら
ん
　
は
れ
ぬ
さ
つ
き
の
　
天
の
河
ふ
ね

窓
前
蛍

か
ひ
な
し
と
　
ま
と
の
ほ
た
る
ハ
　
よ
る
ひ
か
る
　
た
ま
〳
〵
き
て
も
　
と
ま
ら
さ
る

ら
む

空
帰
恋

う
ち
と
け
ぬ
　
ひ
と
を
ハ
さ
の
ミ
　
こ
り
す
ま
に
　
ま
た
よ
る
な
ミ
の
　
た
ち
か
へ
る
也

菖
蒲

た
ち
な
ら
ふ
　
小
屋
の
ゝ
き
ハ
も
　
あ
や
め
く
さ
　
ふ
き
の
こ
さ
し
と
　
け
ふ
や
ひ
く

ら
む

つ
き
ぬ
よ
の
　
た
め
し
も
し
る
く
　
あ
や
め
く
さ
　
ひ
き
の
こ
さ
れ
て
　
な
ほ
し
け
り

け
り

大
淀
浦
夏

あ
ま
を
ふ
ね
　
ち
れ
る
こ
の
ハ
と
　
う
き
み
る
の
　
う
き
て
も
ゝ
し
き
　
お
ほ
よ
と
の

う
ら

玉
江
夏

か
り
の
こ
す
　
つ
ゆ
の
た
ま
え
の
　
あ
や
め
く
さ
　
す
ゑ
は
ミ
た
る
ゝ
　
さ
ミ
た
れ
の

こ
ろ

瓢 

56
ウ
」

と
し
こ
と
に
　
ち
な
り
い
ほ
な
り
　
な
り
ひ
さ
こ
　
な
り
さ
か
ゆ
へ
き
　
み
に
も
あ
る

か
な

山
家
五
月
雨

さ
み
た
れ
に
　
つ
ね
ハ
ミ
つ
な
き
　
い
は
ま
よ
り
　
た
き
な
ミ
こ
ゆ
る
　
山
か
け
の
さ
と

て
つ
く
り
の
　
山
す
か
み
の
も
　
さ
み
た
れ
の
　
く
も
ゐ
へ
た
つ
る
　
さ
と
の
な
か
か
き

あ
ひ
そ
め
た
る
女
に
行
末
の
こ
と
何
や
か
や
と
ち
き
り
て

い
た
ふ
ら
む
　
心
も
し
ら
す
　
は
つ
く
さ
の
　
こ
と
の
葉
し
け
く
　
ち
き
り
つ
る
か
な

山
里
に
ほ
と
ゝ
き
す
き
ゝ
に
ゆ
き
た
る
に
う
の
花
の
さ
か
り
也
け
れ
ハ

ほ
と
ゝ
き
す
　
わ
か
た
つ
ね
こ
し
　
山
口
に
　
う
ら
ま
さ
し
く
も
　
さ
け
る
う
の
花

夏
の
は
し
め
つ
か
た
大
ゐ
川
に
船
う
け
て
嵐
山
の
わ
か
葉
を
見
る

さ
月
ニ
ハ
　
ま
た
も
き
て
見
む
　
お
ほ
ゐ
河
　
う
か
ひ
か
て
ら
に
　
ミ
ね
の
わ
か
葉
を

幽
栖
首
夏

た
れ
を
か
も
　
た
え
す
よ
ふ
ら
む
　
よ
ふ
こ
と
り
　
な
つ
の
は
し
め
の
　
い
ほ
の
し
け

み
に

早
苗

さ
く
ら
人
　
さ
な
へ
と
る
ら
し
　
千
町
田
の
　
た
づ
ら
に
た
つ
の
　
声
さ
わ
く
也

 

57
オ
」

遊
女

う
か
れ
め
の
　
み
ハ
う
か
ひ
火
の
　
か
け
な
れ
や
　
し
つ
ミ
も
は
て
す
　
よ
を
わ
た
り

つ
ゝ

月
前
郭
公

声
の
ミ
ハ
　
あ
か
す
お
も
ふ
を
　
ほ
と
ゝ
き
す
　
月
に
も
か
け
の
　
見
え
す
な
る
ら
ん

閑
中
蝉

な
つ
の
ひ
は
　
お
き
て
も
ね
て
も
　
を
り
ハ
へ
て
　
せ
み
の
声
の
ミ
　
わ
れ
を
か
た
ら
ふ

樹
陰
納
涼

井
の
へ
な
る
　
桐
の
ひ
と
は
の
　
下
す
ゝ
ミ
　
あ
か
す
も
け
ふ
は
　
む
す
ひ
つ
る
か
な

瓜

あ
ち
き
な
く
　
い
ろ
に
い
て
た
る
　
山
畑
の
　
く
ろ
の
ほ
そ
ち
ハ
　
た
れ
か
と
る
ら
む

夏
故
郷

春
き
て
ハ
　
ゆ
き
ま
見
え
た
る
　
ふ
る
さ
と
の
　
ミ
ち
も
あ
と
な
き
　
庭
の
夏
く
さ

絶
後
恋
人 

57
ウ
」

ひ
と
た
ひ
ハ
　
を
た
え
の
は
し
の
　
う
き
な
か
ら
　
つ
き
て
わ
た
ら
む
　
よ
し
も
あ
ら

な
む

嫉
妬
恋
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二
二

い
せ
の
海
に
　
お
り
た
つ
た
こ
の
　
と
は
か
り
は
　
う
ら
み
と
お
も
へ
と
　
さ
わ
く
あ

た
波

隠
恋

い
る
か
た
ハ
　
さ
す
か
に
み
せ
て
　
か
く
れ
た
る
　
月
の
お
も
わ
そ
　
み
に
そ
は
り
け
る

山
居
雨

山
さ
と
の
　
に
は
の
し
ゝ
か
き
　
つ
ま
こ
め
に
　
く
も
た
ち
の
ほ
る
　
あ
め
そ
さ
ひ
し
き

窟

こ
け
む
し
ろ
　
し
け
る
い
は
や
ハ
　
山
ふ
し
の
　
あ
と
を
と
ゝ
め
ぬ
　
ふ
し
と
な
る
ら
む

本
居
大
刀
自
の
八
十
賀
寄
鏡
祝

す
ゝ
か
か
は
　
ち
よ
へ
ん
松
の
　
か
け
見
え
て
　
き
よ
き
や
そ
せ
の
　
水
か
ゝ
み
か
な

祇
園
臨
時
祭

あ
や
に
し
き
　
と
り
よ
ろ
ひ
た
る
　
山
ほ
こ
の
　
車
お
ほ
ち
を
　
ひ
き
わ
た
し
け
り

 

58
オ
」

い
さ
む
と
て
　
神
の
そ
の
ふ
に
　
馬
長
か
　
ひ
き
つ
ら
ね
た
る
　
そ
て
そ
に
き
は
ふ

榊
葉
ニ
　
ゆ
ふ
と
り
し
て
ゝ
　
み
な
月
の
　
て
る
日
す
ゝ
し
き
　
神
ま
つ
り
か
な

蝉

ミ
な
月
の
　
な
か
は
も
す
き
の
　
こ
す
ゑ
よ
り
　
秋
を
ち
か
ミ
か
　
ひ
く
ら
し
の
声

梢
た
に
　
ゆ
る
く
と
も
な
く
　
あ
つ
き
ひ
に
　
き
つ
ゝ
な
く
な
り
　
せ
み
の
は
こ
ろ
も

を
り
は
へ
て
　
せ
み
の
な
く
ね
も
　
わ
き
か
へ
り
　
し
み
な
か
る
ゝ
　
松
の
し
た
蔭

田
家
夏
興

お
く
つ
ゆ
も
　
こ
ゝ
ろ
よ
け
也
　
う
ゑ
は
て
て
　
風
し
り
そ
む
る
　
か
と
の
わ
か
な
へ

あ
ら
か
し
め
　
あ
き
の
た
の
ミ
を
　
う
ち
む
れ
て
　
か
た
る
さ
と
わ
の
　
夕
す
ゝ
み
か
な

を
ち
こ
ち
に
　
水
せ
き
ワ
く
る
　
か
ふ
ち
た
の
　
た
づ
ら
の
さ
と
の
　
夏
そ
す
ゝ
し
き

野
草
先
秋

ゆ
ふ
つ
ゆ
の
　
に
ほ
ひ
そ
め
け
り
　
む
し
は
猶
　
お
の
か
あ
き
ま
つ
　
の
へ
の
は
き
は
ら

そ
て
に
ち
る
　
つ
ゆ
を
す
ゝ
し
み
　
花
や
と
き
　
あ
き
や
お
そ
き
と
　
た
と
る
の
へ
く
さ

色
に
て
ゝ
　
な
ひ
き
そ
め
て
も
　
な
つ
の
野
の
　
し
か
ハ
つ
れ
な
き
　
萩
の
花
つ
ま

 

58
ウ
」

水
無
月
十
日
ハ
か
り
切
川
の
さ
と
に
て
し
き
り
に
時
鳥
の

な
く
を
聞
て

わ
か
な
へ
の
　
ミ
つ
も
ほ
と
よ
く
　
う
ち
な
ひ
く
　
し
て
の
た
を
さ
は
　
い
ま
も
よ
ふ
也

夕
立

耳
も
と
に
　
い
ま
や
お
ち
く
と
　
な
る
か
み
は
　
か
し
こ
き
も
の
ゝ
　
あ
め
そ
す
ゝ
し
き

な
る
か
ミ
の
　
光
り
な
か
ら
に
　
ミ
ね
こ
し
て
　
い
つ
ち
ゆ
く
ら
む
　
夕
た
ち
の
く
も

祇
園
臨
時
祭

み
を
さ
き
に
　
ほ
こ
う
ち
ふ
り
て
　
み
な
つ
き
の
　
か
ミ
の
み
ゆ
き
の
　
つ
ら
ね
て
そ

ゆ
く

照
射

ゆ
ふ
つ
ゝ
の
　
光
り
き
え
ゆ
く
　
く
も
ま
よ
り
　
ミ
ね
の
ほ
く
し
の
　
か
け
そ
ハ
り
け
り

寄
獣
恋

ひ
と
こ
ゝ
ろ
　
あ
ら
の
ゝ
と
ら
の
　
く
ち
の
ハ
に
　
か
ゝ
る
う
き
な
そ
　
く
る
し
か
り

け
る

神
祇

ゆ
ふ
た
す
き
　
か
け
て
つ
か
ふ
る
　
み
や
ひ
と
の
　
お
き
な
さ
ひ
て
も
　
ミ
ゆ
る
そ
て

か
な 

59
オ
」

夏
月

な
つ
衣
　
か
け
う
す
れ
け
り
　
か
た
し
き
の
　
ゆ
め
は
か
り
な
る
　
み
し
か
よ
の
月

夏
夜
易
明

す
ゝ
し
み
と
　
め
つ
る
ま
も
な
く
　
お
く
つ
ゆ
の
　
月
も
光
も
　
か
け
そ
明
行

か
ね
の
お
と
ハ
　
う
つ
ゝ
な
り
け
り
　
枕
た
に
　
と
り
も
な
ほ
さ
ぬ
　
ミ
し
か
よ
の
月

夕
立

降
ほ
と
ハ
　
う
ち
ミ
た
れ
た
る
　
す
か
の
は
の
　
つ
ゆ
す
ゝ
し
く
も
　
は
る
ゝ
夕
立

谷
風
如
秋

あ
き
あ
り
と
　
ひ
と
し
る
ら
め
や
　
家
し
ま
の
　
た
き
の
う
へ
ふ
く
　
な
つ
の
ゆ
ふ
か
せ

草
花
先
秋

お
り
そ
む
る
　
く
さ
の
に
し
き
の
　
は
し
み
え
て
　
な
つ
く
れ
か
ゝ
る
　
の
へ
の
夕
つ
ゆ



図書館フォーラム第23号（2018）

二
三

み
そ
き
川
　
岸
に
い
ろ
め
く
　
あ
き
萩
を
　
お
も
へ
ハ
は
な
の
　
と
き
に
そ
あ
り
け
る

筆

ひ
と
な
み
に
　
ふ
て
ハ
と
れ
と
も
　
く
ち
を
し
く
　
あ
と
ハ
こ
ゝ
ろ
に
　
ま
か
せ
さ
り

け
り 

59
ウ
」

晩
夏
風

秋
穂
た
る
　
ほ
と
を
ち
か
み
か
　
か
と
た
も
る
　
い
ほ
り
す
ゝ
し
き
　
夕
風
そ
ふ
く

ゆ
ふ
か
け
て
　
す
ゝ
し
く
な
り
ぬ
　
ミ
な
月
の
　
な
こ
し
の
山
の
　
ミ
ね
の
松
風

つ
ゆ
む
す
ふ
　
ま
か
き
に
と
な
る
　
秋
つ
は
の
　
う
す
き
た
も
と
に
　
夕
か
せ
そ
ふ
く

岩
崎
の
網
の
う
け
を
蓋
置
に
し
て
名
を
こ
ハ
れ
け
れ
ハ

な
た
の
し
ほ
ち
と
つ
け
て
よ
め
る
う
た

は
る
〳
〵
と
　
な
た
の
し
ほ
ち
を
　
こ
き
く
れ
ハ
　
ミ
る
め
に
な
る
ゝ
　
あ
ま
の
つ
り

ふ
ね

岩
本
周
道
か
加
賀
国
な
る
山
中
の
い
て
ゆ
あ
み
に
行
け
る
う
ま
の

は
な
む
け
に

つ
ゝ
み
な
く
　
こ
し
に
あ
り
て
ふ
　
し
ら
や
ま
の
　
ゆ
き
て
か
へ
ら
む
　
ほ
と
を
し
そ

ま
つ

や
ま
な
か
に
　
き
み
か
ゆ
あ
み
の
　
か
ひ
あ
り
と
　
ミ
ね
た
ち
な
ら
し
　
し
か
も
鳴
ら
む

連
日
夕
立

こ
の
こ
ろ
ハ
　
い
こ
ま
か
つ
ら
き
　
か
た
ワ
き
て
　
か
ゝ
ら
ぬ
日
な
く
　
夕
た
ち
そ
ふ
る

夕
立
の
　
ふ
る
ひ
さ
ま
ね
ミ
　
つ
ゆ
し
け
き
　
蓮
の
う
き
葉
ハ
　
た
か
く
な
り
け
り

 

60
オ
」

水
無
月
ハ
　
ふ
る
こ
と
わ
り
の
　
夕
立
も
　
日
を
か
さ
ね
て
ハ
　
い
ふ
せ
か
り
け
り

さ
り
け
な
く
　
そ
ら
ハ
は
れ
た
る
　
山
の
は
に
　
か
ゝ
る
や
あ
す
の
　
夕
た
ち
の
く
も

里
蚊
遣
火

山
か
け
や
　
う
ち
わ
た
さ
る
ゝ
　
さ
と
な
ミ
に
　
き
そ
ふ
か
や
り
の
　
夕
け
ふ
り
か
な

ゆ
ふ
か
ほ
の
　
花
の
下
ひ
も
　
う
ち
と
け
て
　
か
た
る
に
あ
か
ぬ
　
さ
と
の
か
や
り
火

寄
帯
恋

こ
ひ
す
て
ふ
　
人
の
こ
ゝ
ろ
ハ
　
お
ひ
な
れ
や
　
と
く
れ
ハ
や
か
て
　
む
す
ひ
そ
め
け
り

な
か
ち
は
の
　
か
み
も
い
さ
め
ぬ
　
み
ち
な
れ
ハ
　
ゆ
き
め
く
り
て
も
　
あ
ハ
ん
と
そ

お
も
ふ

里
蚊
遣
火

風
見
え
て
　
け
ふ
り
の
末
の
　
一
か
た
に
　
な
ひ
き
て
く
る
ゝ
　
さ
と
の
か
や
り
ひ

漁
家
夏
月

月
な
か
ら

つ
ゆ
う
ち
は
ふ
く
　
鳴
つ
と
り
　
う
の
ゐ
か
い
そ
の
　
さ
と
そ
す
ゝ
し
き

背
面
美
人

さ
し
か
さ
す
　
あ
ふ
き
の
つ
ま
の
　
は
つ
〳
〵
に
　
ま
み
の
に
ほ
ひ
そ
　
こ
ほ
れ
か
ゝ

れ
る

世
治
文
事
興 

60
ウ
」

と
も
の
お
と
ハ
　
よ
も
に
絶
つ
ゝ
　
ひ
と
こ
と
に
　
こ
と
ゝ
ふ
み
ゝ
る
　
ち
よ
の
ふ
る

み
ち

し
は
し
く
ハ
　
な
み
の
さ
わ
き
の
　
浜
ち
と
り
　
た
え
に
し
あ
と
も
　
お
こ
る
み
よ
か
な

左
手
の
　
ゆ
み
と
る
か
た
ハ
　
お
た
し
く
て
　
こ
と
は
の
は
や
し
　
し
け
る
み
よ
か
な

蜘
の
い
と
に
つ
ゆ
の
か
ゝ
り
た
る
を
み
て

お
な
し
く
ハ
　
ゆ
ふ
か
た
ま
け
て
　
月
か
け
も
　
ぬ
き
て
と
ゝ
め
よ
　
く
も
の
ゐ
の
つ
ゆ

し
ら
つ
ゆ
の
　
た
ま
ぬ
き
か
け
つ
　
む
ら
雨
の
　
よ
そ
に
く
れ
ゆ
く
　
く
も
の
い
と
す
ち

さ
ゝ
か
に
の
　
く
も
の
ぬ
き
た
る
　
た
ま
の
を
の
　
ほ
と
〳
〵
し
く
も
　
ゆ
ふ
か
せ
そ
吹

み
の
い
や
し
き
を
い
と
ひ
て
人
の
つ
れ
な
か
り
け
れ
ハ

い
た
つ
ら
に
　
ぬ
れ
ぬ
よ
そ
な
き
　
い
と
は
る
ゝ
　
わ
か
み
し
つ
え
の
　
松
の
下
つ
ゆ

い
や
し
と
て
　
さ
の
み
な
い
ひ
そ
　
瓜
つ
く
り
　
み
の
な
る
こ
と
も
　
な
と
か
な
か
ら
む

七
月
四
日
の
夜
船
に
せ
う
よ
う
し
け
る
に

こ
ゝ
に
し
も
　
か
よ
ひ
き
ぬ
ら
ん
　
七
夕
の
　
ひ
れ
ふ
き
か
へ
す
　
あ
ま
の
川
風

な
か
つ
せ
に
　
ふ
ね
さ
し
と
め
て
　
風
ま
て
ハ
　
水
の
う
へ
に
そ
　
あ
き
ハ
う
か
め
る

 

61
オ
」

初
秋
風

せ
み
の
鳴
　
梢
う
こ
か
し
　
こ
の
ゆ
ふ
へ
　
そ
て
に
し
た
し
き
　
あ
き
風
そ
ふ
く
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二
四

た
な
ハ
た
の
　
お
る
い
ほ
は
た
の
　
か
ら
に
し
き
　
ま
た
き
に
秋
の
　
風
そ
た
ミ
け
る

初
秋
露

う
す
衣
　
そ
て
に
お
ほ
ゆ
る
　
す
ゝ
し
さ
も
　
ま
た
は
つ
あ
き
の
　
の
へ
の
し
ら
つ
ゆ

き
の
ふ
よ
り
　
け
に
そ
す
ゝ
し
き
　
秋
と
い
へ
ハ
　
つ
ゆ
の
こ
ゝ
ろ
も
　
お
き
か
は
る

な
り

新
秋
月

つ
は
く
ら
め
　
ま
た
軒
場
も
る
　
ゆ
ふ
月
に
　
か
り
の
た
よ
り
や
　
ま
ち
い
そ
く
ら
む

き
り
の
葉
の
　
一
は
二
は
と
　
ち
る
ま
ゝ
に
　
さ
や
け
く
な
り
ぬ
　
の
き
の
月
か
け

秋
田
露

う
ち
な
ひ
く
　
か
と
た
の
い
な
ハ
　
あ
さ
ゆ
ふ
の
　
つ
ゆ
を
ふ
ゝ
み
て
　
や
つ
か
た
り

け
ん

う
ゑ
し
よ
り
　
こ
ゝ
ろ
お
き
た
る
　
さ
と
わ
た
の
　
い
な
は
の
つ
ゆ
の
　
あ
き
と
な
り

け
り

秋
夕

ま
は
き
咲
　
秋
の
ゆ
ふ
へ
ハ
　
お
く
つ
ゆ
の
　
玉
し
く
に
は
も
　
さ
ひ
し
か
る
ら
む

 

61
ウ
」

あ
ま
つ
か
り
　
い
ま
た
な
か
ね
と
　
ゆ
ふ
つ
ゆ
の
　
も
る
や
か
と
た
の
　
い
ほ
そ
わ
ひ

し
き

栽
萩

さ
を
し
た
に
　
ま
か
せ
は
て
ん
か
　
く
や
し
さ
に
　
ね
こ
し
来
に
け
り
　
の
へ
の
秋
は
き

ね
こ
し
き
て
　
う
つ
さ
ぬ
つ
ゆ
も
　
お
の
つ
か
ら
　
ゆ
ふ
へ
ハ
ふ
か
き
　
は
き
の
う
へ

か
な

閑
庭
萩

わ
か
や
と
の
　
か
せ
の
や
と
り
の
　
萩
な
ら
ハ
　
あ
き
を
あ
き
と
も
　
し
ら
す
や
あ
ら

ま
し

さ
ひ
し
と
て
　
さ
の
み
い
と
は
し
　
風
の
お
と
も
　
き
ゝ
な
し
か
ら
の
　
庭
の
萩
原

七
夕
船

あ
ま
の
川
　
ま
か
ち
し
ゝ
ぬ
き
　
お
し
わ
た
る
　
ふ
ね
よ
り
さ
き
に
　
ゆ
く
こ
ゝ
ろ
か

なわ
か
こ
ゝ
ろ
　
ひ
と
ひ
も
お
ち
す
　
の
り
な
か
ら
　
け
ふ
の
み
わ
た
る
　
あ
ま
の
か
は

ふ
ね

草
花
映
月

つ
ゆ
見
え
て
　
な
ひ
き
あ
ひ
た
る
　
花
ゝ
に
　
ひ
か
り
を
く
は
る
　
の
へ
の
月
か
な

わ
か
や
と
の
　
庭
の
つ
ゆ
く
さ
　
よ
る
み
れ
ハ
　
月
こ
そ
は
な
の
　
に
ほ
ひ
な
り
け
れ

庭
虫 

62
オ
」

に
は
く
さ
の
　
下
葉
に
む
す
ふ
　
つ
ゆ
の
ま
も
　
な
と
ま
と
ろ
み
て
　
む
し
の
鳴
ら
む

あ
き
を
へ
て
　
つ
ゆ
に
た
へ
に
し
　
わ
か
や
と
の
　
う
き
を
さ
の
ミ
ハ
　
む
し
の
な
く

ら
む

七
夕
霧

ひ
こ
ほ
し
の
　
な
け
き
の
さ
き
り
　
な
ひ
け
と
も
　
天
の
川
ち
ハ
　
明
わ
た
り
け
り

七
夕
山

は
か
な
く
て
　
わ
か
れ
も
ゆ
く
か
　
た
な
は
た
の
　
た
む
け
の
や
ま
の
　
み
ね
の
よ
こ

く
も

寄
床
恋

も
の
お
も
ふ
　
わ
か
身
を
つ
く
し
　
つ
く
〳
〵
と
　
な
ミ
た
に
く
る
ゝ
　
と
こ
の
海
か
な

床
の
ち
り
　
い
た
つ
ら
な
か
ら
　
は
ら
ふ
ま
に
　
な
け
き
ハ
い
と
ゝ
　
た
か
く
な
り
け
り

山
中
間 

貴 

か
よ
ま
せ
た
る
今
宮
の
里
の
八
景
の
う
た

荒
陵
晩
鐘

な
に
ハ
て
ら
　
い
り
あ
ひ
の
か
ね
の
　
声
く
れ
て
　
あ
ハ
れ
さ
ひ
し
き
　
を
か
の
松
風

三
津
夜
雨

ぬ
る
ま
た
に
　
あ
ま
の
た
も
と
や
　
し
ほ
る
ら
ん
　
ミ
つ
の
と
ま
や
の
　
よ
は
の
む
ら

さ
め

広
田
秋
月 

62
ウ
」

は
ふ
り
こ
か
　
か
へ
す
た
も
と
に
　
花
と
ち
る
　
ひ
ろ
た
の
も
り
の
　
あ
き
の
よ
の
月

紀
路
暮
雪

か
せ
さ
え
て
　
ほ
の
か
に
く
れ
ぬ
　
七
越
の
　
み
ね
の
あ
な
た
の
　
き
ち
の
し
ら
ゆ
き
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二
五

湊
江
帰
帆

み
な
と
江
や
　
か
せ
も
し
つ
け
き
　
し
ほ
ふ
ね
の
　
ほ
か
け
な
ら
へ
て
　
く
れ
か
ゝ
り

け
り

木
津
落
雁

い
く
つ
ら
か
　
と
も
よ
ひ
つ
れ
て
　
天
つ
か
り
　
き
つ
の
さ
と
わ
た
　
あ
き
ふ
け
に
け
り

淡
路
夕
照

よ
る
な
ミ
の
　
お
と
も
さ
や
か
に
　
夕
く
れ
の
　
ひ
か
り
た
ゝ
さ
す
　
あ
ハ
ち
し
ま
や
ま

清
江
晴
嵐

す
み
の
え
の
　
お
き
へ
は
る
か
に
　
く
も
晴
て
　
松
の
あ
ら
し
の
　
お
と
そ
し
つ
け
き

釈
奠

海
山
の
　
も
の
を
つ
ら
ね
て
　
お
ほ
前
に
　
お
き
て
ま
つ
れ
る
　
け
ふ
に
も
あ
る
か
な

 

63
オ
」

お
ほ
く
に
ゝ
　
み
ち
を
つ
た
へ
て
　
ま
つ
ら
る
ゝ
　
け
ふ
を
う
れ
し
と
　
た
ま
や
う
く

ら
ん

秋
風
に
　
そ
て
ふ
き
か
へ
し
　
う
る
ハ
し
く
　
な
ら
ふ
ふ
み
や
の
　
つ
か
さ
ひ
と
か
な

か
ら
く
に
の
　
を
し
へ
の
み
ち
の
　
大
人
た
ち
の
　
ミ
か
た
つ
ら
ね
て
　
け
ふ
そ
ま
つ

れ
る

い
く
秋
か
　
か
け
つ
た
へ
け
ん
　
も
ろ
こ
し
の
　
く
に
ゝ
か
し
こ
き
　
ひ
と
の
ミ
か
た
は

お
き
な
ら
へ
　
ま
つ
る
き
の
ふ
の
　
大
御
食
を
　
す
め
ら
み
こ
と
の
　
き
こ
し
め
す
ら
ん

ふ
み
つ
く
り
　
御
饌
た
て
ま
つ
る
　
あ
き
の
ひ
の
　
と
く
く
れ
を
し
き
　
ま
つ
り
な
り

け
り

山
田
春
思
か
子
う
ま
せ
た
る
を
い
は
ひ
て

松
か
え
に
　
は
く
ゝ
ミ
ひ
た
す
　
ひ
な
つ
る
の
　
い
く
ち
よ
〳
〵
と
　
な
き
は
し
む
ら
ん

古
寺
松

い
ろ
の
ミ
ハ
　
そ
の
よ
の
ま
ゝ
に
　
つ
ゆ
し
も
を
　
い
く
よ
か
ふ
り
し
　
て
ら
の
松
か
え

御
佛
ハ
　
ひ
さ
も
く
つ
さ
ぬ
　
寺
な
か
ら
　
い
ら
か
ふ
り
た
る
　
松
の
し
た
か
け

新
秋
月

天
の
川
　
く
る
れ
ハ
や
か
て
　
さ
し
い
つ
る
　
月
の
み
ふ
ね
を
　
ほ
し
に
か
さ
な
む

ひ
と
は
ち
る
　
き
り
の
こ
す
ゑ
の
　
夕
つ
く
よ
　
ち
ゝ
に
も
の
お
も
ふ
　
あ
き
ハ
き
に

け
り

い
つ
し
か
と
　
つ
ゆ
も
あ
ふ
き
も
　
お
き
そ
め
て
　
あ
ハ
れ
み
に
し
む
　
そ
て
の
月
か
け

 

63
ウ
」

み
そ
き
し
て
　
な
か
す
き
の
ふ
の
　
ゆ
ふ
つ
く
よ
　
川
せ
に
う
か
ふ
　
あ
き
そ
す
ゝ
し
き

夕
月
の
　
か
つ
ら
の
つ
ゆ
を
　
ふ
く
風
や
　
あ
き
の
ひ
か
り
を
　
ま
つ
ち
ら
す
ら
ん

あ
き
の
た
つ
　
こ
す
ゑ
の
せ
み
の
　
か
ら
衣
　
た
も
と
す
ゝ
し
き
　
夕
月
よ
か
な

夕
月
夜
　
ほ
の
め
く
み
ね
の
　
く
も
は
れ
て
　
松
に
こ
ゑ
す
る
　
あ
き
の
初
風

き
く
子
か
夫
の
お
も
ひ
に
こ
も
り
た
り
け
る
こ
ろ
よ
み
て
か
た
へ
の
ひ
と
の

か
り
お
く
る

よ
の
こ
と
ハ
　
つ
は
さ
な
ら
ふ
る
　
ち
き
り
さ
へ
　
む
な
し
き
と
こ
の
　
あ
き
の
ゆ
ふ
風

さ
も
こ
そ
ハ
　
う
き
よ
の
な
か
の
　
さ
か
な
ら
め
　
き
え
け
ん
く
さ
の
　
つ
ゆ
の
ゆ
く

へ
ハ

あ
め
と
の
ミ
　
さ
そ
し
ほ
る
ら
ん
　
我
た
に
も
　
つ
ゆ
け
さ
ま
さ
る
　
そ
て
の
あ
き
か
せ

葉
月
の
は
し
め
つ
か
た
法
流
寺
に
て
人
ゝ
と
ゝ
も
に
　
う
た
よ
み
け
る
時

み
の
む
し
の
　
よ
ふ
ち
ゝ
の
き
の
　
こ
す
ゑ
よ
り
　
あ
き
の
い
ろ
こ
そ
　
み
え
そ
め
に

け
れ

川
鰕

う
ち
ひ
と
ハ
　
さ
て
さ
し
わ
た
し
　
川
ゑ
ひ
の
　
手
長
の
み
け
に
　
た
て
ま
つ
る
ら
む

山
霧 

　
　
64
オ
」

な
ら
山
や
　
い
ま
ハ
み
や
こ
も
　
か
み
さ
ひ
て
　
あ
き
き
り
ふ
か
く
　
か
を
り
み
ち
け
り

さ
し
つ
ぎ
て
　
し
の
ひ
た
く
也
　
や
な
か
ま
て
　
き
り
た
ち
ま
よ
ふ
　
お
く
の
や
ま
さ
と

萩
の
屋
の
萩
の
さ
か
り
に

つ
ゆ
な
か
ら
　
垣
の
小
柴
に
　
ゆ
ひ
そ
へ
て
　
あ
き
も
さ
か
り
に
　
に
ほ
ふ
は
き
は
ら

つ
ま
こ
ふ
と
　
な
く
な
る
し
か
に
　
お
な
し
く
ハ
　
し
ら
せ
ま
ほ
し
き
　
萩
の
花
そ
の

し
め
の
う
ち
を
　
ま
た
ゆ
る
さ
れ
て
　
あ
き
は
き
の
　
花
の
に
し
き
に
　
た
ち
ま
し
り

け
り

こ
ハ
は
や
く
み
た
り
し
も
ミ
と
せ
へ
に
け
れ
ハ
か
く
よ
め
る
に
な
ん
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二
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又
あ
る
し
　
み
す
て
ゝ
ハ
　
た
れ
か
ゝ
へ
ら
ん
さ
く
は
き
の
　
つ
ゆ
も
え
な

ら
ぬ
　
夕
月
の
か
け
　
と
よ
め
る
か
へ
し

あ
き
は
き
の
　
花
す
り
衣
　
た
ち
わ
か
れ
　
わ
か
ゆ
く
か
た
を
　
い
か
て
み
る
ら
む

初
秋
待
雁

か
り
ハ
ま
た
　
か
け
て
も
な
か
ぬ
　
ふ
み
月
の
　
そ
ら
な
つ
か
し
き
　
声
そ
ま
た
る
ゝ

月
前
虫

馬
草
か
る
　
の
か
ミ
の
さ
と
の
　
く
つ
わ
虫
　
月
に
お
ハ
れ
て
　
こ
ゝ
ら
な
く
ら
む

艶
女
遇
他
人

我
こ
そ
と
　
お
も
ひ
か
け
し
を
　
女
郎
花
　
あ
こ
の
お
ほ
の
に
　
な
ひ
く
つ
ゆ
か
な

 

64
ウ
」

鹿

ひ
と
よ
か
る
　
松
か
ね
ま
く
ら
　
そ
は
た
て
ゝ
　
き
く
と
も
し
ら
す
　
し
か
や
鳴
ら
む

お
ほ
え
や
ま
　
き
り
た
ち
い
て
ゝ
　
さ
を
し
か
の
　
な
き
て
い
く
の
に
　
つ
ま
や
こ
も

れ
る

南
郷
宗
準
　
加
藤
照
満
　
服
部
挙
直
　
村
田
義
堅

こ
の
ひ
と
〳
〵
の
な
を
か
く
し
て
　
収
と
い
ふ
字
を
句
の
末
に
お
き
て

よ
め
る
月
の
う
た

て
り
み
ち
て
　
み
な
ミ
の
さ
と
ハ
　
く
れ
は
と
り
　
む
ら
た
つ
く
も
そ
　
月
に
お
さ
ま
る

月
照
草
花

あ
か
な
く
て
　
く
れ
に
し
の
ち
ハ
　
つ
ゆ
や
花
　
は
な
や
い
ろ
な
る
　
の
へ
の
は
き
は
ら

日
こ
ろ
へ
た
て
た
る

た
の
め
つ
る
　
朔
日
こ
ろ
の
　
夕
月
よ
　
い
ま
ハ
つ
れ
な
き
　
あ
り
あ
け
の
そ
ら

あ
ハ
す
し
て
　
い
ま
ハ
日
こ
ろ
を
　
ふ
る
衣
　
う
き
あ
か
つ
き
を
　
か
さ
ね
き
に
け
り

風
前
鹿

し
か
の
ね
を
　
我
に
つ
て
け
り
　
を
花
ち
る
　
さ
と
わ
の
ゝ
へ
の
　
あ
き
の
ゆ
ふ
か
せ

 

65
オ
」

八
月
十
五
夜
こ
よ
ひ
し
も
い
た
つ
ら
に
ね
ん
ハ
く
ち
を
し
く
て
川
つ
ら

ゆ
く
ほ
と
く
も
た
ち
お
ほ
ひ
て
月
い
て
ぬ
と
ハ
か
り
ほ
の
か
な
り
け
れ
ハ

け
に
く
も
ハ
　
こ
ゝ
ろ
も
な
し
や
　
く
に
こ
そ
り
　
月
ま
ち
い
そ
く
　
夕
く
れ
の
そ
ら

又
大
城
の
御
門
の
外
な
る
原
に
い
て
ゝ
ミ
ワ
た
す
に
人
け
い
と
ま
れ
に
て

月
ハ
や
う
〳
〵
く
も
は
な
れ
て
さ
し
い
て
た
り

た
ゝ
ひ
と
り
　
月
に
う
か
る
ゝ
　
わ
か
ゝ
け
を
　
心
あ
る
さ
ま
に
　
人
や
見
る
ら
む

釈
典

あ
き
の
ひ
の
　
と
く
く
れ
を
し
も
　
か
ら
に
し
き
　
あ
や
に
か
し
こ
き
　
け
ふ
の
み
ま

つ
り

水
中
月

さ
て
も
ち
て
　
す
く
ひ
も
あ
け
よ
　
山
川
の
　
や
な
せ
に
か
ゝ
る
　
月
の
し
ら
た
ま

ふ
た
つ
な
き
　
月
の
ひ
か
り
を
　
ち
よ
ろ
つ
に
　
く
は
り
て
み
か
く
　
た
き
の
し
ら
た
ま

荒
屋
月

や
へ
む
く
ら
　
軒
と
ひ
と
し
く
　
し
け
り
て
ハ
　
つ
ひ
に
月
た
に
　
す
ま
す
な
り
け
り

人
の
あ
し
の
は
に
さ
し
て
　
し
る
や
い
か
に
　
な
に
は
の
秋
の
　
よ
は
の
月
　

こ
の
あ
か
つ
き
の
　
つ
ゆ
の
あ
ハ
れ
を
　
と
い
ひ
こ
し
け
れ
ハ
か
へ
し

あ
り
あ
け
の
　
月
を
あ
ハ
れ
と
　
か
そ
へ
き
て
　
い
ま
ハ
お
い
ぬ
る
　
わ
れ
を
し
ら
す
や

 

65
ウ
」

あ
し
か
花
　
な
ひ
く
な
に
は
の
　
川
尻
ハ
　
と
こ
ろ
か
ら
に
や
　
月
も
す
む
ら
む

都
擣
衣

風
さ
む
き
　
月
の
ミ
や
こ
の
　
か
ら
に
し
き
　
う
つ
や
く
も
ゐ
に
　
声
ひ
ゝ
く
ら
む

こ
ろ
も
う
つ
　
み
や
こ
お
ほ
ち
の
　
た
て
よ
こ
に
　
声
も
み
た
れ
て
　
あ
き
そ
ふ
け
ゆ
く

あ
ハ
れ
た
る
　
す
さ
ひ
な
る
ら
ん
　
と
の
へ
も
り
　
身
も
は
た
さ
む
く
　
こ
ろ
も
う
つ
声

う
つ
お
と
も
　
秋
ふ
け
に
け
り
　
か
も
河
や
　
き
よ
き
な
か
れ
の
　
と
き
あ
ら
ひ
き
ぬ

あ
き
さ
む
き
　
お
ほ
う
ち
や
ま
の
　
山
ひ
こ
ハ
　
そ
ら
に
声
し
て
　
う
つ
こ
ろ
も
か
な

山
家
秋
雨

山
さ
と
ハ
　
つ
ゆ
よ
り
さ
き
に
　
に
は
さ
く
ら
　
う
つ
ろ
ひ
そ
む
る
　
あ
き
の
あ
め
か
な

さ
ら
ぬ
た
に
　
あ
き
な
る
も
の
を
　
や
ま
さ
と
の
　
あ
め
し
め
や
か
に
　
け
ふ
も
ふ
り

け
り

薄
の
風
に
な
ひ
き
た
る
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二
七

あ
き
風
の
　
吹
に
し
た
か
ふ
　
花
す
ゝ
き
　
い
ま
い
く
か
あ
ら
ハ
　
雪
と
ち
ら
ま
し

仙
家

と
き
の
ま
と
　
お
も
ふ
に
く
ち
し
　
を
の
ゝ
え
に
　
う
ち
お
と
ろ
き
て
　
家
を
し
そ
お

も
ふ 

66
オ
」

寄
秋
恋

は
し
め
よ
り
　
あ
き
て
ふ
も
し
ハ
　
い
み
つ
る
を
　
あ
や
し
や
そ
て
に
　
か
ゝ
る
し
ら

つ
ゆ

遠
村
秋
夕

あ
き
ふ
か
き
　
き
り
の
ま
か
き
の
　
ひ
ま
も
れ
て
　
か
ね
の
音
と
ほ
く
　
く
る
ゝ
や
ま

さ
と

を
ち
か
た
や
　
あ
き
ふ
け
わ
た
る
　
夕
く
れ
の
　
あ
ハ
れ
く
ら
へ
て
　
た
つ
け
ふ
り
か
な

萩
の
う
つ
ろ
ひ
か
た
な
る
を

つ
ゆ
さ
む
き
　
庭
の
は
き
ハ
ら
　
う
つ
ろ
ひ
て
　
下
葉
の
い
ろ
そ
　
ふ
か
く
な
り
け
る

秋
雲

あ
き
ふ
か
ミ
　
し
く
る
ゝ
ま
て
ハ
　
あ
ら
ね
と
も
　
か
ゝ
り
か
ゝ
ら
ぬ
　
ミ
ね
の
う
き

く
も

野
女
郎
花

お
ひ
ら
か
に
　
の
へ
の
を
は
な
に
　
た
ち
そ
ひ
て
　
そ
む
く
い
ろ
な
き
　
を
み
な
へ
し

か
な

深
山
鹿

み
に
し
め
て
　
ふ
け
ゆ
く
月
を
　
な
か
む
れ
ハ
　
く
も
よ
り
を
ち
に
　
し
か
そ
な
く
な
る

よ
そ
に
見
て
人
を
こ
ふ
る 

66
ウ
」

よ
そ
な
か
ら
　
見
し
と
ハ
か
り
を
　
お
も
か
け
ハ
　
わ
か
み
に
そ
へ
て
　
た
ち
わ
か
れ

け
り

お
に
ふ
れ
て
催
恋

お
ほ
か
た
の
　
ふ
る
も
の
か
た
り
　
き
く
に
た
に
　
わ
り
な
く
ひ
と
の
　
し
の
は
る
ゝ

か
な

菊
叢
芳

た
ち
な
ら
ふ
　
あ
た
し
く
さ
は
の
　
つ
ゆ
さ
へ
も
　
あ
ら
そ
ひ
か
ほ
に
　
か
を
る
む
ら

き
く

撰
虫

は
き
に
そ
ひ
　
す
ゝ
き
に
よ
り
て
　
な
く
む
し
の
　
な
か
き
み
し
か
き
　
声
を
わ
く
ら
む

む
し
た
に
も
　
み
こ
と
か
し
こ
み
　
声
の
あ
や
を
　
心
の
か
き
り
　
け
ふ
や
つ
く
せ
る

す
ゝ
き
に
み
か
つ
き
か
け
る
か
た

さ
つ
ひ
と
の
　
ゆ
み
な
り
つ
き
の
　
か
け
見
え
て
　
を
し
か
ふ
す
の
に
　
秋
風
そ
吹

菊
の
え
に

な
ゝ
か
へ
り
　
も
ゝ
よ
へ
つ
る
も
　
山
か
け
の
　
こ
の
し
た
つ
ゆ
に
　
よ
り
て
な
り
け
り

月
前
竹

か
ら
ひ
と
の
　
む
か
し
の
ふ
て
の
　
あ
と
見
え
て
　
た
け
の
葉
う
つ
る
　
月
の
下
ま
と

 

67
オ
」

あ
る
女
の
こ
の
よ
に
て
ハ
あ
ひ
か
た
し
の
ち
の
よ
を
た
の
め
と
い
ひ
け
れ
ハ

ま
こ
と
あ
ら
は
　
し
に
も
せ
ま
し
を
　
の
ち
の
よ
の
　
あ
ひ
な
た
の
み
ハ
　
せ
ん
か
た

も
な
し

田
家
冬
興

も
み
ち
ゝ
る
　
さ
と
の
翁
か
　
に
ひ
し
ほ
り
　
に
ほ
ひ
て
あ
そ
ふ
　
ふ
ゆ
そ
ゆ
た
け
き

冬
山
に
し
か
の
な
き
け
れ
ハ

ゆ
く
あ
き
ハ
　
お
く
り
は
て
た
る
　
声
の
う
ち
に
　
し
く
れ
も
よ
ほ
す
　
ミ
ね
の
さ
を

し
か

遠
炭
竃

す
み
か
ま
や
　
ミ
ね
の
け
ふ
り
の
　
な
か
絶
て
　
よ
こ
く
も
か
ゝ
る
　
あ
か
つ
き
の
や
ま

霜
月
朔
日
の
ひ 

と
し
あ
り
と
　
か
み
に
ゝ
え
す
る
　
月
た
え
て
　
し
も
の
あ
さ
け
そ
　
の
と
け
か
り
け
る

冬
朝

下
さ
や
く
　
あ
さ
て
を
ふ
す
ま
　
ひ
き
す
て
ゝ
　
ま
と
の
と
て
ら
す
　
朝
日
を
そ
ま
つ

大
公
望

い
と
す
ち
の
　
な
ほ
き
ハ
り
も
て
　
あ
め
の
し
た
　
し
ら
さ
ん
き
み
か
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二
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こ
ゝ
ろ
つ
る
ら
む
　
　
　
い
と
4

4

野
鷹
狩 

　
67
ウ
」

ミ
か
り
の
ハ
　
そ
ら
ゆ
く
く
も
ゝ
　
は
や
ふ
さ
の
　
い
ち
は
や
く
の
ミ
　
山
か
せ
そ
ふ
く

残
紅
葉

た
ゝ
ひ
と
ひ
　
ひ
と
ゝ
き
た
に
も
　
あ
る
も
の
を
　
け
ふ
も
う
れ
し
く
　
の
こ
る
紅
葉
　

は
し
め
て
ふ
み
を
見
る

こ
と
の
葉
の
　
す
ゑ
ハ
ほ
の
か
に
　
か
き
な
し
て
　
お
ほ
つ
か
な
さ
を
　
そ
ふ
る
き
み

か
な

埋
火

う
つ
み
ひ
の
　
う
も
れ
て
の
ミ
ハ
　
よ
を
へ
し
と
　
し
も
の
ふ
る
ふ
ミ
　
く
り
か
へ
し

つ
ゝ

寒
月

く
ぬ
き
ハ
ら
　
よ
は
の
あ
ら
し
の
　
お
と
さ
え
て
　
こ
す
ゑ
に
こ
ほ
る
　
ふ
ゆ
の
よ
の
月

こ
ほ
り
に
ハ
　
月
や
さ
わ
ら
ぬ
　
あ
ま
の
川
　
か
せ
さ
ゆ
る
よ
も
　
か
け
そ
な
か
る
ゝ

冬
の
林
に
小
鳥
む
れ
ゐ
る
と
こ
ろ

小
林
の
　
も
み
ち
あ
ら
は
に
　
ち
り
す
き
て
　
い
ろ
と
り
の
み
そ
　
た
ち
さ
わ
き
け
る

お
ひ
う
て
と
　
の
こ
る
こ
の
ミ
を
　
も
り
は
む
と
　
う
た
て
こ
と
り
の
　
む
れ
つ
ゝ
そ

く
る

の
こ
り
た
る
　
あ
き
の
こ
の
み
を
　
む
れ
は
み
て
　
ま
め
う
ま
し
と
や
　
と
り
の
な
く

ら
む 
68
オ
」

五
節

く
も
の
う
へ
に
　
か
よ
る
を
と
め
か
　
か
ら
こ
ろ
も
　
雪
の
花
を
も
　
ち
ら
し
つ
る
か
な

う
る
は
し
き
　
あ
ま
つ
を
と
め
の
　
た
ま
か
づ
ら
　
く
も
の
う
へ
に
や
　
か
け
と
ゝ
む

ら
む

荒
屋
落
葉

い
ま
は
た
ゝ
　
の
き
も
垣
根
も
　
く
ち
葉
の
ミ
　
か
さ
な
る
ふ
ゆ
の
　
日
か
す
を
そ
し
る

再
絶
恋

た
ち
か
へ
り
　
む
す
ふ
野
中
の
　
わ
す
れ
水
　
い
ま
は
た
い
か
て
　
み
ち
ハ
た
ゆ
ら
む

時
雨
の
ふ
る
よ
か
さ
か
り
に
た
ち
よ
り
し
人
に

し
く
れ
降
　
か
さ
の
か
り
て
の
　
わ
す
ら
れ
し
　
ひ
と
さ
へ
こ
よ
ひ
　
お
と
ろ
か
し
け
り

又
う
ち
か
へ
し
〳
〵
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
て
お
く
り
た
る
か
へ
し

む
す
ほ
る
ゝ
　
を
け
の
う
み
を
の
　
く
り
こ
と
を
　
い
ひ
と
く
よ
し
も
　
な
ミ
た
な
り

け
り

深
夜
霰

ひ
さ
か
た
の
　
月
も
や
み
か
く
　
た
ま
あ
ら
れ
　
ふ
け
ゆ
く
ま
ゝ
に
　
ち
り
み
た
れ
け
り

閑
居
初
冬 

68
ウ
」

か
み
な
月
　
い
つ
し
か
く
れ
て
　
す 

く 

る 

ま
に
　
ち
か
き
い
ほ
り
そ
　
し
く
れ
か
ち

な
る

浦
千
鳥

を
ち
か
へ
り
　
夕
浪
ち
と
り
　
す
み
よ
し
の
　
松
の
あ
ら
し
に
　
た
ち
さ
わ
く
ら
む

垣
根
寒
草

か
つ
〳
〵
に
　
の
こ
る
も
さ
ひ
し
　
あ
さ
ゆ
ふ
の
　
し
も
ふ
き
む
す
ふ
　
か
き
の
か
け

く
さ

冬
松

夕
こ
り
の
　
く
も
ハ
あ
ら
し
の
　
吹
と
き
て
　
ゆ
き
松
か
え
そ
　
み
ね
に
こ
た
か
き

霜

た
へ
の
ほ
に
　
し
も
さ
ゆ
る
よ
は
　
あ
つ
ふ
す
ま
　
か
つ
き
て
ぬ
れ
と
　
わ
ひ
し
か
り

け
り

あ
と
も
な
く
　
わ
た
り
絶
け
り
　
よ
あ
ら
し
の
　
霜
吹
む
す
ふ
　
ゆ
め
の
う
き
は
し

暁
天
時
雨
　
　
　

あ
か
つ
き
の
　
け
し
き
を
そ
へ
て
　
む
ら
し
く
れ
　
く
も
り
も
は
て
ぬ
　
を
ち
の
山
の
は

神
無
月
な
か
は
空
い
と
の
と
か
な
り
け
れ
ハ

か
き
く
ら
す
　
し
く
れ
の
く
も
ゝ
　
け
ふ
の
ミ
ハ
　
と
ほ
き
み
や
ま
を
　
ゆ
き
め
く
る

ら
む 

69
オ
」

池
水
鳥

う
つ
く
し
き
　
心
も
見
え
て
　
さ
ゝ
な
ミ
の
　
な
ら
ひ
て
う
か
ふ
　
い
け
の
を
し
と
り
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二
九

人
の
庭
に
松
を
う
ゑ
て
う
た
こ
ひ
け
れ
ハ

う
つ
し
う
る
　
け
ふ
よ
り
い
ろ
を
　
あ
ら
た
め
て
　
ち
よ
ま
つ
か
け
の
　
た
の
も
し
き

か
な

初
雪
見
参

名
の
り
す
る
　
そ
て
の
か
を
り
も
　
た
ち
そ
ひ
て
　
け
さ
ゝ
き
い
つ
る
　
雪
の
は
つ
花

み
か
き
も
り
　
衛
士
の
た
も
と
の
　
風
さ
え
て
　
か
ゝ
り
火
し
ろ
く
　
あ
く
る
雪
か
な

船
中
遊
女

か
ハ
ふ
ね
の
　
ひ
く
て
に
な
ひ
く
　
う
か
れ
め
の
　
心
よ
る
せ
ハ
　
あ
ま
た
な
ら
め
や

海
棠

春
風
に
　
ね
む
り
さ
む
ら
ん
　
た
を
や
め
の
　
は
な
の
く
ち
ひ
る
　
う
こ
き
そ
め
け
り

春
海

お
き
つ
な
ミ
　
お
と
さ
へ
た
え
て
　
松
か
せ
の
　
吹
も
や
ふ
ら
ぬ
　
は
る
か
す
み
か
な

夕
落
□

か
は
か
り
ハ
　
さ
も
あ
ら
ハ
あ
れ
と
　
お
も
ふ
ま
に
　
ゆ
る
さ
ぬ
は
な
を
　
さ
そ
ふ
ゆ

ふ
風 

69
ウ
」

名
所
鶴

き
み
か
よ
ハ
　
す
む
か
ひ
あ
り
と
　
天
と
ふ
や
　
鶴
の
郡
に
　
む
れ
あ
そ
ふ
ら
む

冬
夜
難
明

し
も
さ
ゆ
る
　
ま
と
の
と
も
し
火
　
い
く
そ
た
ひ
　
か
ゝ
け
て
の
ち
か
　
ひ
ま
し
ら
む

ら
む

夕
恋

お
も
ふ
に
も
　
ま
か
せ
ぬ
ひ
と
に
　
す
み
そ
め
の
　
ゆ
ふ
へ
ハ
そ
ら
に
　
な
る
こ
ゝ
ろ

か
な

深
山
幽
居

す
ま
ハ
又
　
こ
ゝ
も
う
き
よ
の
　
外
な
ら
し
　
わ
し
の
か
ゝ
な
く
　
お
く
の
山
さ
と

井
氷

か
と
の
ゐ
に
　
む
す
ふ
こ
ほ
り
ハ
　
よ
も
す
か
ら
　
う
つ
る
か
つ
ら
の
　
ひ
か
り
な
る

ら
ん

塩
や
き
衣

う
ら
の
あ
ま
の
　
し
ほ
や
き
こ
ろ
も
　
ぬ
き
か
け
て
　
ひ
と
に
く
か
ら
す
　
み
ゆ
る
松

か
な

□
走
ハ
か
り
も
の
へ
ゆ
き
け
る
に

ひ
は
り
な
く
　
春
ち
か
く
こ
そ
　
な
り
に
け
れ
　
の
へ
の
む
き
ふ
そ
　
あ
さ
み
と
り
な
る

 

70
オ
」

遠
恋

お
き
と
ほ
ミ
　
ミ
る
め
ハ
か
ら
す
　
あ
ひ
お
も
ふ
　
こ
ゝ
ろ
ハ
お
な
し
　
う
ら
に
ま
よ

へ
と

遅

風
さ
ゆ
る
　
ひ
む
ろ
の
上
の
　
さ
く
ら
花
　
時
に
お
く
れ
し
　
色
と
し
も
な
し

聞

よ
を
す
て
ゝ
　
み
を
お
く
山
の
　
ま
つ
風
も
　
み
ゝ
の
そ
こ
な
る
　
ち
り
ハ
は
ら
ハ
し

春
色
浮
水

あ
さ
み
と
り
　
か
す
み
な
か
れ
て
　
川
つ
ら
ハ
　
な
み
の
う
ね
〳
〵
　
は
る
か
せ
そ
ふ
く

野
鶯

う
く
ひ
す
の
　
声
ハ
さ
た
か
に
　
き
ゝ
な
か
ら
　
な
ほ
い
き
た
な
き
　
春
の
あ
け
ほ
の

群
仙
煉
薬
図

く
す
り
ね
る
　
け
ふ
り
そ
か
す
む
　
松
の
ハ
を
　
す
き
て
よ
を
ふ
る
　
山
ひ
と
の
や
と

山
人
の
　
く
す
り
は
む
な
る
　
庭
鳥
ハ
　
く
も
の
う
へ
に
や
　
声
を
た
つ
ら
む

美
人
遊
春
図

あ
ら
そ
へ
る
　
は
る
の
こ
ゝ
ろ
も
　
に
ほ
や
か
に
　
ミ
た
れ
て
か
さ
す
　
は
な
の
い
ろ

か
な 

70
ウ
」

は
ら
へ
と
も
　
そ
て
の
い
ろ
か
を
　
し
た
ひ
き
て
　
う
た
て
こ
て
ふ
そ
　
わ
れ
に
た
は

る
ゝ

春
氷

い
か
て
ま
た
　
吹
む
す
ふ
ら
む
　
ひ
も
か
ゝ
み
　
と
く
を
な
ら
ひ
の
　
は
る
の
朝
風

若
菜
知
時
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三
〇

雪
わ
け
て
　
ひ
と
に
つ
ま
る
ゝ
　
け
ふ
そ
と
ハ
　
わ
か
な
も
し
た
に
　
し
り
て
も
ゆ
ら
む

庭
鶯

こ
ゑ
わ
か
き
　
に
は
の
う
く
ひ
す
　
こ
か
く
れ
て
　
う
ら
や
さ
し
け
に
　
け
さ
そ
な
く

な
る

朝
柳

さ
ほ
ひ
め
の
　
ゝ
と
け
き
春
の
　
朝
ね
か
ミ
　
ミ
た
れ
て
み
ゆ
る
　
柳
ハ
ら
か
な

霞
添
春
光

梅
か
を
り
　
柳
な
ひ
き
て
　
し
ら
ゆ
き
も
　
か
す
め
ハ
は
る
の
　
も
の
と
な
り
け
り

梅
遠
薫

松
の
か
を
　
た
け
の
あ
ら
し
も
　
か
を
り
け
り
　
か
く
山
さ
と
の
　
梅
の
さ
か
り
は

早
春 

　
　
71
オ
」

さ
ほ
ひ
め
の
　
か
す
み
の
こ
ろ
も
　
た
ち
し
よ
り
　
ひ
と
の
た
も
と
も
　
春
め
き
に
け
り

春
の
は
し
め
の
う
た

う
ち
わ
た
す
　
み
や
こ
の
そ
ら
ハ
　
か
す
む
日
も
　
春
と
ハ
し
ら
し
　
雪
の
山
す
み

春
旅

わ
ら
ひ
を
り
　
柳
か
さ
し
て
　
は
る
の
ひ
ハ
　
た
ひ
を
た
ひ
と
も
　
お
も
は
さ
り
け
り

余
寒
雪

さ
え
か
へ
り
　
ミ
た
れ
て
雪
ハ
　
ふ
り
く
れ
と
　
え
た
に
も
た
め
ぬ
　
春
風
そ
ふ
く

短

あ
さ
ゆ
ふ
に
　
吾
と
る
ふ
て
の
　
つ
か
よ
り
も
　
み
し
か
き
こ
こ
ろ
　
や
る
か
た
そ
な
き

つ
く
し

い
さ
こ
と
も
　
の
へ
の
か
け
ろ
ふ
　
う
ち
み
た
れ
　
て
こ
と
に
け
ふ
ハ
　
つ
み
つ
く
し

て
む

な
の
花

さ
と
わ
た
の
　
な
の
は
な
さ
け
り
　
あ
め
ち
か
き
　
ゆ
ふ
ひ
の
そ
ら
も
　
に
ほ
ふ
ハ
か

り
に

寄
海
恋

わ
た
つ
ミ
の
　
そ
こ
つ
た
か
ら
の
　
た
ま
〳
〵
も
　
あ
ふ
こ
と
な
み
に
　
身
を
や
し
つ

め
ん 

71
ウ
」

寄
貝
恋

お
き
つ
風
　
あ
ら
い
そ
な
ミ
の
　
う
つ
せ
貝
　
身
の
ゆ
く
へ
た
に
　
し
ら
ぬ
わ
か
こ
ひ

こ
ひ
や
す

こ
ひ
す
れ
ハ
　
ミ
き
り
の
い
け
の
　
水
か
ゝ
み
　
こ
の
み
は
梅
の
　
か
け
に
や
せ
に
き

落
梅
浮
水

ミ
つ
の
う
へ
に
　
ち
り
て
た
ゝ
よ
ふ
　
梅
か
ゝ
ハ
　
そ
ら
に
な
か
る
ゝ
　
は
る
の
か
は

か
せ

す
ミ
れ

あ
た
な
れ
や
　
の
へ
の
す
み
れ
の
　
こ
む
ら
さ
き
　
に
ほ
ふ
を
と
め
か
　
そ
て
の
春
風

雲
雀

わ
け
ま
よ
ふ
　
の
ち
の
ひ
ハ
り
の
　
つ
ま
こ
も
る
　
床
を
い
く
ら
か
　
お
と
ろ
か
す
ら
む

山
か
す
む
　
の
ち
の
こ
し
か
た
　
ゆ
く
さ
き
に
　
声
す
る
も
の
ハ
　
ひ
は
り
な
り
け
り

春
水

ゆ
く
ミ
つ
の
　
ぬ
る
み
そ
め
け
り
　
色
み
え
て
　
し
た
く
さ
も
ゆ
る
　
さ
と
の
な
か
ゝ
は

せ
き
わ
け
て
　
わ
か
さ
と
わ
た
を
　
ゆ
く
ミ
つ
の
　
く
も
て
に
は
る
の
　
い
ろ
そ
な
か

る
ゝ 

72
オ
」

紅
梅
　
も
の
ゝ
名

う
く
ひ
す
の
　
た
つ
ね
て
や
ゆ
く
　
を
と
め
こ
か
　
花
つ
み
い
る
ゝ
　
こ
を
ハ
い
づ
く
と

水
郷
春
望

あ
け
わ
た
る
　
い
な
さ
ほ
そ
え
の
　
ミ
を
つ
く
し
　
は
る
か
に
富
士
の
　
雪
そ
か
す
め
る

夜
か
れ

わ
か
や
と
の
　
松
に
き
な
る
ゝ
　
ね
く
ら
と
り
　
ひ
と
よ
も
か
れ
ぬ
　
こ
と
そ
も
の
し
き

雨
中
春
艸

て
ふ
と
り
の
　
つ
は
さ
し
を
れ
て
　
あ
め
か
す
む
　
春
の
お
ほ
の
に
　
な
ひ
く
わ
か
く
さ

ゆ
く
河
ハ
と
い
ふ
こ
と
を
三
の
句
に
お
き
て

さ
く
ら
さ
く
　
春
に
わ
か
れ
て
　
ゆ
く
か
わ
ハ
　
か
へ
り
み
を
た
に
　
な
と
せ
さ
る
ら
む

閑
居
春
月
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三
一

あ
や
も
な
く
　
か
す
み
こ
め
て
ハ
　
さ
ひ
し
さ
も
　
よ
に
ゝ
ぬ
や
と
の
　
あ
り
あ
け
の
月

鞜
青

春
の
ゝ
の
　
く
さ
の
み
と
り
に
　
た
ち
ま
し
り
　
さ
も
か
き
り
な
く
　
ゆ
く
こ
こ
ろ
か
な

幽
栖
春
月 

72
ウ
」

う
ち
む
か
ふ
　
こ
ゝ
ろ
さ
へ
に
そ
　
お
ほ
ろ
な
る
　
こ
ふ
か
き
や
と
の
　
は
る
の
よ
の
月

詩

わ
か
し
ら
ぬ
　
か
ら
も
し
と
ゑ
の
　
う
た
な
か
ら
　
あ
ハ
れ
ハ
お
な
し
　
こ
ゝ
ろ
な
り

け
り

過
門
恋

せ
き
も
り
の
　
う
ち
ぬ
る
ひ
ま
を
　
も
と
め
て
も
　
な
く
〳
〵
過
る
　
い
も
か
か
と
か
な

故
郷
鶯

ふ
る
さ
と
に
　
な
れ
し
春
と
て
　
う
く
ひ
す
ハ
　
き
く
ひ
と
な
し
に
　
ね
を
も
な
く
か
な

忍
経
年
恋

あ
さ
ま
し
や
　
こ
ゝ
ろ
に
こ
め
て
　
お
も
ふ
ま
に
　
と
し
の
か
す
さ
へ
　
み
に
そ
は
り

け
り

海
辺
春霞

ゆ
ふ
日
さ
す
　
そ
ら
ハ
か
す
み
て
　
む
ら
さ
き
の
　
な
た
か
の
う
ら
に
　
春
風
そ
ふ
く

春
雨
夜
静

し
め
や
か
に
　
は
な
の
と
こ
ろ
を
　
さ
た
め
け
り
　
は
る
の
あ
ま
よ
の
　
も
の
か
た
り

し
て

山
家
流
水 

73
オ
」

い
く
め
く
り
　
ゆ
き
め
く
る
ら
ん
　
山
さ
と
の
　
う
し
ろ
の
み
ね
を
　
お
つ
る
た
き
河

孤
舟

ま
か
ひ
つ
る
　
く
も
ハ
は
る
か
に
　
あ
と
た
え
て
　
お
き
つ
ほ
し
ろ
く
　
く
れ
の
こ
り

け
り

故
人
入
夢

そ
の
ひ
と
ハ
　
ゆ
め
の
た
ゝ
ち
に
　
あ
り
あ
け
の
　
お
も
か
け
き
ゆ
る
　
ミ
ね
の
う
き

く
も

戸
外
春
風

百
千
鳥
　
さ
へ
つ
り
か
ハ
す
　
し
ハ
の
と
に
　
ひ
と
も
い
さ
な
ふ
　
は
る
か
せ
そ
ふ
く

疑
恋

た
の
ま
ん
と
　
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
　
つ
く
か
ら
に
　
う
た
か
は
し
さ
も
　
か
つ
ま
さ
り

つ
ゝ
　

ち
か
く
て
あ
ハ
す

あ
ハ
て
た
ゝ
　
ま
よ
ふ
こ
ゝ
ろ
ハ
　
く
ら
ま
山
　
つ
ゝ
ら
を
り
な
る
　
わ
か
こ
ひ
ち
か
な

閑
中
日
長

春
の
日
ハ
　
こ
と
ゝ
ふ
み
ゝ
る
　
し
を
り
さ
へ
　
お
も
ひ
の
ほ
か
に
　
ふ
か
く
な
り
け
り

す
ゝ
な

ふ
り
は
へ
て
　
と
ふ
人
も
な
し
　
い
た
つ
ら
に
　
す
ゝ
な
は
な
さ
く
　
春
の
や
ま
さ
と

梅
ち
り
し
　
あ
か
た
の
さ
と
の
　
か
き
も
と
に
　
す
ゝ
な
は
な
さ
く
　
春
の
さ
ひ
し
さ

 

73
ウ
」

雨
中
苗
代

な
は
し
ろ
の
　
け
さ
の
ミ
と
り
を
　
ふ
る
と
の
ミ
　
な
か
め
く
ら
せ
る
　
ひ
と
に
み
せ

は
や

幽
居
有
余
楽

こ
の
き
ミ
の
　
か
け
に
か
く
る
ゝ
　
軒
ち
か
く
　
鶯
さ
へ
も
　
き
つ
ゝ
や
と
れ
り

正
法
寺
大
と
こ
の
芋
に
そ
へ
て
よ
を
い
と
ふ
わ
か
み
に
な
れ
し

山
て
ら
の
い
も
の
お
や
こ
を
い
か
に
見
る
ら
ん
と
よ
み
て
お
く
り
た
ま
ふ

よ
ろ
こ
ひ
に

う
つ
く
し
き
　
い
も
と
し
い
は
ゝ
　
お
い
な
か
ら
　
な
ほ
す
き
た
り
と
　
な
に
も
こ
そ

た
て

白
蔵
主

は
か
な
く
も
　
お
の
か
こ
の
み
を
　
す
て
か
ね
て
　
こ
ゝ
ろ
の
や
み
に
　
ま
よ
ふ
な
る

ら
む

鉢
た
ゝ
き

ひ
と
の
よ
の
　
む
な
し
き
こ
と
ハ
　
な
り
ひ
さ
こ
　
う
つ
ゝ
も
ゆ
め
と
　
お
と
ろ
か
し



村田春門家集

三
二

つ
ゝ

寄
亀
祝

か
め
の
こ
の
　
う
ま
こ
の
す
ゑ
の
　
末
の
こ
の
　
末
の
よ
は
ひ
も
　
き
み
そ
か
そ
へ
む

富
景
楼
十
景
之
中
恩
智
流
蛍 

74
オ
」

か
ら
た
ま
を
　
み
た
す
ほ
た
る
か
　
み
な
か
ミ
ハ
　
や
ま
と
川
て
ふ
　
な
か
れ
な
か
ら
に

さ
つ
き
や
み
　
あ
や
な
く
く
る
ゝ
　
川
見
え
て
　
ミ
な
か
み
し
も
に
　
ほ
た
る
と
ふ
也

　
　
　
　
　
　
　
れ
て
4

4

お
な
し
楼
に
の
ほ
り
て

め
ち
と
ほ
く
　
よ
も
の
の
そ
み
も
　
う
ち
は
れ
て
　
う
へ
春
秋
に
　
と
め
る
や
と
か
な

た
か
や
す
の
　
山
も
と
か
け
て
　
は
る
〳
〵
と
　
春
の
に
し
き
ハ
　
む
ら
こ
な
り
け
り

吉
田
主
の
殿
よ
り
た
ま
ハ
せ
た
る
硯
の
ふ
た
に
蘭
を
か
き
た
る
に

あ
る
ひ
と
の
□
□
と
い
ふ
名
を
お
ふ
せ
て
其
心
を
よ
み
し
歌
こ
ハ
れ

け
れ
ハ
よ
め
る
そ
の
こ
と
の
よ
し
ハ
鶉
居
の
大
徳
の
か
ら
さ
ま
の
ふ
み
に

つ
く
さ
れ
た
り

蘭（
ふ
じ
ば
か
ま
）

　
か
を
り
あ
ひ
つ
ゝ
　
う
ま
ひ
と
の
　
う
ま
き
こ
ゝ
ろ
は
　
へ
た
て
さ
り
け
り

蛙

月
か
す
む
　
か
と
た
の
か
は
つ
　
声
た
て
ゝ
　
ね
ふ
り
も
よ
ほ
す
　
は
る
の
よ
は
か
な

う
ち
む
れ
て
　
さ
と
の
か
は
つ
の
　
う
た
袋
　
ひ
も
と
く
は
な
の
　
か
け
に
な
く
ら
ん

あ
ひ
お
も
ふ
な
か
を
人
に
さ
ま
た
け
ら
れ
て

ゆ
ふ
き
り
の
　
た
ち
ま
よ
ふ
な
る
　
こ
の
こ
ろ
ハ
　
く
も
ゐ
の
か
り
の
　
声
も
き
こ
え
す

春
江
花
月
夜 

74
ウ
」

お
ほ
ゐ
川
　
い
り
江
の
花
の
　
し
ら
波
に
　
た
ゝ
よ
ふ
月
の
　
か
け
そ
か
す
め
る

互
恨
恋

う
ら
む
れ
ハ
　
う
ら
み
か
へ
し
て
　
こ
ひ
衣
　
か
た
み
に
ふ
か
き
　
こ
ゝ
ろ
を
そ
し
る

寄
菅
恋

す
か
の
葉
を
　
　
や
は
り
に
さ
き
て
　
は
ら
へ
と
も
　
う
き
ハ
み
に
そ
ふ
　
こ
ひ
こ
ろ

も
か
な

桃

く
れ
な
ゐ
に
　
そ
ら
も
匂
ひ
て
　
夕
つ
く
ひ
　
さ
す
や
た
か
つ
の
　
の
へ
の
も
ゝ
そ
の

海
人

か
つ
き
す
る
　
い
せ
を
の
あ
ま
よ
　
こ
と
な
ら
ハ
　
み
て
か
へ
ら
な
ん
　
わ
た
つ
み
の

ミ
や

弥
生
に
山
寺
に
詣
て

く
も
ゆ
き
と
　
め
て
あ
ら
そ
ひ
て
　
ひ
と
そ
く
る
　
つ
ね
な
き
は
な
の
　
に
し
の
山
て
ら

夕
春
雨

山
て
ら
ハ
　
か
す
ミ
て
く
る
ゝ
　
あ
め
の
ひ
も
　
ち
か
く
き
こ
ゆ
る
　
い
り
あ
ひ
の
か
ね

梅
浮
水

う
め
の
花
　
ち
り
て
井
手
こ
す
　
水
の
う
へ
に
　
に
ほ
ひ
な
か
る
ゝ
　
春
の
山
河
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初
花

い
ま
〳
〵
と
　
ひ
と
に
ま
た
れ
て
　
庭
さ
く
ら
　
う
れ
し
き
い
ろ
を
　
け
さ
ハ
み
せ
け
り

田
家
春
雨
　
吉
田
氏
会

た
つ
た
み
の
　
ミ
の
も
し
を
れ
て
　
す
き
わ
た
す
　
よ
し
た
の
さ
と
の
　
は
る
さ
め
の

そ
ら

さ
と
ひ
と
ハ
　
ま
か
ぬ
た
な
ゐ
の
　
み
づ
く
さ
も
　
ふ
か
き
み
と
り
の
　
は
る
さ
め
そ

ふ
る

あ
め
そ
ゝ
く
　
田
中
の
さ
と
の
　
暁
に
　
し
つ
け
く
晴
を
　
よ
ふ
こ
と
り
か
な

藤

ふ
ち
の
は
な
　
咲
そ
め
に
け
り
　
鶯
の
　
声
も
お
い
そ
の
　
も
り
の
こ
す
ゑ
に

ゆ
く
は
る
を
　
ま
と
ひ
も
と
め
す
　
う
ち
な
ひ
き
　
な
つ
に
ひ
か
る
ゝ
　
ふ
ち
の
は
な

か
な

色

め
に
み
ゆ
る
　
も
の
ゝ
い
ろ
よ
り
　
よ
の
な
か
の
　
ひ
と
の
心
の
　
あ
や
も
な
し
け
り

題
し
ら
す

雪
し
く
れ
　
山
の
か
す
み
ハ
　
い
ま
さ
ら
に
　
い
か
て
か
ふ
ゆ
に
　
た
ち
か
へ
る
ら
ん
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三
三

む
ら
し
く
れ
　
を
り
た
か
へ
た
る
　
山
吹
の
　
み
の
し
ろ
こ
ろ
も
　
な
き
そ
わ
ひ
し
き

山
吹 
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山
吹
を
　
な
み
も
や
あ
ろ
ふ
　
し
ろ
た
へ
の
　
う
の
は
な
こ
ろ
も
　
い
ま
た
ゝ
ん
と
て

瀧
辺
落
花

は
る
風
に
　
こ
す
ゑ
は
な
れ
て
　
く
さ
か
の
や
　
は
な
さ
き
か
ゝ
る
　
た
き
の
白
浪

み
ゝ
あ
ら
ふ
　
た
き
の
な
か
れ
の
　
き
よ
き
瀬
に
　
う
き
い
ろ
見
せ
て
　
花
そ
う
か
へ
る

春
尽
鳥
声
中

お
ほ
そ
ら
に
　
な
く
や
ひ
ハ
り
の
　
声
の
う
ち
に
　
く
る
ゝ
か
春
の
　
そ
こ
は
か
と
な
く

せ
き
山
や
　
す
き
の
こ
の
ま
の
　
よ
ふ
こ
と
り
　
過
ゆ
く
春
を
　
よ
ひ
も
と
ゝ
め
す

水
音
似
雨

た
ゆ
ミ
な
く
　
あ
め
の
お
と
し
て
　
し
め
や
か
に
　
の
き
は
に
ち
か
く
　
お
つ
る
山
河

ほ
し
見
え
て
　
そ
ら
ハ
く
も
ら
ぬ
　
山
水
の
　
わ
れ
に
き
せ
た
る
　
あ
め
の
ぬ
れ
き
ぬ

三
好
之
信
か
父
の
二
月
の
は
し
め
つ
か
た
み
ま
か
り
け
る
に

あ
た
も
の
と
　
な
に
た
つ
花
に
　
さ
き
た
ち
て
　
き
え
つ
る
え
た
の
　
つ
ゆ
そ
は
か
な
き

弥
生
廿
日
ハ
か
り
日
下
の
里
に
行
た
る
に
そ
ら
か
き
く
も
り

冬
の
さ
ま
し
て
う
ち
し
く
れ
た
り
　
そ
の
日
ち
か
き
ぬ
か
た
の
さ
と
の

み
よ
し
某
か
こ
と
を
お
も
ひ
て 
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ぬ
か
た
山
　
ふ
り
に
し
あ
と
を
　
た
つ
ぬ
れ
ハ
　
春
も
し
く
れ
の
　
か
き
く
ら
し
つ
ゝ

春
夜
夢

さ
く
ら
花
　
ち
る
ハ
ま
さ
し
き
　
は
る
の
よ
の
　
ゆ
め
お
と
ろ
か
す
　
庭
の
あ
さ
か
せ

二
夜
へ
た
て
た
る

ひ
る
ま
た
に
　
お
ほ
つ
か
な
き
を
　
た
ま
く
し
け
　
あ
く
る
ふ
た
よ
の
　
め
さ
ま
し
き

か
な

苗
代

い
く
し
さ
し
　
み
と
ま
つ
る
也
　
里
ゝ
に
　
い
ま
や
あ
き
ほ
の
　
た
ね
お
ろ
す
ら
ん

暮
春
霞

か
す
み
さ
へ
　
花
の
い
ろ
さ
へ
　
山
さ
と
ハ
　
春
と
ゝ
も
に
そ
　
う
す
れ
行
け
る

暮
春
水

ち
る
は
な
を
　
さ
そ
ひ
つ
く
し
て
　
な
か
れ
ゆ
く
　
は
る
の
と
ま
り
そ
　
ち
か
く
な
り

け
る

天
保
四
巳
年
正
月
九
日
写
乎
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